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    第一部　ヨーガ


    


    第一話／あたしの世界


    



    　すべては、後から聞いた話である。


    



    「けけけ！」


    　甲かん高だかい独特の笑い声をあげて、玉たま藻もの前まえさんが得意げに「えへん」と胸を張った。


    　今日も可愛かわいらしい、幼いたい気けな容よう貌ぼう。


    　あぶらあげ色の狐きつね耳みみとふわふわの九きゆう尾びが上機嫌に揺れている。


    　なぜか今日はいつものメイド服に三角巾をつけていて、手には埃ほこりを落とすためのハタキポンポンまで握りしめている。


    　さぁ家事をするぞ～、って若奥様ルックである。


    「だいたい、基盤は完成しましたわね──」


    　周囲を見回し、満足そうに。


    　玉藻前さんが立っているのは、広い空間だ。


    　岩壁を無理やり掘ってつくったような洞どう穴けつで、まるで獣けものの巣穴みたいだ。


    　あちこちに青白い狐きつね火びが浮遊し、それなりに明るいが──見渡すかぎり何もない。


    「あとは生活空間などを整えましょう、家具も運びこむか『改変』でつくるべきですわね。空気の循環もあまりよくありませんし、換気の方法を考えなくてはいけませんわ」


    「──ママ？　何してるの？」


    　思案げに愛らしい眉まゆをむっつりとひそめていた玉藻前さんに、声がかけられる。


    　驚いて彼女が視線を向けた先──洞穴の天井にちいさな穴があいており、そこから垂れさがった縄ばしごを伝って、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんが降りてきている。


    　彼女は面倒になったのか途中で「ぴょんっ」と飛びおりて、軽々と着地。


    　色の脱ぬけた長い髪が、天使の翼のように舞い踊った。


    　就寝前という出いで立たちで、デフォルメされた狐のプリントがされた寝ね間ま着き姿だ。


    　片手にだぼっとしたぬいぐるみを抱きしめ、眠そうに目元を擦こすっている。


    「あら、情雨」


    　思わず親しげに呼びかけてから、玉藻前さんは背筋を伸ばして。


    「じゃなくて、『おじょうさま』──お騒がせしちゃいましたわね。ゆっくり、お休みになっていてもよろしかったのに」


    「っていうか、気になるのよ──寝てるのに、足あし下もとでドタンバタンと工事みたいな音たてられたらさ。庭に得体の知れないでかい縦穴があいてるし、……何よこれ？　ママ、いつのまに地下にこんな空間つくってたの？」


    　ちなみに、いま情雨じようちゃんと玉たま藻もの前まえさんの『アラハバキ』残党とでも呼ぶべきふたりは、わたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みの自宅の庭に居い候そうろう中である。


    　どうやらこの空間は、その庭の地下に広がっているらしい。


    「ふふん」


    　玉藻前さんは褒ほめて褒めて、みたいな小動物っぽい仕草で頰ほおに手を添えて。


    「『改変』して地道につくってましたのよ。地盤沈下しないようにとか調整してたら、時間がかかってしまいましたわ。明日にでも『おじょうさま』に見せようと思ってたのですけど、まだ未完成で恥ずかしいですの」


    「いや、だからこの無駄な空間は何なの？　何の目的でこんなもの？」


    「当然、我ら『アラハバキ』残党の秘密基地──という名目の、居住スペースですの。いつまでもテント暮らしというのもあれですし、『おじょうさま』は鎖々美さんの家で暮らすのは二の足を踏むみたいですしね、折せつ衷ちゆう案あんですのよ？」


    「ひとんちの地下に、こんなもんつくってもいいのかしら──」


    「もう、このへんはあたくしの縄張りですわ。それに当然、おうちのかたに許可はとってますのよ──鎖々美さんにも『え？　いいけど？』というお墨付きをもらってますの♪」


    「あの娘こはいろいろ気にしなさすぎよね、あたしらみたいな怪しげな集団が足あし下もとに巣をつくってんのに──それだけ、信頼してくれてるってことでしょうけど」


    「もうちょっと、細部を整えたらこちらに移り住みましょう。『おじょうさま』はずっと快適なホテル暮らしでしたからね、野外でのキャンプなんてつづけてたら体調を崩してしまいますわ。あたくしは、野生動物だった時代が長かったので気になりませんけど」


    「甘やかさないでよ、もう。あたしなら、だいじょうぶなのに──」


    　でも母親の気遣いが嬉うれしかったのか、情雨ちゃんはもじもじして。


    「ま、テントに寝袋じゃあ疲れがとれないのも事実だわ。これから夏も本番で、寝苦しいしね。虫がいっぱい寄ってきて、鬱うつ陶とうしいし」


    「ふふ、冷暖房完備の清潔なおうちに仕立てあげてみせますわよ♪」


    　玉藻前さんは楽しそうである。


    　巣をつくるのが好きなのだろう、どうぶつとしての本能的な。


    　それに彼女は殺せつ生しよう石せきゴーレムとかの開発が、趣味のようだったし。


    『改変』すれば、労力も時間もそんなに要らないしね。


    　ちなみに『改変』とは、この世界の森しん羅ら万ばん象しようを構成する無数の『神々』に上位者が命令をくだし、好き放題に弄いじくることである。


    　前回の宇宙人の騒動のあと日本の『神々』のほとんどは第二の高たか天まが原はら──わたしの妹、月読るるなちゃんの内的世界に移住してしまったので、いま霊的な空白地帯となっているこの国では『改変』がしにくくなってるのだけど。


    　そこは伝説に彩られた金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつね、力ちから業わざで何とかしたのだろう。


    「それに、いつ何があるかわかりませんし──無防備でいるよりは、こういう秘密基地というか拠点を固めて、備えているほうがよいかと思いましたの」


    　玉たま藻もの前まえさんは真しん摯しに、そう言った。


    　情雨じようちゃんの父で、玉藻前さんの夫だった首領と呼ばれた男の陰謀によって、わたしにとっても他人とはいえない月つく読よみ日ひ留る女めという女の子が恐るべき災さい禍かと化した。


    　彼女の存在によって、世界は終末の時代を迎えようとしている。


    　日留女ちゃんを倒すために全世界の『神々』が創造した対抗兵器と呼ばれる存在すら、首領の悪意に染められてその手て駒ごまと成りはててしまった。


    　運良くその魔の手を逃れられたはいいものの──この世界に唯一残された、ちいさくか弱い対抗兵器、るるなちゃんを奉じるわたしたち日本神話は孤こ立りつ無む援えんといっていい。


    　敵は強大で、頼れるものもなく、いつ踏みつぶされてもおかしくない。


    　警戒を怠おこたれば、すぐにもこの世界は幕を閉じて──。


    　わたしたちの平和な日常は、二度と取り戻せなくなるぐらいに破壊し尽くされる。


    　そんな救いのない現状に抗あらがうための、これは玉藻前さんの決意表明だった。


    「何をしようが、無駄なのかもしれません。旦だん那なさまの悪意は世界を覆おおい尽くし──あたくしたちは、それに呑のみこまれるだけなのかもしれない。でも、だとしても、こうして生きのびたからには、最期の一瞬まで戦いぬく所存ですわ」


    　いちど死に、わたしと情雨ちゃんによって黄よ泉みがえった玉藻前さん。


    　その奇跡のように拾いあげた己おのれの命を、無駄にしたくないようだった。


    「物もの部のべ氏やマサカドなど、ほとんどの『アラハバキ』残党は月読日留女の側についたようです──当然でしょうね、これが旦那さまの意志なんですから。だから不本意ですが、怨おん敵てきである『月読神社』とだって手を結んで、あたくしたちは防備を整えなくてはなりませんの」


    　胸に手を当て、情雨ちゃんを真っ直すぐに見あげて。


    「生きとし生けるものすべてが知力を結集して、この暗黒の時代を乗り切らなくてはなりません。傾けい国こくの美女と呼ばれたあたくしが言うと、冗談みたいですけれど」


    「誰もいまさら、ママを国を滅ぼす悪い妖よう怪かいだなんて、呼ばないわよ。ううん、あたしが絶対にそんなふうに言わせないわ」


    　情雨ちゃんが心配そうに、ちいさな母親の手をそっと握りしめて。


    「でもママ、お願いだから──無理はしないでね。あたし、またママとお別れするのは嫌いやよ。あたしも、がんばるから。だから、あまり思いつめないでね」


    　娘の優しい言葉に、玉藻前さんはちいさく頷うなずいたけれど──。


    「………!?」


    　不意に、「びくん」と顔をあげて。


    「情雨じよう！」


    　己おのれの娘をその場に押し倒し、狐きつねの耳を尖とがらせて周囲を警戒する。


    　瞬間、分厚く丈夫な岩の天井を貫いて──隕いん石せきのように、何かが墜落してきた。


    　それは「むぎゅう」となってる情雨ちゃんの頭上を通過し、ブレーキを踏むように減速しながらも勢いよく床をバウンドして、停止した。


    「な、なに──何なの？」


    　目を白黒させる情雨ちゃんに馬乗りになったまま、玉たま藻もの前まえさんが顔をあげる。


    　そして、意外そうに目を丸くした。


    「あら、あら？」


    　その視線の先、ふたりからすこし離れた位置に──落下してきた何かは、ごみくずのように転がっていた。


    　それは、一羽の鳥である。


    　サイズはちいさいが──猛もう禽きん類だろう。


    　勇壮な翼と、尖った嘴くちばし。


    　威圧的な双そう眸ぼうと、蛇へびのように長く伸びた舌。


    　だが手のひらにのるぐらいのおおきさで、何だか縮尺がちぐはぐだ。


    　羽根が抜け落ち、全身傷だらけで──悶もだえながら、手羽先を震ふるえさせている。


    　玉藻前さんは身軽に情雨ちゃんの上からどくと、駆け寄って、そのちいさな猛禽類を両手で抱きあげた。


    「ガルーダくん!?　『アラハバキ』大幹部──『翼よく将しようガルーダ』ではありませんの!?」


    　返事はなく、わたしも何度か関わった『翼将ガルーダ』らしき小鳥は、瞑めい目もくしている。


    　翼の骨が折れ曲がり、血まみれで、痛々しい。


    「酷ひどい……」


    　玉藻前さんがかつての仲間の無む惨ざんな姿に、青ざめる。


    　情雨ちゃんも心配そうに、そっと母の頭上から傷ついたガルーダを覗のぞき見る。


    「ちょっとガルーダ？　どうしたのよ、何があったの！」


    「いけません、会話ができる状態ではありませんわ」


    　玉藻前さんが霊力を注いで治療しようとしているのか──ほのかに輝きをまとった手のひらで、ガルーダをそっと包む。


    　だがガルーダは『改変』のされすぎで上書きができない、という特性をもつ。


    　うまく治療できないらしく、玉藻前さんは歯がゆそうにしている。


    　そんな彼女の手のひらのなかで、ガルーダが不意に立ちあがり、おおきく羽ばたく。


    　そしてちいさな脚で玉たま藻もの前まえさんの肩を摑つかむと、彼女をそのまま持ちあげた。


    　あきらかに体重差があるのだが、玉藻前さんの足はかんたんに浮いてしまう。


    「ちょっ、何ですのガルーダくん!?　ちゃんと説明してください！」


    「ママっ──」


    　焦あせって情雨じようちゃんが玉藻前さんの腕を握ったが、そんな彼女ごと引きずるように──。


    　ガルーダはふたりを運びながら、ものすごい勢いで飛ひ翔しようした。
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    「るる～ん♪」


    　時間も空間もぐちゃぐちゃになった混こん沌とんとした闇やみのなかに、ひとりの女が立っている。


    　チョコレート色の肌。


    　露出の多い、踊り子じみた印度インドの民族衣装。


    　身体からだを飾りたてる金銀細工。


    　起伏のある身体つきは艶なまめかしく、おでこに異様な第三の眼めがある。


    　異い形ぎよう。


    　けれどその顔立ちや口調はまぎれもなく、これまで何度もわたしたちを救ってくれた印度神話の『最高神』──ヴィシュヌである。


    　彼女は虚こ空くうをしばし見据えると、腰をくねらせ踊るような仕草をしながら。


    「腹立たしいのう、手のひらのなかから小鳥が一羽──逃げよったか」


    　つい数瞬前までこの場では想像もつかないような霊的闘争が行われていたのか、空間のあちこちには亀裂が走り、そこから下水道のごとく汚お濁だくした水のようなどろどろとした闇がにじみでてきている。


    　鼻歌混じりに、異国の女神は魅惑的に微ほほ笑えむと。


    「吾われの愛いとしいガルーダよ、おぬしはいったい何を求む──」


    　その指先に、極彩色の鳥の尾羽が握られている。


    　この場で、印度神話の『最高神』たるヴィシュヌと、その従者にして親友たる『翼よく将しようガルーダ』の戦闘があったのか。


    　情雨ちゃんの元に辿たどりついたガルーダがぼろぼろに負傷していたのは、この強大なる『神々』と交戦したから──なのだろうか。


    　こちらは傷ひとつ負っていないヴィシュヌは、愛しげに尾羽を頰ほおに寄せると。


    「否いな、おぬしにはもう何もなかろう。数多あまたの神話を渡り歩き、長い長い旅路の果て、『改変』をされすぎて摩ま耗もうしきったおぬしは──もはや、抜け殻じゃ。おおかた、吾を止めるためにかつての仲間に、『アラハバキ』の残党どものところへでも縋すがりつきに行ったのじゃろうが」


    　踊りの拍子をつけるように、独りごちる。


    「無駄じゃ、おぬしごときが何をしようとも──もはや、結末は変わらぬ。気に食わぬ物語にどれだけ落書きをしようが、出版されたすべての書物に同じことをしてまわるのは不可能。大筋は変わらず、吾われが終止符を打つこの物語の結末は、吾が決めたとおりになる」


    　胸に手を当て、嘆なげき哀しむように。


    「けれど、ちと面倒じゃの──『アラハバキ』の残党には、あの玉たま藻もの前まえがいる。歴史の『改変』能力をもつあやつは、吾と同じく時空間を歪ゆがめ、吾がせっかく終わらせようとしてやっておるこの退屈で冗じよう長ちような物語を、元通りの軌道に戻そうとするやもしれぬ」


    　双そう眸ぼうを閉じ、おでこの第三の眼めだけをおおきく見開いて。


    「余計な手出しをされて、ややこしくなる前に──潰つぶしておくかのう。これから、吾は紡つむがれつづけた物語に結末を与える。歴史に幕を引き、世に終末をもたらす。その筋書きは変えさせぬ。作者はひとりでいい。歴史の『改変』を為なすのは、吾だけでよい」


    　印度インド映画の序章のごとく、優雅で奇妙な舞いを踏みながら。


    「まぁ、世界が終わるまでの戯たわむれじゃと思えば、悦よろこばしくもあるかの。吾がかつて救ったものたちが、吾の最後の敵になる──それもまた、愉快じゃのう」


    　言葉とは裏腹に、ちっとも楽しそうではないけれど。


    「右や左の旦だん那なさま──これを見逃せば二度とない、長くまだるっこしい歴史の、世界の終幕劇じゃ。皆、お誘いあわせてご鑑賞ください、ってとこじゃの」


    　くるくると、印度神話の根幹たる輪りん廻ね転てん生しようを体現するように、踊りつづける。


    「陳ちん腐ぷな言い回しで恐縮じゃが、さぁ──終わりを始めるかの♪」


    　やがてその姿も混こん沌とんの闇やみのなかに消えて、すべてが無に帰す。
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    第二話／リア充の世界


    



    
      時系列【二年前（月つく読よみ鎖さ々さ美みは高校一年）冬──桜こノの花はな咲さく夜や学園教室】
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    「──アルバイトがしたいの！」


    　わたし──月読鎖々美は全力で叫んだ。


    　思いっきり大声をだしたので、息苦しくなって、ぜえはあと荒く呼吸しながら顔を真っ赤にしている。


    「ふにゃあ」


    　わたしのテンションとは対極に、のんびり眠そうな邪や神がみかがみが──いつもの鳴き声（？）をあげて、ちいさく小首を傾かしげる。


    　さらさらの黒髪が、静かに流れて。


    　彼女は目元を擦こすると、机から取りだしたふわふわの枕に顔を埋うずめて突っ伏してしまう。


    「寝るな！　寝ないで！　お願い、話を聞いて！　わたしに興味を抱いて！」


    「すげぇ面倒くさいうえに、こないだ似た流れで厄やつ介かい事ごとに巻きこまれた記憶があるのです」


    　心底から嫌いやそうに、かがみは顔をあげもしない。


    　大事そうに枕をぎゅうってしてる親友に、抱っこするならわたしをすればいいのに──と思いつつ、そのおつむを「ぺんぺん」と叩たたいて。


    「いいから構ってよ～、かがみ～。かがみ以外にわたしの話を聞いてくれるひとはいないんだから～、かがみしか頼れるひとがいないんだよ～」


    「頼らないでほしいのです。黙って寝かせてくれるとよいのですよ」


    「いいから聞いて！　わたし、素敵な思いつきをしちゃったんだ！」


    「鎖々美さんの思いつきが素敵なわけがないじゃないですか──んもう」


    　かがみはぶつくさ言いながらも、億おつ劫くうそうに顔をあげる。


    「で？　アルバイトが何ですって？」


    「わたしね、思ったの──いつまでも友達がかがみしかできないのはどうしてだろうって、それで気づいちゃったの！　みんな、わたしが引きこもりだったり教師の妹だったり特殊そうな立場だから敬遠してるだけで、わたしが『ふつうの女子高生』ってわかれば話しかけてくれるはずだって！」


    「自分から話しかければいいだけでは。何でそう受け身なのですか」


    　だって他人怖いじゃん……。


    　もじもじしながら、わたしは両手を広げて。


    「それでね、高校生ならアルバイトとかするものじゃん！　そうやって社会に貢献しつつお金をゲットして、服とか小物とか揃そろえて、ふつうの高校生っぽくなるの！　まずは基盤を固めるために軍資金を得る、あとはわたしの思うがままってわけだよ！」


    「迂う遠えんな気がするのですが。それに──べつにあなたはお金には困ってないでしょう。働いてるのが兄ひとりとはいえ、家計が苦しいわけでもないでしょうし。甘やかされまくりでお小遣いもたっぷりもらってるじゃないですか」


    　すこし羨うらやましそうに、かがみは溜ため息いきをついて。


    「どうせまた漫画かアニメか何か見て安易に思いついたのだとは思いますが──学生が、無理して働く必要はないと思うのですよ。それよりも遅れがちな勉強のほうをがんばったらどうなのですか、次のテストでも赤点だらけだと冗談でなく落第しますよ」


    「うぐっ！」


    　痛いところを突かれて、わたしは呻うめく。


    　一年間、引きこもっていたつけでわたしの成績はきわめて低空飛行なのだった。


    「でも、わたしには必要だと思うの！　額に汗して働き、そこで生まれる仲間たちとの交流──とかそういう青春っぽいものが！」


    「性格そのものを変えないかぎり、バイト仲間ともコミュニケーションとれずにより孤独感を味わうだけだと思いますけど。漫画とちがって現実ではそううまいこといかないと思うのですよ、とくに鎖さ々さ美みさんは」


    「だからいっしょにやろうよ、かがみ！　ひとりだとめげるけど、かがみとふたりならがんばれると思うし！　言わせないでよ、意地悪！」


    「わたしは家事もあるので、バイトなんかしてる暇ひまはないのですけど」


    　ここまで口く説どいてるのに、かがみはやる気なさそうで、つれない態度である。


    「それに、たしかうちの学校はアルバイト禁止ですよ？」


    「え、噓うそっ？」


    「校則ぐらい確かめておきなさい。わたしのデータファイルによると、何か特別な家庭の事情などがないかぎり、原則としてアルバイトは認められていないのです。まぁ、黙ってこっそりやってるひとはいるでしょうけど」


    　霊的ロボットであるかがみは、膨大な情報をそのおつむのなかに登録している。


    「近隣だと教師の見回りとかがありますし、生徒に見られたら密告されるかもですし──まず無理でしょう。ある程度、離れたところでバイトすればいいのだとは思いますが」


    「わたし電車とか乗れないよ、人込み嫌いだし！　移動がめんどい！」


    「その程度で面倒くさがる人間が、労働なんかできるわけがないと思うのですが」


    　かがみは嫌いやそうに言ったけど、ふと思いだしたように。


    「あ、そういえば……。これなら、校則で禁止されている条件に該当しないし。だけど、う～ん、鎖さ々さ美みさんですし──」


    「え？　何か思いついたの？　聞かせてかがみ、ほんと頼れるんだからぁ大好きっ♪」


    「肩を摑つかんで揺さぶらないでください」


    　興奮しているわたしを「めっ♪」と指で突いてから、かがみは思案して。


    「まぁでも、鎖々美さんが積極的に何かをやろうとすることじたいは喜ばしいことですし──無む碍げに否定はしたくないですし、わたしがそばで監視していれば……」


    　ぶつぶつ独りごちてから、彼女はこちらを真っ直すぐに見つめて。


    「いいでしょう、ひとつ心当たりがあるのです。アルバイト、紹介してやるのです」


    　わたしの頼れる親友は、そう面倒くさそうに言ってくれたのだった。
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    　桜こノの花はな咲さく夜や学園は、博物館のようにモダンな雰囲気の学び舎だ。


    　教会に嵌はまっているようなステンドグラスがあちこちに輝き、かなり老朽化してはいるけど、壁に走った亀裂や色落ちした石像なんかが逆に趣おもむき深い。


    　そんな廊下を歩いた先、学校の敷地内の端っこに──食堂はある。


    　どこか別の時空にでも繫つながっていそうな、古ぼけた板チョコのような扉。


    　わたしは何の説明もなくここまで導いてくれたかがみに、小首を傾かしげて。


    「何で食堂？　お腹なかすいたの？　かがみってそんな腹ぺこキャラだっけ？」


    「ふにゃあ。わたしに食事は必要ないのですよ──自分でした話を忘れないでください、アルバイトをしたいのでしょう？」


    　呆あきれたようにぼやきながら、かがみは食堂の扉を、そっと指さす。


    　そこには張り紙がしてあった。


    【急募／昼休みと放課後、食堂のお手伝いをしてくれるひとを募集しています。


    　　　　報酬は食堂で使える食券です】


    　と書いてあった。


    「どうですか？」


    　かがみがバスガイドさんのように、くるりとこちらを振り向いて丁てい寧ねいに語ってくれる。


    「いきなり本格的なバイトをするのは大変でしょうし、校則で禁じられてもいますしね──鎖々美さんはまずどんなバイトでも面接で落ちると思いますし。でも、ここなら堂々と、『お手伝い』という名目でそれっぽいことができるはずなのです」


    　得意げに、さりげなく酷ひどいことを言いながら。


    「どうもいま、食堂はおばちゃんが不在らしく手が足りないとか」


    　食堂のおばちゃんといえば、『おばちゃん』という呼称が似合わない若くて可愛かわいらしい女のひとだったと思うけど。


    「どうもドジなかたらしく、わたしもお味み噌そ汁をぶっかけられたことがありますけど──食器は割るし料理は焦こがすしテーブルは引っくりかえすしで、どうも問題を起こしまくりだったようなのです。本人に、悪気はないようなのですけどね」


    「もしかして、それで免ク職ビになっちゃったの？」


    「いえ、転んで足首を捻ねん挫ざしたとかだったはずですけど」


    　ほんとにドジなんだなあ。


    「前任者がそんな感じなら、鎖さ々さ美みさんがどんだけ無能でも目立たないかなと思ったのです。むしろ『前のひとよりは、わりと使える』と高評価になるのではないかと。逆に言えばここでも免ク職ビになるようなら、鎖々美さんにできるお仕事はこの世に存在しないのです」


    　わたしの実力が低く見積もられすぎな気がするけど、反論ができないのが悔しい。


    「わたしもそばで見守っていてあげますから──せいぜい、勤労にいそしむことですね。鎖々美さんが自発的に何かをしたいと思うのはよい傾向ですので、応援してやるのですよ」


    　恥じらうように微ほほ笑えむと、かがみが食堂の扉を開いた。


    　からんころん、と鈴の音が響く。


    「誰もいないね……」


    　わたしもかがみの背中に隠れるようにして、そっと様子を窺うかがう。


    　長い年月のなかで染みついた食べ物の匂におい。


    　それなりに広い食堂のなかは静まりかえっていて、照明も落ちており、寂れている。


    　きれいに掃除されているが、建物そのものが古いので、全体的に色あせている。


    「料理ができるおばちゃんがお休みしてるため、食堂は閉めざるを得ないのでしょうね。購買がありますので、生徒たちにとってはすこし不便──程度でしょうけど」


    「おばちゃん、料理もぜんぶやってたんだね」


    　ひとりで切り盛りするのは大変だったんじゃなかろうか。


    　そりゃあ、ミスだって増えるだろう。


    「とにかく、『働きたい』と食堂のひとに伝えましょう──おばちゃんがお休みしていても、誰かはいるはずですし」


    「あ、ちょっと待ってっ！　まだ心の準備が！」


    「いいから、さっさと行くのですよ」


    　手を引っぱられ、ぐいぐい連行される。


    「ごめんください」


    　食堂の『関係者以外立入禁止』と書かれた扉をノックし、かがみが呼びかける。


    「どなたかいませんか？　張り紙を見て、きたのですが──」


    　返事がないので「？」とかがみが扉を開き、なかを覗のぞきこんだ。


    　掃除道具と事務机が置かれた、こぢんまりとした部屋である。


    　厨房に繫つながっているのだろう防火扉が奥にあって、その正面に誰かが座っている。


    「……ん？」


    　そこで野球中継のＴＶ番組なんかを眺めていたその人物が、こちらを見た。


    「おお──よいぞよいぞ、よくきてくれたのう？」


    　なぜか、老人のような口調である。


    　ちいさな事務机の前に腰かけているのは、言動とは裏腹にまだ年若い女性だった。


    　エキゾチックなチョコレート色の肌。


    　印度インドの民族衣装に、なぜかエプロン。


    　この時点では、わたしは相手が外国のひとだったのですこし驚いた、程度。


    　そう──本来の歴史では、わたしはまだ彼女と出会ってはいないのだ。


    「このヴィシュヌが、とっくり歓迎してやろうの♪」


    　印度神話における『最高神』は、上機嫌に「るる～ん♪」と笑った。
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    　嚙かみくだかれたポテトチップスのように空中に亀裂が走って、その奥から羽を広げた小鳥がふわりと飛びだしてくる。


    『翼よく将しようガルーダ』である。


    　直後、亀裂の向こうから玉たま藻もの前まえさんが出現し「ふわわっ!?」と宙で両手をじたばたさせつつもくるりと回転し、見事に着地。


    　ふう、と安あん堵どしたように一息ついたが──。


    「ちょっ、ママ!?　どいてどいてっ!?」


    　遅れて跳びだしてきた情雨じようちゃんが、そんな玉藻前さんに覆おおいかぶさるようにして落下。


    　咄とつ嗟さに玉藻前さんは受けとめようとしたようだが、体格差もあって無理で、ふたりは絡まりあうようにして共倒れ。


    「あ痛たたたっ──ご、ごめんママ！　だいじょうぶ？」


    　危あやうく窒息しかけている母親を見下ろして、情雨ちゃんが心配そうに涙目になる。


    　けれど玉藻前さんはどこか心地よさそうに、微ほほ笑えんで。


    「いいんですの。むしろ、あんなちいさかった『おじょうさま』がこんなに立派に成長して──それが実感できて、嬉うれしいですわ」


    「ママ……」


    　じいんときたのか、情雨じようちゃんはそのまま玉たま藻もの前まえさんに全力で抱きつく。


    　本格的に呼吸ができなくなったのか玉藻前さんが「もが、もが」と藻も搔がくなか、そんな情雨ちゃんの頭にガルーダが留まる。


    　何かを急せかすように、頭をつんつん突いてくる。


    「あ痛っ!?　何よもう!?」


    　鬱うつ陶とうしそうに身体からだを起こして、情雨ちゃんは周囲を見回す。


    「ここって、学校よね？」


    　周りは情雨ちゃんにとっても見慣れた、桜こノの花はな咲さく夜や学園の廊下である。


    「そのようですが、変ですわ──」


    　玉藻前さんが鼻先で「くんくん」と匂においを嗅かぐような仕草をする。


    「窓の外をご覧くださいまし、『おじょうさま』。妙に明るいですわ、就寝直前の深夜だったはずなのに──おそらく、午後の三時か、四時ぐらいでしょうか？」


    　窓の向こうに見える太陽を見据え、息を呑のむと。


    「いいえ、それどころではありませんわね。おそらく、ここは過去ですわ──だいたい二年前の冬、といったところでしょうか」


    　わたしたちが一年生だったころ、ということか。


    「ど、どういうこと？」


    　目をぱちくりさせている情雨ちゃんに、玉藻前さんは思案げに。


    「たぶん、先ほどガルーダくんがあたくしに干渉し──『改変』して、強引にあたくしに歴史の『改変』能力を使わせたのでしょう」


    　玉藻前さんは過去に介入し、歴史を歪ゆがめる能力をもっている。


    　その能力によって、かつて玉藻前さんはギリシア神話の侵攻からこの国を守ったこともある──時空に干渉する、途方もない能力だ。


    「過去への移動、タイムトラベルってところですわね──ガルーダくん、どうしてこんなことを？　バタフライ・エフェクトでもありませんが、無用に過去へ干渉するとどんな影響があるかもわかりませんのよ？」


    「…………」


    　ガルーダは無言で、ただ焦あせるように情雨ちゃんの髪の毛を「ぐいぐい！」と引っぱる。


    「痛たた!?　ちょっ、やめてよ!?」


    　そのままガルーダに誘導され、やがて辿たどりついたのは──食堂である。


    「何なのよ、もうっ！　……ここ、食堂？　ここに何があるっていうの？」


    　涙目になりつつも、情雨ちゃんは不思議そうに。


    「うん？　いい匂いがするわね──そっか、放課後でも食堂は営業してるもんね」


    「でも張り紙によると、休業中らしいですわよ──何で料理の匂においがするのかしら？」


    　小首を傾かしげる玉たま藻もの前まえさんの疑問に、答えるように。


    



    「それは当然、新任の『食堂のおばちゃん』採用試験をしとるからじゃ！」


    



    　食堂の扉を開きながら、大学生ぐらいの女が楽しげに姿を見せた。


    　情雨じようちゃんにとっては、見慣れた相手だった。


    「ヴィシュヌ!?」


    　身構える情雨ちゃんに、ヴィシュヌは「るる～ん♪」といつもの声をあげて。


    「おやおや、どうした──親の仇かたきにでも会ったような顔をして」


    　何が面白いのか、ひとしきり笑うと。


    「それに、吾われはヴィシュヌではないのじゃよ？」


    「え……？　どういう、だってヴィシュヌじゃ──？」


    　その言葉に、情雨ちゃんはさらに混乱する。


    　調子を乱されながらも、相手を足先から頭の天てつ辺ぺんまでじろじろと眺めて。


    「な、何を言ってんのかわかんないわよ──あれっ？　でもこの時系列では──一年生の冬ごろなら、まだあたしはヴィシュヌと出会ってないはずよね？」


    　情雨ちゃんやわたしがヴィシュヌと関わり始めたのは、ギリシア神話の侵攻──『現代のトロイア戦争』の直後、二年生の九月ごろである。


    「るる～ん♪」


    　ヴィシュヌは意味ありげに微ほほ笑えむと、気楽に食堂のなかへ手招きして。


    「ま、立ち話も何じゃろう──入るがよかろ、るる～ん♪　お客さまは神さまじゃ！」


    　翻ほん弄ろうするように、のらりくらりと。
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    　そのまま食堂のなかへ移動した情雨ちゃんたちは、とりあえず座席についた。


    「るる～ん♪」


    　ヴィシュヌがお気楽な調子でお冷やなどを運んで、テーブルに置いてくれながら。


    「ちょうどよかった、試食してくれるものを探しておったからのう」


    「試食？」


    　怪け訝げんそうな情雨ちゃんに、ヴィシュヌはお冷やのコップのなか──水面を指さす。


    「見るがよかろ」


    　そこに、まるでＴＶのように──映像が表示される。


    『ふふん、ふん♪』


    　おそらく食堂の、厨房である。


    　あまり広くはない、家庭用のキッチンぐらいの広さだ。


    　食器棚には無数の調理器具や皿が収納され、稼働中の大型食洗機はガタゴトうるさい。


    　吊つりさげられている布ふ巾きんやスポンジ。


    　キッチンタイマー。


    　あちこちに鎮座する冷蔵庫。


    　いちばん奥にある調理場の前に、お揃そろいのエプロン姿のわたしとかがみがいる。


    『ふふふ～ん♪』


    　ふたりは三角巾で頭を覆おおい、俎まな板いたの上の食材を切りわけたりしている。


    　わたしは見るからに浮かれていて、危あやうげな手つきで包丁を揺らすと。


    『こうしてると、新婚さんみたいだね──きゃっ♪』


    『アホなことを言ってないで、あなたもすこしは料理に参加するのですよ。さっきから何もしてないじゃないですか。わたしは今回だけはお手伝いしますけど、今後はあなたひとりでやらなくちゃいけないんですからね──まったく』


    『わかってるよ、かがみん。そして愛してるよ～☆』


    　抱きつこうとして、首元に包丁を突きつけられて『ひっ！』と手を挙げたりしている。


    　仲なか睦むつまじい、いつもどおりのわたしたちであった。


    「…………」


    　イチャイチャしているわたしたちに、情雨じようちゃんが明確にイラッとしていた。


    　不満そうにくちびるを尖とがらせると、ヴィシュヌを睨にらみつけて。


    「いったい何してんのよ、こいつら──」


    「だから試験じゃよ。こやつら、この食堂で働きたいと言うのでな。けど無能を雇っても仕方ない──どの程度、『食堂のおばちゃん』として働けるのか試してやっておるのじゃ」


    「どうして鎖さ々さ美みさんは何もできないくせに次から次へといろいろとやりたがるのよ、どうせ漫画の影響とかでしょ馬鹿みたい。それにつきあわされて振りまわされるこっちの身にもなれっていうのよ──何よ、楽しそうにしちゃってさ」


    　可愛かわいらしくやきもちをやく、情雨ちゃん。


    「何で、ぎょ～ちゃんだけなのよ。あたしに黙ってこんな──」


    「というか、この当時の『おじょうさま』はまだ鎖々美さんたちと交流がないのでは？」


    　玉たま藻もの前まえさんが呆あきれたように苦笑しつつ言うと、ヴィシュヌがその言葉を継ついだ。


    「うむ、この時系列ではまだ、ふたりは出会ってはおらんのう」


    　ヴィシュヌが相あい槌づちを打ったが、その内容は聞き逃せなかった。


    　情雨ちゃんが「ぎらり」と眼光を煌きらめかせ、鬼の首を取ったように。


    「あんた！　いま時系列とか言ったわね！　つまり、あんたもあたしたちと同じようにタイムトラベルして──現代からきて、過去に介入してんのね！　つまり、あたしが知ってるあのヴィシュヌなんだわ！」


    　どうだ、と立派な胸を反りかえらせて主張したが、ヴィシュヌは「るる～ん♪」と愉たのしそうにしているだけ。


    　情雨じようちゃんはその反応が不満だったのか、くちびるを尖とがらせて。


    「あんた、いったい何が目的なの？　どうして時空を歪ゆがめ、歴史に干渉するの？」


    「それを教えてもつまらんのう、いきなり答えを求めるのは若者の悪い癖くせじゃぞ？」


    　蠱こ惑わく的てきに笑うと、独特の仏像みたいなポーズになって。


    「まずは存分に踊れ子供らよ、舞踏会は始まったばかりじゃよ？　とはいえ、おぬしらとは知らん仲でもないしのう──ひんとぐらいは与えてやりたいものじゃが」


    　面白い悪いた戯ずらでも思いついたように、片目を瞑つむって。


    「先ほども言ったとおり、吾はヴィシュヌではない──これが、ひんとになるかのう？」


    　言い残すと、情雨ちゃんたちからわずかに離れ、床のモップがけなどを始めてしまった。


    　そんな彼女を怪しそうに睨にらみながら、情雨ちゃんが腕組みして。


    「何なのよ、もう──相変わらず、ふざけたやつだわ。いったい何がしたいの？」


    「最悪の事態を想定しますと」


    　玉たま藻もの前まえさんがちいさなお手々でお冷やを傾け、口に含みながら。


    「先日の宇宙人による侵略と、それにともなう対抗兵器の汚染は──全世界規模で行われたはずですの。印度インド神話とて、例外ではなかったはずですわ」


    　先日の宇宙人による侵略、というトンチキな騒ぎには隠された真相があった。


    　全世界の人間が信じている科学をとおして、あらゆる神話を汚染し──乗っ取る。


    　そして災さい厄やくと化した日ひ留る女めちゃんと戦うために創造された、ひとつの神話そのものを捕食した量産型『アラハバキ』というべき対抗兵器たちを、悪意に染める、というものだ。


    　この前代未聞の宇宙人の侵略をはねのけた日本神話の対抗兵器──るるなちゃん以外の世界中の神話は、汚染され、わたしたちに敵対している可能性が高いのだ。


    「ヴィシュヌが敵になっているかもしれない──ってことね」


    　ヴィシュヌが汚染され、何かおぞましい存在に変化している。


    　彼女自身が口にした、吾われはヴィシュヌではない、という発言は──そういう意味なのか。


    「でも、だったらすぐに攻撃を仕掛けてきそうなもんだけど。見たところ、戦うつもりはないみたいだったわね。ママ、印度神話にも属してるんでしょ？　何かわからないの？」


    「同じ神話に属してるからこそ、ヴィシュヌに対してはどうも干渉しづらいんですわ──仮にも、あのひとは印度神話の『最高神』ですからね」


    　印度神話に属している玉藻前さんや、それにガルーダも、ヴィシュヌに対しては権能を発揮しにくい。


    　ヴィシュヌは『神々』としては上位者なのだ、『改変』もしにくいだろう。


    　もちろん、『アラハバキ』を失い弱っている情雨じようちゃんにも無理だ。


    　腐っても『最高神』だ。『神格』は桁けた外はずれである。


    「そう考えるとヴィシュヌは、あたくしたちにとって──非常にやりにくい相手ですわね」


    　ぼやく玉たま藻もの前まえさんに、情雨ちゃんは頷うなずいて。


    「とにかく、物もの見み遊ゆ山さんでタイムトラベルなんてするわけがない──何か企たくらんでるに決まってるんだから、注意して見ていきましょう」


    　そう結論すると、再び厨房の映像が表示されたコップの水面に視線を向ける。


    　何も知らない過去のわたしはかがみのほっぺにクリームがついていたのを『ぺろっ♪』と舐なめとって『ぎゃあ！』と何度も殴なぐられたりのご褒ほう美びをもらったり、相変わらずだった。


    　それを見て、情雨ちゃんが苛いら々いらしたように貧乏揺すりを始めたが。


    「そういえば、ママ──よく考えると、この状況って変よね。あたし、鎖さ々さ美みさんがアルバイトしてるなんて聞いたことないわよ？」


    「ええ、ヴィシュヌによる干渉によって歴史が歪ゆがんでいるのでしょう。歴史の『改変』はべつにあたくしの専売特許ではありません──あたくしの印度インド神話における上位存在であり、全知全能たるヴィシュヌにとっては造作もないことでしょう」


    　ヴィシュヌはタイムトラベルをしていることを暗に認めていたし、彼女が歴史に干渉しているのは間違いない。


    「どうやら本来の歴史と、齟そ齬ごが生じているようですわね。あたくしの知るかぎり、鎖々美さんは一切の労働を経験したことがないはずですの」


    「それもどうかと思うけどね」


    「けれど、歴史はかなり些さ細さいなことで分岐しますわ──バイトの素晴らしさを謳うたった漫画とかを鎖さ々さ美みさんの部屋に置いておくなり、ＴＶ番組を流すなりして、彼女がバイトをしたくなるように誘導することは可能だと思いますの」


    「そういう干渉を、ヴィシュヌがしたってことね？　鎖々美さん、影響されやすいほうだもんね。そういう意味では、ちょろいと思うわ。ちょっとした干渉で、思惑どおりに動くでしょう。──でも、何のためにそんなことを？」


    「さぁ、想像もつきませんわ」


    　玉藻前さんは肩をすくめる。


    「わずかな変化ならば、強引に辻つじ褄つまがあわされて歴史は軌道修正されます──いわゆる、歴史の強制力ですわ。けれど、鎖々美さんがアルバイトを始める、という本来ありえなかった選択肢に進むことで、世界線がおおきく変異してしまうとしたら──とんでもない、おかしなルートに進んでしまう可能性がありますわ」


    　不安そうに、彼女がそうつぶやいた瞬間だった。


    「あの～、ヴィシュヌさん？」


    　おずおず、と。


    「料理、できましたけど？　試食していただけませんか～？」


    　わたしの声だ。


    『食堂のおばちゃん』として相応ふさわしいか審査をしている、という話だった。


    　どうやらてきとうに料理をつくらせて、その試食をし、美お味いしければ合格──みたいなものらしい。


    　ヴィシュヌはどうやら食堂の従業員という立場になっているらしいし、その採用試験の審査を担当しているようだ。


    　ならば、どんな料理がでてこようが『美う味まい！　合格！』と言ってしまえばいい。


    　もしもヴィシュヌが過去のわたしにアルバイトをさせたい、と望んでいるなら──間違いなくそうする。


    「どうにも、よくありませんわね」


    　玉たま藻もの前まえさんがそれを察したのか、渋い顔をして。


    「これは出来レースですわ。放っておいたら鎖々美さんが採用試験に合格し、食堂で働き始めてしまいますの。それが未来にどんな影響を及ぼすかわかりませんし、ヴィシュヌが何を企たくらんでいるのか不安です──念のため、阻止しておきたいですけど」


    「そうね。鎖々美さんのくせに労働したいなんて百万年早いわよ。でも、どうするの？　料理のお皿を引っくりかえすなりして採用試験を妨害する？」


    「いいえ、先ほどヴィシュヌは『試食をしてくれ』みたいなことを言っていたでしょう。あたくしたちが『食堂のおばちゃん』採用試験の審査員として選ばれたわけですわ、とにかく何を食べても『不ま味ずい！』と言って、鎖さ々さ美みさんを不合格にすればいいんですの」


    「あたしたちに試食を担当させるなんて、ヴィシュヌのやつは何考えてるのかしらね？　『不合格！』って言うに決まってるのに──」


    　こそこそと、情雨じようちゃんと玉藻前さんが小声で会話をしているなか。


    「お待たせしました～、審査をよろしくお願いしますっ！」


    　厨房からでてきた過去のわたしは、いったい何があったのかボロボロである。


    　その横では、わたしのとばっちりを受けたらしいかがみが、いつも艶つややかな髪の毛をほつれさせて項うな垂だれている。


    「何で……？　どうしてあんな簡単なことができないのですか……？　どうやったらガスコンロが爆発するのですか……？」


    「あれ、ヴィシュヌさん？　そのひとたちは……？」


    　わたしが不審げに、情雨ちゃんたちを見る。


    　情雨じようちゃんは咄とつ嗟さに目を逸そらし、顔を片手で隠しながら。


    「べ、べつに？　通りすがりの、ただの客よ？」


    　この時点では、わたしたちと情雨ちゃんは関わっていない。


    　赤の他人である。


    　寝ね間ま着き姿で頭に小鳥ガルーダを留まらせた情雨ちゃんと、メイド服姿で狐きつね耳みみに尻しつ尾ぽの玉たま藻もの前まえさんはいかにも怪しい──慌てて、情雨ちゃんが「あわ、あわ」と泡を食っていると。


    「るる～ん♪」


    　ヴィシュヌが、いつの間にか情雨ちゃんたちの至近距離に立っていた。


    　その指先に、分厚い刃の曲きよく刀とう──印度インドではよく用いられる刀剣類、いわゆるシミターが握られている。


    「え……？」


    　あまりにも突然だったから、誰も反応できないうちに──。


    「隙ありゃ！」


    　歓喜の声をあげながら、ヴィシュヌが玉藻前さんの首を切断した。


    　鮮血が噴ふきあがる。
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    　どこか牧歌的な午後の食堂に、相応ふさわしくない惨劇。


    　過剰に演出的な、柄ひ杓しやくでばらまいたような大量の鮮血が乱れ飛ぶ。


    　首を切断された玉藻前さんが、真横に傾いていく。


    　すべてがスローモーションのようだった。


    　椅い子すが倒れるけたたましい騒音──遅れて玉藻前さんの生首が床に触れる、嫌いやな水音。


    「あ……え……？」


    　過去のわたしは、突然の悲劇に呆ぼう然ぜんとしていた。


    　エプロンや顔、その手にした皿に点々と、返り血が色をつける。


    　かがみが咄嗟にそんなわたしを抱きかかえ、床を転がって距離をとった。


    　素早く立ちあがり身構えると、凶行を成したヴィシュヌに向けて折れた手首からつきだした銃口を向ける。


    　緊迫感が増していくなか──。


    「ママっ!?」


    　情雨ちゃんが可か哀わい想そうに蒼白になって、倒れた玉藻前さんのそばで震ふるえる。


    「うっ、うあぁああっ！」


    　やがて激情にかられ、言葉にもならない叫び声をあげながらヴィシュヌに摑つかみかかった。


    　戦略も何もない、感情的な動きである。


    　だが、その直前にもうヴィシュヌは動いていた。


    　それまでの穏やかな態度からは信じられない、流りゆう麗れいな戦士の動き。


    　両手を伸ばして突進してきた情雨じようちゃんのそばで舞うようにステップを踏み、華麗にかわすと曲シミ刀ターを電灯に煌きらめかせ──。


    「首、ちょんぱっ！」


    　愉快そうに吼ほえると、真上から振りおろす斬ざん撃げきで情雨ちゃんの首をあっさり切断した。


    　白い髪が宙を舞い、勢いのまま情雨ちゃんの身体からだは行きすぎて──ぐにゃりと崩れるようにして倒れた。


    　血溜まりが、食堂の床に広がっていく。


    「るる～ん、まだ若いのう──窮地こそ冷静に、それが戦場で生きる秘訣じゃよ？　とまれ、いかな九きゆう尾びの狐きつねと元『アラハバキ』といえど、不意打ちすればこの程度かのう？」


    　欠伸あくび混じりに、ヴィシュヌは語る。


    「ま、何のつもりでこの時代に迷いこんできたのかは知らぬが──邪魔をされても面倒じゃし、せいぜい吾われの目的のために利用させてもらうぞよ？」


    　返り血に染まったその姿は、いつの間にか変へん貌ぼうしていた。


    　チョコレート色の肌や体格はそのままに、先ほどまでとは衣装がちがっている。


    　印度インド風だが極端に露出がおおくて、踊り子じみている。


    　胸元と局部のみを隠す薄布。


    　両手と首や腰回りを飾った金銀細工。


    　漂う妖よう気きには腐ふ臭しゆうが混じり、その額には異様な第三の眼めが開いている。


    　悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとく変じたヴィシュヌは、やはり舞いの振りつけのようにくるりくるりと曲シミ刀ターを動かし、その刀身に伝った血を長い舌で舐なめとった。


    「ひ、ぃ、ぃやああああっ!?」


    　かがみに庇かばわれたまま、腰を抜かしたわたしが悲鳴をあげる。


    　何がなんだかわからない。


    　目の前で起きた凶変に、誰もが対応できないでいた。


    「だから親切に言っておいたのにのう──吾は、ヴィシュヌではないと」


    　異国の女神は艶えん然ぜんと、転がった首なし屍し体たいを眺めると。


    「いまの吾こそは、汚染され堕落した対抗兵器──『破壊神』シヴァじゃ♪」


    　名乗りをあげて、一礼する。


    　そのおでこの第三の眼が、ばたばたと羽ばたいている小鳥に──ガルーダに向く。


    「そんなところを、うろちょろと羽ばたいておったか」


    　感情の欠落した、すっかり失望したような声で。


    「吾われはもう、おぬしの知っておる吾ではない──おぬしもまた、変わり果ててしまった。おぬしにはもはや期待はせぬ、せめて邪魔だてせずに見ておれ。さもないと、おぬしの仲間がこれこのように、酷ひどい目に遭うだけじゃぞ」


    「…………」


    　その視線に射すくめられたように、けれど必死に抗あらがうように、ガルーダが全身の羽毛を逆立てて威い嚇かくする。


    　それを軽くいなして、気にもせずに。


    「ほいっと」


    　血まみれのまま、ヴィシュヌ──シヴァは何かを投げつけるような仕草をした。


    　瞬間、首を切断された情雨じようちゃんが起きあがる。


    「ひあっ!?」


    　震ふるえあがっていたわたしがもう嫌いや、というように頭を抱かかえて震え始める。


    　いかに非日常に慣れていようとも、あまりにもグロテスクな光景に、心しん胆たんから怯おびえきっているようだった。


    　情雨ちゃんは頭部を斬きり飛ばされている、生きているわけがないのに。


    　無造作に起きあがると、不思議そうに、両手をうろうろとさ迷わせて──。


    「あ、あれ……？　あ、あたし──死っ、死んだっ!?」


    　愕がく然ぜんとしているそんな情雨ちゃんの横で、つづけて玉たま藻もの前まえさんも起きあがる。


    　動揺している最愛の娘に寄り添い、その肩を支えて。


    「落ちついて、『おじょうさま』──器用に、『改変』しながら首を切断されたんですわ。命に別状はありませんっ！」


    　妖よう狐こを母にもつ太古の陰おん陽みよう師じ──安あ倍べの晴せい明めいは首を切り落とされても復活した。


    　そんな伝説をてきとうになぞるように、ふたりはいまだ生存していた。


    「しかし、霊力をごっそり奪われたうえに──これは……？」


    「あの、ママ？　ママよね？」


    　情雨ちゃんの問いかけに、玉藻前さんは「そうですけど？」と不思議そうにする。


    　その切り落とされたはずの頭部が、べつのものに置き換わっていた。


    　これは──狐きつねである。


    　覆面をかぶったひとのような、あるいは鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がのような。


    　玉藻前さんの頭部が、毛並みもリアルな獣けもののものに変化していたのだ。


    「お、『おじょうさま』の頭もおかしなことになってますわよ!?」


    　玉藻前さんの指摘のとおりだった。


    　情雨ちゃんの頭部は、あろうことか──象のものになっていた。


    　長い鼻とおおきな耳。


    　皺しわだらけの肌に、つぶらな瞳。


    　その見た目はどこかお笑い芸人のようだが、その質感は生々しく、情雨じようちゃんは長い鼻を揺らしながら「何これ!?」と混乱の極みだ。


    　慌てて情雨ちゃんは懐ふところから取りだした手鏡コンパクトで、己おのれの顔を確認して。


    「いやぁぁあああ!?　何でこんな乾燥肌に!?　こんなんじゃお嫁に行けないぃいい!?」


    「落ちついて『おじょうさま』!?　たしかにお年頃の女の子にとって顔が象さんになっちゃうのはショックでしょうけど──」


    「ふふん、驚いたかのう？」


    　シヴァが何やら得意げなどや顔で、錯さく乱らんしている情雨ちゃんたちを見やって。


    「吾われは他者の首をすげかえて、新たな性質を付加する能力があるのじゃ」


    　神話によると、シヴァは息子であるガネーシャの首を誤って切り落としてしまい、そのへんを歩いていた象の首を繫つないで復活させたという。


    　他にも、羊の頭を他の『神々』にくっつけたりしていた逸いつ話わもある。


    　首のすげかえ。


    　それは、シヴァの性能のひとつのようだった。


    「この能力は相手が強大な『神々』だろうが何だろうが、問答無用じゃぞ？」


    　たしかに、けして『神格』の低くはない玉たま藻もの前まえさんなども、一撃で『改変』していた。


    　いかにシヴァ＝ヴィシュヌが『最高神』とはいえ、生なま半はん可かな強制力ではなかった。


    「場合によっては敵を強化してしまうだけで、使い勝手が難しいんじゃけどな。この程度で驚いてもらっては困るぞ──こっからが本番じゃ♪」


    　シヴァがそう愉たのしげに言った次の瞬間、食堂の扉がおおきく音をたてて開いた。
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    　同時である。


    　雪崩なだれのように、大量の人間が食堂に飛びこんできた。


    　押しあい、圧へしあって。


    　満員電車からまろびでてくるときのように──少女や少年たちが、目の色を変えて。


    　すべてが桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服を着ている、つまりはうちの学校の生徒だ。


    　だがあきらかに、尋常な様子ではない。


    　彼らは一いつ心しん不ふ乱らんに突入してくると、競いあうようにして料理を注文するための券売機に手を伸ばしボタンを連打し、小銭をいれまくり、我先にと座席を確保しよだれを垂らさんばかりに喚わめき散らした。


    「お腹なかすいた～！」「何か食べ物をくれ、何でもいい！」「肉が食いたい、魚でもいい！」「注文お願いします～！」「こっちも！」「俺が先だ！　こっちに料理をくれ～！」


    　ものすごい剣幕である。


    　誰も彼も、飢えた野獣のようだった。


    「るる～ん♪」


    　あくまで呑のん気きに、シヴァが艶えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。


    「象の頭部をもつ印度インド神話の『神々』＝ガネーシャの性質は商売繁盛──日本でいうと座ざ敷しき童わらしかビリケンか、招き猫かのう……？　吾われの能力によってガネーシャ化したおぬしらのおかげで、この食堂は空前の大人気になっておるわけじゃ」


    　神の加護を受けたお店は繁盛する──それは、全世界で見られる神話の類型だ。


    　それゆえに飲食店などではとくに何かを信仰しているわけでなくても神棚を用意したり、独特の文化から派生した御ご利り益やくのある神像や神具を置いてある場合が多い。


    　全知全能にして『最高神』であるシヴァの加護だ、生なま半はん可かな御利益ではないだろう──ちいさな食堂ぐらい、すぐに満杯になる。


    　実際、文字どおり溢あふれんばかりに繁盛している。


    「ほれ、どうじゃ？」


    　シヴァが愉たのしそうに、腰をくねらせて笑った。


    「鎖さ々さ美みが料理を運んできただけで、こんなにも客が集まった──たいした集客力じゃ、これでは食堂としては雇わぬわけにはいかんわな？」


    　そうか、過去のわたしを食堂の店員として雇うか否いなか判断する試験の真っ最中なのだ。


    　客が集まったのはガネーシャ化した情雨じようちゃんたちのおかげとはいえ、客観的に見れば、わたしの料理のおかげで食堂が賑にぎわっている構図である。


    　事実として、わたしの店員としての有用性が証明されてしまったかたちになる。


    　やはりシヴァは、わたしがアルバイトを始める、という本来ありえなかった歴史をごり押ししたいらしい。


    「よくわかんないけど、気に食わないわね──」


    　情雨ちゃんが、悔しげに唸うなった。


    「強引に歴史を歪ゆがめるなんて、ナンセンスだわ。そりゃあ、鎖々美さんは失敗ばっかりだったわよ──アルバイトもせず、ふつうの女の子らしいことをほとんど楽しめずに、青春を無駄にしてきたわよ。でも、それが鎖々美さんの物語なのよ」


    『改変』された異い形ぎようの頭部で、瞳だけが情雨ちゃんらしく熱く燃えていた。


    「あの娘この努力を無駄にはしない。その築きあげてきた物語を、強引に路線変更なんてしてほしくない──つまんない、物語だけど。あたしは、それを肯定する。だって、あたしはあの娘の宿命のライバルなんだから」


    　まるで、友達なんだから、と言ってるみたい。


    「馬鹿ね、シヴァ。いいえ、あえてヴィシュヌと呼ぶわよ！　あんたは現代の統治者、現世利益を司つかさどる『最高神』として古代から崇すう拝はいされつづけてきた──」


    　ヴィシュヌはどんな願いも叶かなえてくれる便利な神々として、印度インド神話で最も崇拝されている女神である。


    　世界中の多神教神話の『神々』が名前だけ残し信仰を失い、衰退していくなか──その権威は突出しているといっていい。


    「あらゆる願いを叶えてくれる全知全能の女神！　そう言えば聞こえはいいけど、あんたは何でも望みを叶えてくれる便利な道具として、いいように利用されただけなのよ！」


    　白い髪の毛をかきあげて、情雨じようちゃんが勇ましく。


    「あんたにはね、奴隷根性が染みついてんのよ！　何を企たくらんでんのか知らないけど、自分から何かをしようとしても──そううまくはいかないのよ！　生まれてからずっと我わが侭ままに生きてきたあたしが、ほんとうの唯ゆい我が独どく尊そんってやつを教えてやるわ！」


    「よく意味がわかりませんが、素敵ですわ『おじょうさま』っ♪」


    　玉たま藻もの前まえさんが何も考えずに娘の言動を全肯定していた。


    　それに気分をよくしたのか、情雨ちゃんは豪快に玉藻前さんを抱きよせて。


    「そうよ。すべては、あたしの幸せのために。つまり、あたしの私利私欲のために──ママもいつもどおりに、協力するのよ。ごにょごにょ……」


    　母親の狐きつね耳みみに、情雨ちゃんがそっと何かを囁ささやいた。


    「きゃふっ、くすぐったいですわっ」


    　じたばたと手を動かして嫌いやがる玉藻前さんである。


    　狐耳というか、顔のすべてがリアルな獣けものなので可愛かわいいというよりシュールである。


    　耳打ちする情雨ちゃんも象の顔だし、変な漫才みたいだ。


    「ふむふむ、なるほど──試してみる価値はあるでしょう」


    「そんじゃ、思いついたら即行動よ！」


    　情雨ちゃんが椅い子すを片手で持ちあげて、シヴァに投げつける。


    「……ふむ？」


    　シヴァはゆるりと曲シミ刀ターを旋回させ、飛来した椅子をあっという間にばらばらに切断する。


    「決断が早いのう、行動力もある──鎖さ々さ美みとは真逆じゃの、面白いのう──おぬしらは」


    「ひれ伏しなさい！　泣いて詫わびなさい！　女王様とお呼びなさい！」


    　情雨ちゃんが興奮してでたらめに椅子や机、花瓶や引っぺがした床のいちぶを投とう擲てきする。


    　だがシヴァは悠然と、微み塵じん切ぎりにしながら突っこむ。


    　あまり素早く動いている感じはしないのに、足運びが独特なのか、はっと気がつけば情雨ちゃんの目の前まで移動している。


    「ほいなっ♪」


    　曲シミ刀ターを突きだしたが、情雨じようちゃんも床を前回りして回避。


    　互いに譲らぬ、激しいバトルだ──平和な食堂の景色に、不似合いなこと甚はなはだしい。


    「るる～ん♪」


    　シヴァは興味深そうに微ほほ笑えむと。


    「はてさて、鬼がでるか蛇じやがでるか──自分の望むがままに行動するというのは、なかなかに面白いのう？　予定どおりにいかんのもまた愉たししからんや……。心躍るのう、お祭りじゃのう、踊りだしたくなってくるのう♪」


    　そうして、シヴァが遊んでいるような態度のうちに。


    「変へん化げですの！」


    　玉たま藻もの前まえさんが気合をいれて、全身に霊力を充満させていく。


    　その姿が、変へん貌ぼうしていく。


    　人間の輪りん郭かくが崩れ、全身に獣毛が生え口の中が牙きばで埋め尽くされ──眼光も爛らん々らんと。


    　玉藻前さんが、変化──獣化した。


    　その雷らい名めいどおりの、麗うるわしき金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねの姿である。


    　大型犬ほどのおおきさの獣に変じた彼女は──あろうことか、状況についていけず身構えたままだったわたしとかがみの方向へと駆けた。


    「なっ……!?」


    　咄とつ嗟さにかがみも対応できず、手首から覗のぞいた銃口の狙ねらいを定められない。


    　その隙に、玉藻前さんはかがみを押し倒すようにして飛びついた。


    「ふにゃっ……!?」


    「かがみ!?　──わぶっ!?」


    　わたしが慌てて手を差しのべようとしたが、玉藻前さんの尻しつ尾ぽのひとつがその全身を覆おおって、動けなくさせる。


    　玉藻前さんの尻尾は見た目以上におおきな収納空間だ。


    　わたしはそこに捕らえられ、じたばた藻も搔がくものの動けない。


    　その間に、玉藻前さんがかがみの耳元で何かを囁ささやいた。


    　かがみの目つきが、とろんとする。


    　おそらく、玉藻前さんが強引に『改変』し、かがみの思考を曖あい昧まいにしたのだ。


    　ふたりの『神格』は同じぐらいだろうから──さほど長続きもしないし、心のすべてを支配するのは無理だろうけど。


    　数秒だけでも、意識をふわふわにできる。


    　かがみは考えるのが面倒になっているのか、玉藻前さん──彼女の愛するどうぶつさんに密着し、その毛並みにもふもふと包まれて、恍こう惚こつとした。


    「ふ、ふにゃああ……♪」


    　どうぶつ好きのかがみにとって、ある意味では天国みたいな状況である。


    「ふ、ふにゃあ──ふにゃああああ、何ですかこれは？　何のご褒ほう美びなのですかぁあ？　ふにゃあああ♪　ふにゃああああんっ♪♪」


    　のたうちまわってヘブン状態（死語）のかがみの頰ほおを、玉たま藻もの前まえさんが「ぺろっ♪」と舐なめてあげたりの大サービス。


    「なるほどの、狙ねらいが読めたぞよ──」


    　シヴァが険けわしい表情をして、ぬるりと流水のように動き、かがみたちのほうへ向かった。


    　慌てて情雨じようちゃんが呪じゆ符ふを投げつけたが、シヴァの一ひと睨にらみで焼き尽くされる。


    　太陽光線の化身、ヴィシュヌの権能はいまだ健在なのか。


    　その視線は紅ぐ蓮れんの炎だ。


    「邪や神がみかがみの首を切断し、頭をすげかえて──その性質を書き換えてやるぞよ！」


    「させないわよ！」


    　情雨ちゃんが、そんなシヴァに決死のタックルを仕掛けた。


    　シヴァの露出したおへそのあたりに夢中で頭を押しつけ、床に跡が残るほどしっかり踏みしめ、それ以上は進ませない。


    「ヴィシュヌ、ってあえて呼ぶわよ──あんたに、そういえばちゃんとお礼も言ってなかったわね。今さらになるし、『破壊神』とかいうのに成っちゃったあんたは、もうあたしの知ってるヴィシュヌとは別人なのかもしれないけど」


    　感情をこめて、そのすべてを霊力に変換して、押し留とどめる。


    「ありがとう、ギリシア神話との戦いのあと、存在ごと崩壊しそうだったママを、あんたのおかげで助けられた。あんたがいなければ、あたしは途方に暮れるしかなかったのよ」


    　その必死な態度に、シヴァが一瞬だけ儚はかなげになる。


    　曲シミ刀ターが、迷うように動く。


    　手を取りあってワルツを踊るように、人込みでごったがえす食堂のなか、情雨ちゃんはじりじりと後ろに押されながらも。


    「だから、いまあんたが何を求めて行動してるのかわからないけど──できることなら、協力したいわ。それが、あんたへの恩返しになるなら。でも、だからこそ問うわよ、……あんたの目的は何？　あんたの願いは何なのかしら？」


    「吾われの、願いは──」


    　シヴァが数学の計算をしていたのに、古文の問題をだされたみたいに、当惑する。


    　その隙に、玉藻前さんが己おのれの身体からだで包みこんだかがみに何かを囁ささやきかける。


    　きっと『改変』したのだ。


    　玉藻前さん＝可愛かわいらしいどうぶつさんの願いを叶かなえたいと望む、かがみの性格は、その『改変』を抵抗なく受けいれた。


    　そして、かがみのいつも眠そうな双そう眸ぼうが──おおきく見開かれる。


    　その鏡面のような瞳が、灼しやく熱ねつを孕はらんで輝く。


    　シヴァが血相を変えた。


    「やはり狙ねらいは邪や神がみかがみが宿した神器ヤタノカガミ──『改変』のリセットか!?」


    　焦あせって彼女はかがみのほうへ手を伸ばしたが、もう遅い。


    　情雨じようちゃんの言葉に心乱され、彼女を斬きり捨ててでも強引にこちらの行動を制止できなかった、それがシヴァの失敗だった。


    　かがみが、夢うつつのまま──そっと祝詞のりとを口にする。


    「人ヒ間トの世界よ、在るべき姿を取り戻せ」


    　瞬間、輝きが弾ける。


    　シヴァによってガネーシャ化していた情雨ちゃんの姿が元に戻り、玉たま藻もの前まえさんも獣けものの姿から幼女の見た目に戻る。


    　そのまま、全員の身体からだが粒子に分解され飛び散り始める。


    　蜃しん気き楼ろうのように揺らぎながら、玉藻前さんが唸うなった。


    「神器ヤタノカガミの『改変』リセット能力は無差別ですの、歴史の『改変』能力が打ち消されようとしてるんですわ。これで、とにかくヴィシュヌ＝シヴァによるこの時系列への干渉もなくなるはずですけど」


    　それが、情雨ちゃんたちの作戦だったのか。


    　かがみを利用して、神器を使わせ、この時代への歴史の『改変』を中断させる。


    「あたくしたちは歴史の『改変』によってこの時系列に留とどまっています、この世界にとって不自然な存在ですの。これ以上この場にいると存在ごとリセットされて──消し飛ばされかねませんわ、離脱しますわよ『おじょうさま』！」


    「わかってる、でもシヴァは？」


    　情雨ちゃんは周囲を見やったが、すでに印度インド神話の女神はその姿を消失させている。


    　周りをきょろきょろしている情雨ちゃんの肩に、ふわりと『翼よく将しようガルーダ』が留まった。


    　そちらを一いち瞥べつし、情雨ちゃんは溜ため息いきをつく。


    「ねぇガルーダ、あんたが何を求めてあたしらをタイムトラベルに引きずりこんだのかは知らないけど、厄やつ介かいなことに巻きこんでくれちゃったわね──あとで、ちゃんとどういう事情があんのか説明してもらうわよ」


    　髪の毛をかきあげて、忌いま忌ましそうに。


    「どうやら何か妙なことをしでかそうとしてるヴィシュヌを、どうにかしたいみたいだけど。実際──あいつ、いったい何がしたかったのかしらね？」


    　その疑問に答えを得るための、途方もない長旅が始まるのを──。


    　この時点では、情雨ちゃんたちは想像もしていなかった。
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    第三話／ラブコメの世界


    



    
      時系列【一年前（月つく読よみ鎖さ々さ美みは高校二年）初春──大型デパート『千手観音』店内下着売り場】

    


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「わ～いわ～い☆」


    　天てん真しん爛らん漫まんな笑い声を響かせて、ひとりの女の子が浮き浮きと周囲を見回していた。


    　邪や神がみ三姉妹の三女──たまである。


    　この時系列ではまだ小学四年生、十歳なのだけど、その見た目はやっぱり絶世の美女という表現がよく似合う。


    　黄金をとかしたような髪の毛はふわふわとして長く、下品な表現だと『ボン！　キュッ！　ボン！』とした砂時計のような体型は浮き世離れしている。


    　その背中で揺れるランドセルと無邪気な言動のみが、彼女の実年齢を証明していた。


    「ん～♪　んん～♪」


    　呑のん気きに鼻唄をしている彼女が立っているのは、デパートの最上階付近にある婦人服売り場フロア、その下着ランジエリーなどが並んでいる区画である。


    　狭苦しい専門店だが明るくてきらきらしていて、男性向けに比べて透明感があって華やかで、何だか宝石屋さんみたいだ。


    　陳列された商品を、たまは興味深そうに眺めていたが。


    　サイズの表記などがよくわからないのだろう、うろうろと小首を傾かしげながら見てまわり、たぶん冗談で置かれていたのだろう真っ赤なふんどしなんかを手に取った。


    「お、お客さま？」


    　そんな怪しい美女に店員さんが不審感を抱いだいたのか、営業スマイルを浮かべながら歩み寄ってきた。


    「あ！　店員さんだ～☆」


    　こんにちは、と元気いっぱいに頭をさげて。


    「ねぇねぇ！　ボクサーパンツっていうのはボクサーさんがはいてるパンツだからそう呼ばれてるんだお？　じゃあふんどしは、何パンツ？　サムライパンツ？　あははは☆」


    「えぇっと──」


    　店員さんは麗うるわしき美女のすっとんきょうな発言に、目を白黒させていたが。


    「な、何かお探しでしょうか？」


    「あ、そうだった」


    　たまはふんどしを旗のように左右に「ぴらぴら」とふると。


    「あのね～、たまね～、もう四年生だからぶらじゃあぐらいつけないとだめって希のぞ美みちゃんに言われて──よくわかんないけど、体育の授業の前とか、教室でお着替えとかしてるとき先生とかクラスメイトの男の子とかが困っちゃうから？　とか？」


    　あぁ……。


    　この子、年齢以上に幼いところあるもんね。


    　見た目とか服装とか無む頓とん着ちやくというか、おとなっぽいのを気にしてやたら子供っぽい服を着たがったりするし──内面と外見にずれがありすぎる。


    　っていうか、発言から考えると今はノーブラなのか、この子。


    　無防備すぎる。


    「は、はぁ──」


    　店員さんはたまのまとまりのない発言に当惑していたが、そこはプロ根性を発揮したのか、やや表情を引きつらせながらも。


    　とりあえず客だ、と判断したのだろう。


    「どのようなものをお探しですか？」


    「ん～？」


    　問われて、たまはくちびるに指を添えてすこし考えてから。


    「しょうがくせいの、初めてのぶらじゃあをくださいっ☆」


    　両手を挙げて万歳、としながら堂々と言いはなった。


    「ん、んん～？」


    　店員さんは混乱していたようだが、意地を見せて、現実的な方向で解釈したのか。


    「えっと、お子さんか、妹さんの下着をお選びですか？」


    「うん！　たまは妹だお！」


    「たまちゃん──とおっしゃるのですね、おいくつぐらいでしょう？」


    「たまね～、十歳なの！　えへへ♪」


    「それでしたら、こちらの……」


    　まさか、目の前の相手が十歳で妹だとは思わなかったのだろう。


    　店員さんは誰かのプレゼント用だとでも判断したのか、たまを子供向けの可愛かわいらしい下着が陳列されたコーナーへと案内してくれる。


    　子供向けながらもきちんとデザインされた、高価そうなものが多かった。


    「これ以上ちいさいものですと、うちより子供服のお店へと行かれたほうが、よろしいと思いますけれど──」


    「わぁっ、か～わいいっ♪」


    　たまの相手をするのに疲れてきた様子の店員さんをなかば無視するように、たまは並べられた下着のひとつを手にとり、目を輝かせる。


    　たま、ちいさくて可愛かわいいものが好きだよね。


    　自分がデカいせいだろうか。


    　その趣味はどちらかというと少年的ですらあるので、あんまりピンときてない感じだけど──ふりふりのついた、豪ごう奢しやなものを指先でつまんで。


    「試着しても、いいですかしら～？」


    　びみょうに変な敬語で、たまが問うと、もちろん店員さんは困惑する。


    「し、しちゃく？」


    　きょろきょろと、周囲を見回している。


    　どこかに、この麗うるわしい女性の妹か娘かがいるのではないか、と探したのだろうけど。


    　その間にも落ちつきのないたまは大股で移動し、試着室の前まで移動している。


    「ここ～？　ここで着替えるの～？」


    　そこが試着室で正解ではあったのだろう、店員さんが条件反射的に「こくこく」頷うなずくと、たまは楽しげにさっさとなかに入ってしまった。


    「んんん？」


    　疑問符を浮かべている店員さんが慌てて試着室に歩み寄ると、なかかから「ふに～！　うぎ～！　むに～！」と唸うなっているたまの声が。


    「お、お客さま？」


    　店員さんがもう勘弁して、という表情で試着室のカーテンを手にとって。


    「如何いかがなさいました？　し、失礼します──うわっ!?」


    　恐る恐るなかを覗のぞき見た店員さんは、ぎょっとする。


    　おおきな姿見の前で、ランドセルをおろし上半身はだかになったたまが、必死でちいさな子供向けの下着を胸元に押しつけていた。


    　無理にホックを留めようとするがもちろんサイズがあっておらず、無駄に柔肉が押しつぶされ、たまは苦しいのか顔を真っ赤にしている。


    「あれ？　あれえ～？　て、店員さんっ、助けて……！」


    「いやいやいや」


    　店員さんは首をぶんぶんふると、泣きそうになりながら。


    「何してるんですか!?　常識で考えてください、入るわけないじゃないですか！」


    「だってぇ……」


    「『だって』じゃないです！　あっ、いえ──えぇっと、お客さまとてもスタイルがよろしいですから、こちらなど如何でしょう？」


    　思わずキレてしまってから、店員さんは急いでおおきめのカップの下着をもってきて、必死に笑顔を浮かべる。がんばれ。


    「これ以上のサイズは、うちにはちょっと在庫がないのですけど──種類もあまりなくて、申し訳ありませんが」


    「た、たま、おデブさん？　く、クラスでいちばん体重あるの……気にしてるのに！」


    「い、いえいえ！　お客さまとてもスマートでいらっしゃいますから！　もしかしてその、モデルさんとかでしょうか？」


    「もでる？　ぷらもでる？　たま、ロボ系はよくわかんないの！　かがみ姉ねえが見ると何だか哀しそうにするから、だから怪獣のほうが好き～！」


    　会話がまったく嚙かみあっていない。


    　たまはとりあえず手渡された、おおきめのブラジャーを目の前に晒さらして。


    「わ～、でっか～い。キラキラしてるお♪　お日さまみたいだねっ、えへへ♪」


    「ところでお客さま」


    　店員さんはもう早く終わらせたいのか、たまの発言はほとんど無視して。


    「ご予算のほうは、如い何かほどでしょう？　やっぱり生地き　じがおおきいですし、このサイズは在庫も僅きん少しようですのですこしお高た価かくなってしまうのですけど──」


    「ごよさん？」


    　難しい言い回しだと、途端に通じなくなるたまである。


    「えぇっと、お金？　あ、そっかお金いるもんね、いつもお洋服とかはかがみ姉が買ってくれるから忘れてた──えぇっと」


    　半裸のまましゃがみこみ、「ふんふ～ん♪」とランドセルを開くと、中身をあらためて。


    　子供向けアニメ絵のついた、ビニール製の安っぽい財布を取りだした。


    　ひい、ふう、みい、と中身を数えて。


    「んとね、ろくじゅうごえん！」


    「…………」


    　店員さんがもはや言葉もなく、途方に暮れたように立ち尽くすなか──。


    「たまさん」


    　不意に、女性向け下着売り場に響くわけのない、男性の声が届いた。


    「店員さんを困らせてはいけませんよ」


    　試着室のすぐそばに気配なく立っていたのは、お兄ちゃん──月つく読よみ神かみ臣おみである。


    　いつも身なりはわりときちんとしているのに、何だか髪の毛がぼさぼさで、無精ひげなんかも生やしてて、スーツもよれよれだ。


    　不審者のようですらある。


    　店員さんも警戒したのか、かるく身をひいた。


    　うらぶれた雰囲気のお兄ちゃんは──何もかもどうでもいい、というように深々と溜ため息いきをつくと、俯うつむく。


    　長い前髪で、その表情は隠れていた。


    「あ！　パパりんっ☆」


    　たまが前丸だしトツプレスのまま、両手をぶんぶんと左右にふった。


    　その胸元が、おっそろしいぐらいに揺れまくる。


    「ちょっ、何ですかあなた？　試着中ですよっ、男性は──」


    　さすがに店員さんが警戒心も露あらわにして、不ふ[image: ]ていの輩やからにしか見えないお兄ちゃんを威い嚇かくする。


    　眦まなじりを吊つりあげ、胡う散さん臭くさそうにして。


    「ほわわ……？」


    　そんなプロ根性を見せる店員さんとは裏腹に、たまの雰囲気は平和だ。


    「パパりん、何でここにいるの～？」


    「たまさんの帰りが遅いので、かがみさんが心配しまして──迎えにきたんですよ」


    　たまの位置の特定は、かがみなら造作もないだろう。


    　例のかがみに搭載されたＧＰＳっぽい機能で、どんな場所にいても捜し当てられるのだ。


    「それはともかく、たまさん」


    　お兄ちゃんは大真面目ま　じ　めに。


    「僕のことは『パパりん』ではなく『お兄ちゃん』と呼んでください」


    　………？


    「欲しいものがあるなら、僕にねだってくれて構わないのですよ。僕は、たまさんのお兄ちゃんなのですから。たっぷり甘やかしてあげます」


    「え、えへっ♪　さいきんパパりん──じゃなくて、お兄ちゃん優しい♪」


    　たまは抱きつきに行きたいけど店員さんが邪魔だな、とうずうずしながら。


    「あのね～、えっとね～、ほんとは希のぞ美みちゃんについてきてもらおうと思ったんだけど──今日は塾なんだって。だから、ひとりできたんだけど、よくわかんなくて……」


    「たまさん、お小遣いあんまりもらってないんですから、ここでは何も買えないでしょう？　僕が支払ってあげますから、好きなのを選びなさいね」


    「ろくじゅうごえんじゃ買えない？　んむむ～、じゃあパパりんが選んで～？　どれが似あう？　ふんどし？」


    　などと、和わ気き藹あい々あいと──。


    　お兄ちゃんとたまは、店員さんを困惑させながらも仲良く買い物をつづけたのだった。
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    　その様子を、遠くから見ているものたちがいた。


    　この大型デパートはふたつの建物のそれぞれをＡ館Ｂ館とし、互いに向きあったそれらが渡り廊下で繫つながった構造になっている。


    　たまとお兄ちゃんが買い物をしているのはＡ館で、その正面に建ったＢ館の屋上にて──双眼鏡を片手に、ふたりを観察しているものがいる。


    　蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんである。


    　今回も、時空を超えた歴史の『改変』──タイムトラベルの真っ最中らしく、服装も寝ね間ま着きのままだ。


    　やや肌寒いのか、ぶるりと震ふるえて。


    「ん～……」


    　唸うなると、眠たそうに目をしぱしぱさせる。


    　タイムトラベルの直前、情雨ちゃんは就寝前だったため、おねむなのだろう。


    　この時代はまだ夕方ぐらいだけど、彼女の気分的には徹夜しているに等しい。


    　あふ、と上品に欠伸あくびをして、屋上の落下防止用の柵さくに身体からだを預けて。


    　双眼鏡をおろした。


    「見たところ、平和そうだけど──」


    「予断は禁物ですわよ、『おじょうさま』」


    　すぐそばにいる玉たま藻もの前まえさんが、九きゆう尾びをふわふわと揺らしながら。


    　むかし懐かしい、大型デパートの屋上には必ずあったちいさなアトラクション施設の定番、十円硬貨をいれると上下に揺れる乗り物のうえで『お座り』のポーズをして。


    「前回の歴史の『改変』＝食堂での騒ぎは、邪や神がみかがみさんの神器『ヤタノカガミ』で済なし崩くずし的にうやむやになりましたけれど。事態の元凶たるヴィシュヌ──シヴァは、取り逃がしてしまいましたからね」


    　困りましたわ、というふうに頰ほおに手を添えて。


    「あの場は強引に片付けましたが、彼女が時空間に与えた影響のすべてを払ふつ拭しよくできたわけではありませんわ。それに、再びまた彼女が歴史を『改変』する可能性もありますの。何を企たくらんでいるのかはわかりませんが、注意しておかなくてはいけませんわ」


    　そんな玉藻前さんの頭部に、ちょこんと小鳥の姿のガルーダが留まる。


    　何だか勇気づけるようにもふもふと羽毛を擦こすりつけてくる彼に、玉藻前さんは心地よさそうに目を細めて、尻しつ尾ぽをふり♪ふり♪


    「仮にもシヴァは印度インド神話の『最高神』──あたくしとは霊力の保有量も、『神格』も比べものになりませんわ。あちらはなかば無む尽じん蔵ぞうに『改変』が可能でしょうが、あたくしはそう何度も時空間に介入できませんの。歴史の重要な分岐点に狙ねらいを定めて、手をくわえていくしかないのですわ」


    「あたしは歴史の『改変』については素人だから、基本方針はママにお任せするけどね」


    　無理はしないでね、とばかりに心配そうにしながらも情雨じようちゃんが問うた。


    「それで、何でこの時代なの？」


    「シヴァの気配を強く感じたんですの。彼女ほどの『神々』ともなると、その気配を完全には消せませんからね。まぁ、逆にちからが強大すぎて正確な位置は特定できないのですが。ややおおざっぱにあたりをつけて、この時系列にきてみたわけですの」


    　狐きつね耳みみをぴくんぴくんさせて。


    「おそらく『おじょうさま』が二年生だったころの、初春──といったところかしら。邪や神がみかがみさんと同じ霊的ロボットとはいえ、あたくしは旧型ですし、そこまで正確に時刻などを測定はできないのですが」


    「まぁ、いいわよ。そのへんは、だいたいで」


    　情雨ちゃんはやっぱり肌寒いのか「へくちっ」とくしゃみをして。


    「でもその時期って、ほとんど何もなかった気がするけどね──鎖さ々さ美みさんが『最高神のちから』を母親に託して、混じりっけなしの一般人になって、のほほんと暮らしてたころでしょ。あたしたち『アラハバキ』も『九く頭ず竜りゆう島』での陰謀の準備ぐらいはしてたけど、まだ表立って活動してなかったはずよ」


    「空白の時代、ってところですわね──霊的にも、穏やかで安定している気がしますわ」


    　玉たま藻もの前まえさんが気持ちよさそうに、ふんわりした日差しを浴びている。


    　そう、この時代はわたしにとっては数少ない、のんびりした時期だった。


    　ふつうの高校生として日常を満喫していた、愛いとしい歳月……。


    『九頭竜島』で『アラハバキ』と対決し、その後に異国の『神々』がつづけざまに騒ぎを起こして、このあとは怒ど濤とうの展開になるわけだけど──。


    　まだそんな未来を知りもしない、まったりとした日々だったはずだ。


    「どういうことかしら？　シヴァが干渉をしているはずですけど、目に見えておかしなところはありませんし──むしろ、めでたしめでたしって感じですわよね」


    　玉藻前さんが独りごちて、くしゃみを繰りかえしている情雨ちゃんを見る。


    「『おじょうさま』、寒いようでしたらこのデパートでお洋服でも買ってくればよろしくてよ。その程度では、歴史にさほど影響はありませんし。あれでしたら、あたくしが『改変』して服などをつくりますけど」


    「いいわよ。へくしゅんっ、気を遣わなくても──ママは霊力を温存してて。歴史の『改変』ができるのはママだけなんだから」


    　己おのれの身を抱きしめて、情雨ちゃんは洟はなをすすると。


    「でも、たしかにパジャマでうろつくのは嫌いやね。服を調達しましょう。ママも、たまには可愛かわいい格好でもしてみたら？　いつも同じ服着てるじゃない、お洒しや落れしてもいいのよ？」


    「いえ、あたくしはべつに──この身体からだには子供服しかあわなくて、落ちつきませんの」


    　はにかむように言って、向かいの建物、Ａ館を一いち瞥べつすると。


    「あの子とは逆ですわね、邪や神がみたまちゃんだったかしら──できることなら身体を交換してあげたいぐらいですわ、……あらっ？」


    　目を丸くして。


    「あれは月つく読よみ神かみ臣おみ──ですわよね、どうしたのかしら。いつもと雰囲気がちがいますけど。べ、べつに心配なわけではありませんが。こんなところで小学生とデートだなんて、ほんとに女の子とみたら節せつ操そうないんですからっ」


    　ぷりぷりと拗すねている母親を見て、情雨じようちゃんが「？」と不思議そうにしたけれど。


    「とにかく、もうちょっと様子を見ないことには始まらないけど──」


    　話が逸それてきたのを戻すように、髪の毛を優雅にかきあげて。


    「不可解なことが、ふたつあるわね」


    　ぶいっ、とピースサインのように、指を立てて。


    「あの子──邪神たまって子、あたしはほとんど交流がないからよく知らないけど。たしかあんなデカいのはいずれ『最高神』の地位を受け継ぐ『次世代神』だから、ってことだったわよね？　君臨する最高位の女神として相応ふさわしい、立派な見た目で生まれちゃったから、あんなふうな美女になっちゃったとか」


    　顎あごに手を添えて、推理モード。


    「でも変よね、本人は自分がデカいことを嫌いやがってるみたいだし。あの子の『神格』はトップクラスのはずよ。ふつうならそんな彼女の気持ちを汲くんで周囲の『神々』が気を利かせて、あまりデカいのを周りが疑問に思わないように『改変』するはずなのに」


    　双眼鏡を目元に添えて、また向かいの建物の様子を覗のぞき見ながら。


    「すくなくとも希のぞ美みとか、ちょっと霊能力のあるような人間じゃないと邪神たまを不自然な存在とは思わない──でもあの店員さん、デカすぎる小学生にふつうに驚いてるし、戸惑ってるわよね？」


    　そうだ、ふつうなら──『改変』され、たまに疑問を抱いだかないはずなのだ、一般人ならば。


    「でも見たところあの店員さんは、ふつうの人間よね。ぜんぜん霊力を感じないもの。シヴァが化けた権アバ現ターってことでもなさそうだし。なのに、邪神たまに対してあの反応……。偶然、邪神たまが『改変』をし忘れた？　彼女本人じゃなくても周りの『神々』が放っておかないはずなのに？　それとも、邪神たまが霊的に弱っている──とか？」


    「たしかに、『次世代神』とは思えないほど、霊力を感じませんわね」


    　玉たま藻もの前まえさんが身体に仕込んだセンサー類でたまを精査したのか、小首を傾かしげて。


    「いまの邪神たまは、ほんとにデカいだけの小学生ですわね。意図的に霊力を隠している──のかもしれませんけど。でも、だとしたら何ででしょう？　たしかに気になりますわね、ちょっとした不自然ですけれど」


    「気になることは、もうひとつ」


    　情雨じようちゃんは現状では何も断言できないのか、疑問を並べるだけだ。


    「月つく読よみ神かみ臣おみの様子がおかしいわ。この時代は、まだ鎖さ々さ美みさんは兄におおく依存していたはずよ──あんなふうに、兄が他の女の子と仲良くしてるの、鎖々美さんが放置するかしら？　あの子、たしか『お兄ちゃん監視ツール』とかいうのでいつも兄を監視してたんじゃなかった？　この時代には、もうやめちゃってたのかしら？」


    「この時代の鎖々美さんは一般人ですの、単純に気づかなかった可能性もありますけど。鎖々美さんでなくても月読神臣のほうが、あんなふうに他の女の子とデートみたいなことしないでしょう。何よりも妹を優先するのが、あの月読神臣のはずですわ」


    「遠すぎて会話はよく聞こえないけど、何か邪や神がみたまに『お兄ちゃん』て呼ばせてるみたいだし──どういうこと？　あいつの妹は鎖々美さんでしょ？」


    「あたくしも、同じことを言わされたことがありますわ」


    　玉たま藻もの前まえさんは何だか悔しそうに、くちびるを尖とがらせて。


    「あれは『現代のトロイア戦争』のとき──月読神臣から、鎖々美さんが遠ざかっていたときですわね」


    「そうよ、鎖々美さんよ。あの馬鹿、いったいどこで何してんのかしら？」


    　きつい口調とは裏腹に、何だか心配そうに。


    　情雨ちゃんが胸元にぎゅっと手のひらを添えて、俯うつむいた。
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    　そのあと。


    　大型デパートのなかを、せっかくだし、という感じでお兄ちゃんとたまはぶらぶらと歩き回っていた。


    　どことなくうつろな様子のお兄ちゃんの腕に抱きついて、たまは楽しそうに「わ～いわ～い☆」って笑いながらあちこち興味深そうに眺ながめている。


    　ふたりとも長身でまぁ美形といっていいので、美男美女のカップルって感じ。


    　やっぱり周囲は『改変』されていないようで、そんな映画の撮影のようなふたり（お兄ちゃんは顔を隠しているが）を通行人が物珍しそうに眺めている。


    　たまのランドセルはお兄ちゃんが持ってあげてるので（今は何だかやさぐれてるようにも見えるけど、やっぱり根本的にお兄ちゃんはお人好よしだ）背中が軽いのが嬉うれしいのか、たまの足取りは踊るように軽やか。


    　ぴょこんぴょこん跳ねるように動きながら、その華麗な髪の毛を揺らして。


    「あっ、パパり……じゃなくて、お兄ちゃん！　アイス売ってるよアイス！」


    　通路の途中で出店風のアイスクリーム屋さんを見つけて、たまがはしゃぐ。


    　お兄ちゃん、という呼称が何となく恥ずかしいのか（そういえば、たまは何だか『お兄ちゃん』という呼びかたをエッチなものだと誤解しているふしがあるんだっけか）、もじもじしている。


    「うわぁ、美お味いしそ～。ねぇ買って！　たま、これ食べたいの！　いっぱい！」


    　たまに引っぱられて、お兄ちゃんはよろけながら。


    「アイスクリームって季節でもないでしょう、それにお夕飯前ですから他のものを食べるとかがみさんが不機嫌になりますよ？」


    「やだやだ、たま食べたいもん！　あのね～、たまね～、たくさんアイス重ねてバベルの塔みたくするの！」


    「その喩たとえだと倒壊しそうで怖いですけど──まぁ、バベルの塔とはいきませんが、三段重ねぐらいならしてもらえるでしょう。かがみさんには内緒ですよ？」


    　お財布を取りだして、やっぱり甘やかしてあげるお兄ちゃんだった。


    　さっきも下着の代金を代わりに支払ってあげてたみたいだし、ほいほい何でも買ってあげなくてもいいのになあ。


    「好きなのを選びなさい」


    「えへへ、パパり……お兄ちゃん大好きっ♪」


    　むぎゅって抱きついてから、たまは目を輝かせて色とりどりのアイスを眺める。


    　ちいさなお店だからさほど種類はないが、基本どころはひととおりあるっぽい。


    「え～とね～、ん～、たまね～。どれにしよっかな～、ほわわわ──ここなっつ、ぶるうはわい、どんな味だろ？　ライム～、トマト～、チ～タ～？　ラ・ト・ラ～タ！」


    　関係ないことを言い始めている気がする。


    　つるぎやかがみはこういうとき、判断が早いしせっかちなので急せかすのだろうけど、お兄ちゃんは辛抱強くいつまでもたまが選ぶのを待ってくれる。


    　それが嬉うれしいのか、たまはいちどお兄ちゃんを見あげて「にこっ☆」と笑ってから、一緒に選ぼう、みたいにお兄ちゃんの腕をとって密着して。


    「ミントってあれ～、すうってするやつ？　たま、すうってするの苦手だから──えっとね～、チョコと～、バニラと～、バナナ！」


    　たまがたっぷり考えてから選び、お兄ちゃんが手早くそれを店員さんに伝える。


    　店員さんが手際よく、シュガーコーンにアイスをのせていってくれる。


    　三段重ねで、見た目も華やか。


    「ありがと～♪」


    　たまがそれを店員さんから受けとって、ぺろっ、と舐なめた。


    「えへへ、つべたいっ。たまね～、甘いの好きっ。でも、かがみ姉ねえが虫歯になるからだめっておうちではぜんぜん食べさせてくれなくて──わっとと」


    　落ちつきなく喋しやべったり動いたりしているのでアイスが落ちそうになって、慌ててくちびるでアイスを支えるたまである。


    　幼い仕草なのに、この子がやると妙に色っぽいのはなぜだろうか。


    「喜んでくれてよかったです、……うぉっと？」


    　満足げなお兄ちゃんの背中に、たまが突然「だぁいぶ☆」と跳びついた。


    　背後から体重を預けて、アイスをぺろぺろしながら甘えん坊さん。


    「パパり……お兄ちゃん、おんぶっ♪」


    「たまさんデカいので無理があるんですけれど──あと、アイスがついちゃいますよ」


    「いいんだもんっ。たま、もうがんばらなくていいんだもんっ。たま、ふつうの小学生になったんだもん。だから、子供あつかいしてほしいんだもんっ」


    　不思議なことを言って、すこし哀しそうにする、たま。


    　それを見て、お兄ちゃんは溜ため息いきをつくと。


    　しゃがみこんで。


    「仕方ないですね──」


    　よいしょっ、とデカい小学生を背中におぶる。


    　たまが首元に手を回したのを確認して、かるく持ちあげた。


    　けっこうキツそうだけど、それなりにお兄ちゃんは腕力がある、そのまま歩き始めた。


    「ほわわわ……」


    　たまにとって、たぶん生まれて初めてのおんぶだろう──最初は驚いていたようだけど、やがて楽しくなってきたのか「きゃっ、きゃっ♪」と笑い始めた。


    　幸せそのものの光景だけれど。


    　どこかに、違和感をおぼえるような──。
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    　その日の夕方である。


    「おっかえり～☆」


    　たっぷりとデート（？）をしてから、邪や神がみ三姉妹の自宅──コープス阿あ波は岐き原はらに辿たどりついたお兄ちゃんとたまは、長女つるぎに出迎えられた。


    　なぜか、つるぎは全裸である。


    　可愛かわいらしくもあどけない、この時系列では三十二歳とは思えぬろりろりしい肢し体たい。


    　長い髪の毛はほどかれていて、ぺったんこの胸元も股こ間かんも容赦なく丸だしだ。


    　何だこれ……。


    「わっ」


    　姉の痴ち態たいにびくっとして、たまが目を丸くする。


    「つるぎ姉ねえ──どうして、はだかんぼなの？　お風ふ呂ろ？」


    「ちょうど風呂からでたとこだよ。おまえら遅くなるみたいだったから先にかがみと飯食ってな、もう寝るとこなんだよ。はだかがあたしのユニフォームっ♪」


    　ぐっ、と親指をたてて、どこからか取りだしたきんきんに冷やした生ビールを「くっ、くっ、くっ」と豪快に呑のんだ。全体的に犯罪臭のするつるぎである。


    「そして、でやぁあっ──おっかえり～、おにーちゃんっ♪」


    　そのままジャンプして、玄関で靴を脱いでいたお兄ちゃんの背中に全身で抱きついた。


    　好き好き大好き、と抱ほう擁ようしている。


    「うわ、どうしたんですかそんな格好で。風邪ひいちゃいますよ？」


    　後ろを向いていたお兄ちゃんはいきなり背後から全裸の幼女がくっついてきたので、さすがに驚く。


    「甘えてくれるのは嬉うれしいですけどね、つるぎ──さん」


    　つるぎ先生、とわたしの知る歴史では呼んでいたはずだけど。


    　なぜか『さん』づけである、つるぎも当たり前のように『おにーちゃん』だし。


    　見た目が幼いので、びっくりするほど違和感がないけど。


    　それに邪や神がみ三姉妹は『太陽神アマテラス』のそれぞれが分身のようなものだ、そしてアマテラスは神話において神産みで最初に誕生した『忌いみ神ヒルコ』の──お兄ちゃんの妹である、だから間違っちゃいないんだけど。


    　どこかが、変だ。


    「たまのお世話させてごめんな、疲れただろおにーちゃんっ☆　お風呂もわいてるぞ～？　ほら服を脱いで、横になって、あたしにすべてを任せて……♪　いただきますっ！」


    　豪快にお兄ちゃんを押し倒して、つるぎが夢中でその股こ間かんのあたりに「ちゅっちゅ♪」とくちびるを寄せる。


    　息も荒らげてるし、いきなり何するつもりだこいつは。


    



    「玄関で発情しないでくださいロリビッチ」


    



    　興奮しながお兄ちゃんを脱衣させているつるぎの後頭部に、がつんっ。


    　フライパンで殴なぐりつけて、邪神三姉妹の次女──かがみが、自宅での基本スタイルであるエプロン＋制服姿で立っていた。


    　変態行為をしていた姉を、蔑さげすむように眺めて。


    「いいかげんにしないと兄妹とはいえ逮捕されるのですよ、警察もそこまで寛容ではないのです。そもそも、服を着なさい。はしたないのですよ」


    「痛ぇな！　固くて重いもので殴なぐんなよ！　あたしはちょっとサービスシーンを演出してやろうと思ってだな！」


    「誰に対しての何の意味があるサービスなのですか」


    　玄関に転がった姉をぐりぐり踏みつけて「あふん♪」とそれはそれで喜ばれながら、かがみは溜ため息いきをついた。


    「せ……兄さんも疲れているのですから、労いたわってあげなくてはいけないのですよ」


    　何だか一瞬『先生』と言いかけたような。


    　まぁ、この歴史でも教師と生徒なんだろうけど。


    「家ではお兄ちゃんと呼びなさい」なんて言われて、無理してる感じ。


    　でも、やっぱりかがみまで『兄さん』と呼ぶ。


    　あんまり冗談につきあうような性格の子ではないし、何なんだろう──いったい。


    　嚙かみきれないものを口にいれたように、もぐもぐとしている、かがみ。


    　つるぎがお兄ちゃんの服をいつの間にか脱がし終えたうえで、えへんと胸を張った。


    「だから労ってやってんじゃねーか！　近ごろおにーちゃん元気ないみたいだからな、そんな傷心のお兄ちゃんをハッピーにしてやるのは妹の義務だ！　ってことで、かがみも参加しろ～！」


    「ふ、ふにゃ!?　何ですか急に!?」


    　妖よう怪かいのように跳びかかってきた姉に抱きつかれ、押し倒され馬乗りになられてじたばたと藻も搔がくかがみである。


    　そんな彼女に興奮したのか、つるぎは妹の腕をしっかり押さえつけると。


    「ほら、何を黙って見てんだおにーちゃん☆　恋する妹は切なくてお兄ちゃんを見るとすぐエッチなことをしちゃうの！　かがみを待たせるんじゃない、可愛かわいがってやろうぜ～！」


    「よくわかりませんが、みんなが幸せになればいいなと思います」


    「きゃああ!?　兄さんまでやめてください脱がさないで揉もまないでそんな汚いものを押しつけないで～！」


    　乱らん痴ち気き騒さわぎの横で、たまは靴がじょうずに脱げないのか「ひ～ん」とひとりマイペースに涙目で放置されていた。


    　得体のしれぬ、不自然な同居モノのラブコメみたいな雰囲気のなか──。
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    　それを、やっぱり情雨じようちゃんたちは見ていた。


    　コープス阿あ波は岐き原はらの裏側に建っているおおきなマンション、その屋上である。


    　カーテン開けっ放しの窓から、つるぎたちのことが遠目に見える。


    　情雨じようちゃんは双眼鏡を握りしめ、落下防止用の柵さくにへばりついて邪や神がみ三姉妹が繰りひろげるおかしな痴ち態たいを覗のぞき見ていた。


    　窓際に脱がされたかがみの制服や靴下が散乱する段になって、情雨ちゃんは真っ赤になると、はげしく動揺する。


    「ちょっ、えっ？　何あれ？　何やってるのよあれ、ねぇっ？」


    「お、『おじょうさま』！　見ちゃだめですのっ、教育によくないですわ！　それに、そんなに身を乗りだしたら落ちちゃいますわよ～!?」


    　そんな情雨ちゃんの腰のあたりに抱きついて、玉たま藻もの前まえさんが必死に騒いでいる。


    　ちなみに先ほどの大型デパートでふたりは服を手にいれており、情雨ちゃんは女の子らしい私服姿、玉藻前さんは子供服になっている（びっくりするほど似合っている）。


    　情雨ちゃんはおへそ丸だしの大胆な見た目のまま、初う心ぶに頰ほおを赤らめて。


    「は、はなしてママ！　何が行われてるか確かめなきゃいけないんだから！　何してるのよあれ、ぎょ～ちゃんが！　服を脱がされて何かいやらしい──あ、あんな！　何であんなっ……!?　ぎょ～ちゃん！」


    「あ、あれはえっと、印度インド神話におけるいわゆるひとつの──霊的な修行というか何というか、タントラ！　タントラですの！」


    「た、たんとらって何よ!?　だってあんな、不衛生なっ、いやらしいっ──！」


    　じたばたと仲良し親子が藻も搔がいていると、不意に。


    



    「るる～ん♪」


    



    　独特の抑揚をもつ、聞き覚えのある鳴き声（？）が響いた。


    　揉もみあっていたふたりはさすがに無視できず、硬直して──同時に振りかえった。


    　そこに、チョコレート色の女神が立っている。


    「何やら楽しそうじゃの？」


    　それは当然、シヴァである。


    　おでこに開いた第三の眼め。


    　露出の多い踊り子の衣装。


    　身体からだを飾る金銀宝石細工。


    　平凡な住宅街には、まったく浮いているその存在感。


    「でたわねっ！」


    　情雨ちゃんはとりあえず双眼鏡をおろすと、威い嚇かく的てきに身構える。


    　そんな情雨じようちゃんを護まもるように、玉たま藻もの前まえさんが前へ進みでて、身体からだの周囲に青白い狐きつね火びを浮かべ臨りん戦せん態たい勢せいになる。


    　そんなふたり（ついでに、玉藻前さんの頭にちゃっかり留まっているガルーダ）を眺めて、シヴァははんなりと頰ほおに手を添えた。


    「状況もよくわかっておらんだろに、そんなふうに嚙かみつかんでほしいのう──」


    　まるで無警戒に、欠伸あくびなんかしている。


    「せっかくいい具合に歪ゆがめた歴史を、何も知らぬおぬしらにまた引っかき回されたくないからのう。親切にも、こうして足を運んでいろいろ説明してやろうと思ったのにのう」


    「ど、どういうことよ」


    　まるで無警戒な異国の女神に、情雨ちゃんは毒気を抜かれたのかやりにくそうに。


    「あんたは歴史を『改変』し、時空間を歪めて、いったい何を目もく論ろんでるの？　おかしな状況になってるみたいだけど──」


    　耳まで真っ赤になってる情雨ちゃんに、シヴァは苦笑いして。


    「一いち目もく瞭りよう然ぜん、とはいかぬか。そうよな……」


    　穏やかに、印度インド神話の『最高神』はその名前を口にした。


    「おぬしら、この時系列でいちどでも鎖さ々さ美みを見たかえ？」


    「鎖々美さん？」


    　情雨ちゃんが戸惑う。


    「そういえば、いないわね──いつも、引きこもりのくせにあちこちで姿を見せるのに。おかしいわ、邪や神がみ三姉妹や月つく読よみ神かみ臣おみはいつだって、あの娘を中心にして行動してるのに」


    「そう、あやつらはいつでも鎖々美を優先して行動しておる」


    　シヴァは、我が意を得たりというように。


    「ゆえに、鎖々美のおかげで邪神三姉妹と月読神臣の交流は減り、本来はあったかもしれない彼らの友好が、ラブコメが、削られていったのじゃ。物語に不要な展開を、作者が意図的に避けるように」


    「もしかして……」


    　瞠どう目もくする情雨ちゃんに、シヴァは「るる～ん♪」と笑って。


    「そう、察しがよいの──この歴史は、月読鎖々美の存在しない世界」


    　踊るように、ゆらゆらと屋上を回遊しながら。


    「正確に言えば、彼女が存在しなくなってしまった世界──じゃの♪」
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    「さて、どこから話したものかのう──」


    　ヴィシュヌ＝シヴァはふわりと落下防止用の柵さくに腰かけると、大胆に足を「ぷらぷら」と泳がせる。


    　踊り子風の民族衣装の隙すき間まから、チョコレート色の生足が覗のぞく。


    「年寄りの繰くり言なんぞ若もんには退屈かもしれんが、吾われのやることをしつこく邪魔されても鬱うつ陶とうしい──いちから説明してやるから、納得しておうちに帰れ、のう？」


    　幼児を諭さとすように、そう言われた。


    　実際、『神格』でいえば月とすっぽんだ。


    　情雨じようちゃんたちが束になっても、このシヴァには遠く及ばない。


    　否いな、日本神話のすべてがちからを結集したとしても、である。


    　世界最大の多神教神話、その『最高神』。


    　強引に情雨ちゃんたちを排除することも容易たやすいだろうに、それをしないのは優しさなのか、あるいは単純に面倒なだけなのか──。


    「いいわ、聞かせなさいよ」


    　情雨ちゃんは居い丈たけ高だかに、胸を張った。


    　侮あなどられている結果だとしても、バトルにならないならばそれに越したことはないのだ。


    　何だか不満そうだったけれど、情雨ちゃんはそれを堪こらえるように腕組みして。


    「でも手短にね。こちとら、眠いんだから」


    　ふあ、と欠伸あくびをする。


    「時間外労働はさっさと片付けて、ベッドに入ってぐっすり安眠したいのよ。べつにあんたを邪魔するつもりもないわよ、むしろ応援してあげる──あんたのやってることが、あたしにも納得できることだったらね」


    「さぁて、どうかのう」


    　悠然と応え、シヴァはおでこに開いた第三の眼めを瞬まばたきさせる。


    「ま、長話をするつもりはないがの──吾にとっても、歴史の『改変』は難事じゃ、老体には酷こくじゃしの」


    　柵に足をかけて逆向きにぶらさがり、ゆらゆら揺れながら。


    「るる～ん♪　まず前提として、吾ら『破壊神』について──おぬしらはどの程度、知っておるのかのう？」


    　説法のように、まず相手に質問をして、その反応を見ている。


    　情雨ちゃんはそののらりくらりした態度が気に食わないのか、苛いら々いらと足踏みしながら。


    「『破壊神』ってのは──あれよね」


    「先日の宇宙人による侵略、それによって汚染された対抗兵器ですわね」


    　玉たま藻もの前まえさんが端的にまとめた。


    　彼女は自分も属する印度インド神話の『最高神』に対していちおうの敬意を表しているようだが、それでも警戒をゆるめていない。


    『破壊神』。


    　今は亡き悪徳オカルト結社『アラハバキ』の『首領』が、死したあとも成し遂げた陰謀によって誕生した災さい厄やく。


    　その悪意によって闇の聖母ブラツク・マリアとして変質した、世界を滅ぼす災さい禍かたる月つく読よみ日ひ留る女め。


    　すべてを捕食し、『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』によって進化していくあの邪悪の落とし子と化した彼女は、放置しておけばどんどん手がつけられなくなって、いずれ世界中の『神々』を胃袋に収めてしまう。


    　そんな彼女と戦うために、創造されたのが対抗兵器だ。


    　名前のとおりに、日留女ちゃんに対抗することを第一義としたその兵器たちは、日留女ちゃんと同等の能力をもっている。


    　つまり、『神々』を捕食するちからを。


    　世界中の『神々』が対抗兵器に自ら捕食されることで、理論的には、対抗兵器たちは日留女ちゃんを凌りよう駕がするちからを発揮する。


    　そんな対抗兵器たちがひとつにまとまった最終対抗兵器で日留女ちゃんを倒したら、解散──『神々』は解放され、すべては元通り、という戦略だったのだけど。


    　けれど、その作戦は狡こう猾かつなあの『首領』にとっては想定内だった。


    　あらかじめ、全世界の神話には『首領』の罠わなが仕込まれていた。


    　それこそが、宇宙人だ。


    　神を信じなくても科学は信じる人々の心理を利用し、すべての神話を汚染する──それによって対抗兵器たちは性質を変化させられ、悪の手先となってしまう。


    　世界を救うための切り札が、そっくり強ごう奪だつされ、敵の戦力にされてしまうのだ。


    　それを免まぬがれたのは、本物の宇宙人による干渉などの偶然が重なった、我ら日本神話の対抗兵器──るるなちゃんのみ。


    　つまり……。


    　情雨じようちゃんは喧けん嘩か腰ごしに、シヴァを睨にらみつける。


    「あんたも宇宙人に汚染されて、あたしたちの敵になったってことでいいの？」


    　首筋を、指先で撫なでる。


    　そこは先立っての食堂での一件で、シヴァに斬きり飛ばされた部分だ。


    「るる～ん♪」


    　シヴァは情雨ちゃんの闘志に満ちた視線が、むしろ心地よさそうに。


    「そう、我ら印度インド神話も宇宙人の神話に──科学神話に、汚染されてしまった。プレアデス星団など、天体とは古来より関わりが深い神話じゃしの。吾われも『太陽神』──恒星の化身でもあるし、宇宙からの影響を絶てはせぬ」


    　逆さ吊りになったまま、飄ひよう然ぜんと。


    「だが、吾われは様々な権アバ現ターの姿をとり、その性質を変遷させることが可能じゃ」


    　満ち欠けを繰りかえす太陽のように、彼女はいろんな形態をとる。


    「すべての対抗兵器は日本神話の月つく読よみるるなと同様に、新たに誕生した赤ん坊が元になっておる。けれど吾は自らを転生させ赤ん坊となり、それを権アバ現ターとして、その汚染された対抗兵器＝『破壊神』の立場となった。吾の自意識を保ったまま、『破壊神』と成ったのじゃ」


    　すべての対抗兵器は何も知らぬ赤ん坊だが、シヴァは経験を積んだその精神を維持したまま、『破壊神』としての性能を手にいれたのか。


    　彼女は、特別な『破壊神』らしかった。


    「けれど、この権アバ現ター──対抗兵器＝『破壊神』としての身体からだは、悪意に汚染されておる。吾も、その性質には従わざるを得ぬ。吾は心を保ったまま、『破壊神』として行動するしかないのじゃ。できるかぎりで抵抗し、またその性質が命じてくる役割を曲きよつ解かいして、好きに行動させてもらっておるがの」


    　両目を閉じ、第三の眼めだけをおおきく見開いて。


    「敵か味方でいえば、吾は立場としてはおぬしらの敵じゃ。けれど心は、吾のまま──これまでのように、仲良くしたいと思っておるのじゃよ。と言っても、とうてい信じてはもらえぬかもしれんがの？」


    「そうね、ひとの首をちょん切ってくれちゃってさ。それで『ずっとお友達だよ♪』なんて、信じられないわ」


    　腰に手を当て怒りに満ちた声をあげる情雨じようちゃんを、シヴァは困ったように眺めて。


    「殺しはせんかったじゃろうが、あれでも最大限に譲歩したのじゃよ──他の『破壊神』が相手だったならば、おぬしらはあの場で始末されておったろう。がんばって、手加減してやったというのに」


    　溜ため息いきをついて、ぶらぶら左右に揺れながら。


    「『破壊神』としての吾の性質は、文字どおり──破壊じゃ。いまも、おぬしらを壊したい殺したいという衝動を、必死に抑えこんでおるのじゃよ」


    　その我慢できずに零こぼれたのだろう禍まが々まがしい破壊衝動に、情雨ちゃんが怯ひるむ。


    　世界すらも滅ぼす、印度インド神話の『破壊神』。


    　いまは見逃されているが、シヴァがその気になれば、指先ひとつで情雨ちゃんたちなど跡形も残らず消し飛ばせるだろう。


    　圧倒的な、力量の差──。


    「ま、どうせおぬしらが何をしようが無駄じゃ、おとなしく尻しつ尾ぽを巻いて帰ってほしいがのう。おぬしらと吾では、『神格』がちがいすぎる。余計な手出しをされたら、うっかり破壊してしまいかねん」


    「生意気ね」


    　情雨じようちゃんが機嫌を損ねたように、むっつりと。


    「あたしたちを侮あなどりすぎよ。あの食堂では、あたしたちはあんたの行動を覆くつがえした。あんたに勝利したのよ、そう馬鹿にしたものでもないと思うけど？」


    「大たい山ざん鳴めい動どう鼠ねずみ一いつ匹ぴきとは、言うがのう──あの程度では、何も変わらぬよ」


    　シヴァはうんざりしたように、顔をしかめて。


    「神器ヤタノカガミは吾われにとっても厄やつ介かいなので、あの場は消し飛ばされてもかなわんから退散したがの。あの時系列以外にも、吾はあちこちで歴史に干渉し、歪ゆがめておる。あの場を解決したとて、何の意味もないのじゃよ」


    「けれど、理解できませんわ」


    　玉たま藻もの前まえさんが、不思議そうに。


    「あの時系列で、あなたはいったい何がしたかったんですの？　ふざけて、遊んでいるようにしか見えませんでしたが──あなたの行動が、いったい歴史にどんな影響を及ぼしたというんですの？」


    「見ておったじゃろ、察しが悪いのう」


    　九きゆう尾びの狐きつねの問いに、チョコレート色の女神は応えた。


    「吾はただ鎖さ々さ美みを、がんばるように仕向けただけじゃよ？」


    　とびきりの冗談を口にしたみたいに、るる～ん♪　と笑った。
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    「吾はいろんな方法で、鎖々美をがんばるように仕向けたのじゃ。アルバイトもそうじゃが、勉学に勤いそしみ、友達をつくり何でもない会話をして、趣味も増やしてそれを楽しみ、鎖々美が望み──けれど実際の歴史では果たせなかった、能動的な明るい学園生活を満喫させてやったのじゃよ」


    　シヴァは仏像のような独特の手しゆ印いんを結び、艶えん笑しようした。


    「世界観のすべてに干渉し、『改変』し──何もかもが、そんな鎖々美を後押しするようにもした。バイトをしようとすれば求人情報が即座に舞いこみ、勉強をすればテストは百点満点、友達もたくさんできたようじゃの？」


    　るる～ん♪　と声をあげて、何とも楽しそうに。


    「それは健全なことじゃ。邪や神がみ三姉妹も吾の干渉に気づいてはおったようじゃが──鎖々美が幸せならばそれを妨害するのもどうだろうか、と考えたようでの、しばらくは状況を放置したのじゃ」


    　がんばれ──でも無理だけはするな。


    　どうしても困ったことがあれば、自分たちが助けてあげる。


    　それが邪や神がみ三姉妹の基本理念だ。


    　シヴァの干渉によって、わたしはがんばり始めたのだろう。


    　それを楽しんですらいただろうし、邪神三姉妹は手出しできない。


    　楽しむな、おとなしくしてろ、なんて彼女らは言えない。


    　わたしが青春を満喫することを、邪神三姉妹は否定できない。


    「邪神三姉妹は『太陽神』の眷けん属ぞくだしの、その上位者である吾われの『改変』は感知しづらく、鎖さ々さ美みが自ら成長していったのじゃと──そう解釈したのかもしれんが」


    　印度インド神話の『最高神』たるヴィシュヌは、世界中のほとんどすべての『太陽神』を習合した経緯がある。


    　ラー、シャマシュ、ケツァルクアトル、その他もろもろ……。


    　日本神話においては、かつて人間としてのアマテラスだった日ひ留る女めちゃんがヴィシュヌに吸収されることで、『神々』としてのアマテラスは残存した（それが、後に邪神三姉妹になるわけだけど）という、ちょっと例外的な状況にあるのだけど。


    　まぁ、ともあれ。


    　邪神三姉妹すらどうにもできず、この歪ゆがめられた歴史のわたしは、明るく前向きに成長していったのだろう。


    「そんな鎖々美さん、想像できないけどね」


    　情雨じようちゃんが変なものでも口にいれたような顔をしたが、失礼だなあ。


    　けれどシヴァも重々しく溜ため息いきをつき、頷うなずいて。


    「うむ、ものすごく大変じゃった。吾がこれまで成し遂げてきたどんな奇跡よりもなお成立する可能性が低い、難事じゃった。ぶっちゃけ、何度も諦あきらめそうになった」


    　そんなに大変か、わたしをリア充にするのは。


    　ともあれ、食堂での一件はあの場では解決していたけれど、そこ以外の歴史でもシヴァはわたしに干渉していたのだろう。


    　あの騒ぎは、氷山の一角に過ぎなかったのだ。


    　結果としてシヴァに歪められたとおりに歴史は進行し──わたしは、明るく前向きにがんばるようになったのだろう。


    　でも、だから何だというのだろう？


    「ともあれ、人間的に成長した鎖々美は、立派な人格になった。お喋しやべりが上手でよく笑い、いつだって前向きで努力家で、どんな困難があっても自力でがんばって解決する。そんな、物語の主人公のようになったのじゃ」


    　三つの目を細めて、シヴァは恬てん淡たんと。


    「それは、たしかに素晴らしいことじゃ──けれど、彼女がこれまで何度も窮地に陥りながらも生きのびてこられたのは、身の程を弁わきまえていたからじゃ。なるべくがんばらずに、やりすごす。そんな彼女のために、周りのみんなが最大限にがんばって、事態を解決する。それで、うまくいっておったのじゃ」


    　そうだ。


    　わたしはいつだって敗北し失敗し、悩んでばかりでうじうじして、そんなわたしを見かねて優しいひとたちが手を貸してくれて──すべて、解決してくれていた。


    　わたしは主人公ではなく、周りで渦巻く陰謀や騒動をただやりすごしている、そこらの通行人と変わらない──背景のような、脇役だったのだ。


    　でも、それでよかった。


    　わたしには何もできない、間違ってばかりだ。


    　できるひとに、すべて任せて蹲うずくまっていたほうがいい。


    　物語の主役のようなひとたちの、邪魔になるだけだから。


    　そして実際、それで何とかなっていた。


    　奇跡のように。


    　けれど、シヴァの干渉により脇役のくせに主人公のような人格に成長してしまったわたしという、予期せぬ歯車が──歴史に、得体のしれぬ影響を与えてしまったのか。


    「邪や神がみ三姉妹はひとりで勝手に成長していく鎖さ々さ美みを見守る役に徹し、疎遠になっていった。邪神三姉妹がそばにいないとき、鎖々美はひどく無防備じゃ。そんなあやつを、吾われが襲おそった」


    　胸元に手を添えて呆あつ気けなく言うシヴァに、情雨じようちゃんが「ぎくり」と身体からだを強こわばらせた。


    　わなわなと震ふるえて。


    「あんた、この歴史が鎖々美さんのいない世界って言ってたわよね──まさか、あんたが鎖々美さんを、こ、殺して……？」


    「勘違いするでないぞ」


    　やや不本意そうに、シヴァはぼやいた。


    「『破壊神』なんぞと名乗ってはおるが、吾はそれでも世界を愛し民を愛した印度インド神話の『最高神』──べつに、善人ぶるつもりはないがの。吾ら印度神話の『神々』はその神性を保つために人間が必要じゃ、そうかんたんに手にかけはせぬよ」


    　くるりと回転して落下し、屋上の床におりると、座禅を組む。


    「吾はすべての『太陽神』を習合する、という役割ももっておる──それを建前にして、日本神話の『太陽神』＝『最高神のちから』をこの時系列では有しておった鎖々美に、正々堂々と勝負を挑んだのじゃよ」


    　そっか、この時代の直前まで──わたしは『最高神のちから』を所有していた。


    　本来の歴史ならばわたしはお母さんにそれを譲り渡すのだけど、人間的に成長してしまったわたしはどうだろうか、重荷をお母さんに引き渡すことをよしとしただろうか。


    　もし、わたしが『最高神』のちからという重責から逃げずに、主人公のように、侵略者たる印度インド神話の『最高神』シヴァと戦ってしまったら。


    「無論、勝てるわけもなし──『神格』が、霊力がちがいすぎる。鎖さ々さ美みは懸命に抵抗したが、ちから及ばず敗北したのじゃ。吾われは、そして彼女を吸収した」


    　お腹なかを撫なでて、満足そうに。


    「吾はこの時系列の鎖々美と約束した。たとえ吾が勝利しても、この国の他のものには手をださないとな。吾はそれを受じゆ諾だくし、正当に彼女に勝利し──取りこんだのじゃ」


    　シヴァは己おのれの性質に縛られる、けれどその役割を曲きよつ解かいして行動できる。


    　すべての『太陽神』を習合する、というのは彼女の性質のひとつだ。


    　日ひ留る女めちゃんを取りこんだものの食べ残しがあったため、それを回収した──とすれば、誰も文句はつけられない。


    　この時系列のわたしはまんまとその口車にのり、逃げずに立ち向かい、負けたのだ。


    「鎖々美は満足して吾に取りこまれたよ。その身を捧げ、いけにえとなることで──この国を、大事な友達や家族を救えたのじゃからの。無論、『最高神のちから』をもつ彼女が決めて自ら選んだことじゃ、邪や神がみ三姉妹や月つく読よみ神かみ臣おみも文句は言えんかった」


    「何よ、それ──」


    　情雨じようちゃんが、不満そうに拳こぶしをぎゅっと握り固めて。


    「自らいけにえになってみんなを助ける？　そんな殊勝なやつだった？　鎖々美さんのくせに生意気よ、あんまりよ！」


    　独り言みたいに。


    「でも、そうね──鎖々美さんは、そういう娘こよね。優しいもの、とっても。でも無力で、自信がないから、いつも他人任せにして引っこんでた。だけど、もしも人間的に成長してしまったら、そういう行動をとるかもしれないわね」


    　それをシヴァは予想し、利用し、過去のわたしを勝負の土俵に引きずりこんだのだ。


    　そして勝利し、わたしを吸収した。


    　何もできないくせに、主人公のようになってしまった、愚かなわたしを。


    　わたしの存在が、この世界の表舞台から消えてしまったのだ。


    　それは、日留女ちゃんにわたしの立場を譲ったときと似てるけど──より、深刻である。


    　日留女ちゃんのときは、わたしは幽霊のようになってしまったけれどこの世界に存在できたし、わたしの役目は日留女ちゃんが果たしてくれた。


    　けれど、今回はわたしの代理をしてくれるものがいない。


    　世界に、わたし──月読鎖々美という名の、穴があいてしまったのだ。


    　まぁ、わたしごときが消えようが、世界はまったく変わらないような気もするんだけど。


    　仮にも印度神話の『最高神』がそれなりの労力を尽くして為なしえたことだ、何か途方もないおおきな意味があるのかも。


    「その後、吾われは約束どおり、鎖さ々さ美みのみを回収し──この国から手をひいた。それが、歴史になったのじゃ。ゆえにこそ、ここは鎖々美のいない、けれど平和な世界となった」


    　穏やかな夕陽を浴びて、シヴァは三つの目を細める。


    「アフターサービスとして、この後に侵略してくるギリシア神話の軍勢も吾が追っ払ってやろう。あの『現代のトロイア戦争』の主犯はギリシア神話における『太陽神』アポロンじゃったからの、鎖々美と同様に吾が取りこめる」


    　眠ってしまったように瞑めい目もくし、穏やかに。


    「『現代のトロイア戦争』がなければ、この国が霊的に不安定になり『根の国』が流出することもなくなる。つまり『アラハバキ』の『首領』も復活することもなく、その後の事件もすべてが未然に防がれる。この国は、平和な歴史を辿たどることになる」


    「それで、あんたにいったい何の得があるの？」


    　情雨じようちゃんは納得できないというように、地じ団だん駄だを踏んで。


    「あんたは異国の女神でしょう、何でこの国の事情にそこまで関わるの──何の意味があるってのよ？」


    「吾は、己おのれの性質に従うのみじゃよ」


    　シヴァは何度でも、その言葉を繰りかえす。


    「吾の『破壊神』としての性質は、破壊と創造──これまで現代の統治者ヴィシュヌが叶かなえつづけてきた無数の願いを、すべて破棄し、いちから世界を創りなおす。それが役割で、シヴァという『神々』じゃ」


    　艶えん然ぜんと、微ほほ笑えむと。


    「その性質を曲きよつ解かいし、吾は後に世界を滅ぼす災さい厄やくと化す日ひ留る女めの復活をさせない。吾が『人間らしい幸せがほしい』と願った日留女の祈りを叶えることで、彼女は復活した。吾は、それを破棄する。日留女は復活せず、もちろん災厄ともならず、すべては解決する」


    『破壊神』となったけれど、心はかつてのヴィシュヌのまま。


    　これが、彼女が自らの意志でくだした決断だった。


    「世界の滅びを回避するためには、日留女の復活は看かん過かできぬ。吾は、彼女を復活させた己の願いを棄き却きやくする。この時点で鎖々美が死ぬか、吾に吸収されれば、後に日留女に立場を譲る鎖々美も消えて──未然に、日留女復活のすべてのお膳立てが覆くつがえされる」


    　彼女が過去に介入したのは、現代において世界を破は綻たんさせようとしている闇の聖母ブラツク・マリア月読日留女を、復活する前になかったことにするため──なのか。


    「おぬしらに、無理に納得しろとは言わぬよ。吾は己の性質に従い、行動するだけじゃ」


    　どこか哀しげに。


    「すべての願いを破棄すると言ったじゃろ、ゆえに吾はおぬし──蝦え怒ど川がわ情雨の願いも、却下する。玉たま藻もの前まえの復活、その願いは叶かなえぬ」


    　けれど、厳然として。


    「『現代のトロイア戦争』は平和的に解決してやる、ただし玉藻前が全力を使いきるまで待ってから……のう。玉藻前がいちどでも滅びに瀕ひんすれば、それを覆くつがえすことはもうできぬ。吾われが、玉藻前を救いたいという情雨じようの願いを破棄するからのう」


    　すべての願いを棄却する。


    　シヴァは、徹底している。


    「玉藻前が消え去れば、歴史の『改変』を行えるものがいなくなり、歴史は吾が歪ゆがめたとおりに固着する」


    「そ、そんなの、嫌いやよ！」


    　情雨ちゃんが可か哀わい想そうに青ざめて、ぶるぶる震ふるえた。


    「ママがまた消えちゃうなんて──あんたが、滅びかけてたママを助けてくれたの、すごく感謝してたのに！　鎖さ々さ美みさんだけじゃなく、ママまで！」


    　かたわらの母親をぎゅっと抱きよせて、いまだ目を白黒させて。


    「何言ってるかわからない、意味わかんないわよ！　あんたが何か回りくどくておかしなことをやってるのはわかる、でも何でそんなことするのよ!?　自分が叶えてきた願いをぜんぶ破棄するなんて、どうしてそんなことするのよっ、何の意味があんのよ!?」


    「それが、吾の性質だからじゃ」


    　シヴァはやはり、動じずに同じことを繰りかえす。


    「吾は求められる性質のとおりに、最大限にがんばる。ずっとそうしてきたし、そのおかげでこれまで信仰を保ち、偉そうに『最高神』なんぞと名乗ってふんぞりかえってこられたのじゃ。これは、けじめじゃよ──吾が果たさねばならぬ、最後の大仕事じゃ」


    　最後の、という言葉に情雨ちゃんがぴくりと反応したが。


    　もう対話は終わりだ、と一方的に宣言するように、シヴァが立ちあがる。


    「自分の築きあげてきたすべてを破壊する──それもまた、なかなかに快いぞ？」


    　それだけを言い残して、シヴァは踊るようにくるりと回転して。


    　姿を消失させてしまった。
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    「……どうしますの、『おじょうさま』？」


    　玉藻前さんが不安そうに、愛まな娘むすめを見あげた。


    　シヴァが去ったあと、情雨ちゃんたちはマンションの屋上に立ち尽くしたまま、穏やかでのんびりとした天あめ沼のぬ矛ぼこ町の景色を眺めていた。


    　平和、そのものだった。


    　子供の笑い声や廃品回収車の売り口上が、やわらかく響いている。


    　実際、この国はいまおおきな異変もなく──安あん穏のんとしていて、のほほんとしている。


    　けれど事実上、印度インド神話に侵略され『最高神のちから』を奪われたこの国は──シヴァに掌しよう握あくされているといってもいい。


    　植民地だ、奴隷の平和である。


    　誇り高い情雨じようちゃんは、それが気に食わないようだったけれど。


    「鎖さ々さ美みさんひとりが犠牲になれば、国が──いいえ世界が救われるだなんて、生意気な話ね。そんなに重要な人物だったのね、ちゃんちゃら可お笑かしいわ」


    「『おじょうさま』……」


    　どこか捨て鉢になったように吐き捨てる情雨ちゃんを、玉たま藻もの前まえさんが全身で「心配、心配」と主張しながら見つめている。


    　他人行儀な呼びかたでは真心が通じないと思ったのか、「情雨」と名を口にして。


    「あなたがどんな決断をしても、あたくしはそれに従いますわ。たとえ何を望んだとしても、世界のすべてが敵に回ったとしても、あたくしだけは」


    「ありがと、ママ」


    　もふもふと、その柔らかな尻しつ尾ぽを指先で撫なでて、情雨ちゃんは凜り々りしく天を睨にらむ。


    「だけど、ねぇママ──あたしたちに何ができるかしら。相手はひとつの神話そのものの、強大な『神々』よ。何をしても無駄かもしれない、おおいなる印度神話の『最高神』が相手じゃあ、あたしたちがどれだけがんばっても太刀打ちできないかもしれない」


    　弱々しくつぶやく情雨ちゃんの手のひらを、玉藻前さんがきゅっと握りしめる。


    　その肩にガルーダも留まって、そっと羽毛に包まれた身体からだを押し当てる。


    　勇気づけるように。


    　しばし、情雨ちゃんはそれを受けいれ──感じて、決意をこめて。


    「やっぱり、認められないわ」


    　はっきりと、断言した。


    「鎖々美さんが、いいえ女の子ひとりがいけにえになって救われる世界なんて、絶対に間違ってる。他の誰がシヴァのことを賞賛し、拍手を送っても、あたしだけは唾を吐はきかけてやる。ふざけんじゃないわよ、ってね」


    　俯うつむき、心をこめて。


    「鎖々美さんは、何度もあたしを助けてくれた──王子さまみたいに。助けられっぱなしなんて、癪しやくに障さわるわ。それに宿命のライバルってのは、他の強敵が現れたときは、一時的にでも共闘するものよ」


    　そうでしょ、と誰にともなく問うと、玉藻前さんが「ええ」と微ほほ笑えむ。


    　ガルーダもふわりと情雨じようちゃんの肩に留まって、同意するように頷うなずいた。


    「ガルーダ……。あんたも、ちょっとは説明しなさいよ──何でまったく喋しやべらないのよ、いいかげんにしなさいよ。あんたにとってシヴァ＝ヴィシュヌは主だから、彼女に不利になるようなことは言えない、とか？　単純に無口なだけ？」


    　小鳥のおでこを指先でつつくと、溜ため息いきをついて。


    「しかし、なぁんか気に食わないのよね、シヴァのやつの言い分は──何でかしら？」


    「たぶん、うまく言えませんけど──前を見ていないから、ではないでしょうか」


    　玉たま藻もの前まえさんが小首を傾かしげている情雨ちゃんに、真しん摯しに告げる。


    「あたくしだって、歴史の『改変』を行い時空間を歪ゆがめますわ。けれど、それは困難に打ち勝つため、前へ進むためですわ。それで、自分を正当化するつもりはありませんけれど」


    　ちいさなお手々を、きゅっと胸に添えて。


    「過去に自分が叶かなえた願いをすべて棄却するという──シヴァのありかたは後ろ向きで、破滅的ですの。何も生みださない、すべてを傷つけ壊してしまう、哀しい行為ですの。それで、彼女も苦しんでいるというなら、あたくしは助けたい。あたくしはあのひとヴイシユヌのおかげで生きながらえた、その恩を返したいですわ」


    「そうね。世界は平和になったかもしれない、でもこんなのはハッピーエンドなんかじゃない。『破壊神』なんて名乗ってるいけ好かないやつに、一方的に救われて、そんなの納得できないわ。そうよ、決して鎖さ々さ美みさんのためじゃないのよ」


    「お心のままに、『おじょうさま』」


    　玉藻前さんは眩まぶしそうに情雨ちゃんを見つめて、ふと問うた。


    「でも実際、どうしますの？　シヴァは強大ですの、生なま半はん可かなことではその目もく論ろ見みの邪魔すらできませんわ」


    「任せて、あたしに考えがあるわ」


    　情雨ちゃんは悪巧みをしているような、何だか活いき活きとした表情をして。


    「世界のぜんぶが手のひらのうえみたいに調子こいてるシヴァの、鼻をあかしてやりましょう」


    　華麗に、長い白髪をかきあげた。
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    「ふにゃあ。泣いて反省するのですよゴミムシども」


    　コープス阿あ波は岐き原はらの室内では、かがみが触れれば切れそうな凍てついたような態度で、腰に手をあてふんぞりかえってお怒りモード。


    　その正面──リビングのＴＶの横に、並んで座らされたお兄ちゃんとつるぎがいる。


    　ふたりは全裸だが荒縄で緊きん縛ばくされていて、正座で、太ふと股もものうえに重たそうな石を抱かされている。


    　拷ごう問もん、責め苦そのものだった。


    　つるぎはそんなふうに虐しいたげられるのも嬉うれしいのか、もじもじしながら（極まった変態だ）プンスカ！　と頭から蒸気をだして怒っている妹を眺めて。


    「ゆるしてくれよ～。かがみ～ん、ちょっとしたお茶目じゃないかよ～」


    「ちょっとしたお茶目で強ごう姦かんされたらたまらないのですよ。あと『かがみん』て呼ばないでください、何か腹が立ちます」


    　唾つばでも吐はきそうなかがみに、ようやく靴を脱いで手を洗ってきたたまが「はいはい！」と元気いっぱいに主張した。


    「それよりも、かがみ姉ねえ！　たま、お腹なかぺっこぺこだお！」


    　そのままＴＶの前に移動して、夕方アニメを見始める。


    　横には拷問されてるふたりがいるので、何だかシュールな光景だったけれど。


    　かがみは呑のん気きな妹の態度に、溜ため息いきをついて。


    「はいはい、あなたたちが帰ってくるのが遅いのですっかりご飯も冷めてしまってますけど──あっため直しますから、ちょっと待っててくださいね。せん……兄さんも、手伝ってくれますか？　縄、ほどいてあげますから」


    「おい！　てめぇ！　何でおにーちゃんには優しいんだよ！　あたしも解放しろよ、だんだん気持ちよくなってきたじゃねーか！」


    「ふにゃあ、うるさいのですよ性犯罪者。そのまま朽くち果てればよいのです」


    　つるぎとかに無理やり脱がされかけたのだろう、乱れた制服を指先で直しながら、かがみが取りつく島もなく吐き捨てる。


    　その直後である。


    　ぴ～ん、ぽ～ん♪　とインターフォンが鳴った。


    　かがみは不思議そうに、小首を傾かしげて。


    「こんな時間にお客さんでしょうか──また、新聞の勧誘ですかね？」


    　いつものかがみなら、誰かが自宅に近づいてきたらすぐに察するはずなのだけど。


    　気づかなかったようで、すこし驚いていた。


    　彼女らの『神格』が高ければ、世界観は彼女らを甘やかす。


    　鬱うつ陶とうしい新聞の勧誘とかなんて、近づきもしないはずだけど。


    　この国はいま、ヴィシュヌの植民地のような扱いである。


    　彼女を頂点として、全体的にみんな『神格』がさがっているはずだ。


    　たまが店員さんにやたらデカいことを怪しまれたりしたのも、そのせいだろう。


    　とはいえ、かがみはたまの居場所をＧＰＳっぽい機能で捜したりしていたし、霊的ロボットとしての性能を発揮できないわけではないのだろう──じゃきん、と折れた手首から銃口を生やして。


    「しつっこいですね、銃でも見せて脅せば二度と近づかないでしょう」


    　苛いら々いらしながら玄関へと向かって、かがみが豪快に扉を開きながら。


    「新聞はいらんのですよ」


    　怖い顔で言った、その視線の先に──。


    「や、やっほ」


    



    　わたしが、立っていた。


    



    　ふわふわの髪の毛に、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服。


    　いつもどおりの見た目なのに、何だか着慣れない服を身につけているみたいに、居心地が悪そうだ。


    　あるいは、初舞台に挑む女優というか──やたらと、緊張している。


    「…………」


    　室内にいる全員が、硬直した。


    　かがみは呆ぼう然ぜんとして立ち尽くし、つるぎやお兄ちゃんも口をあんぐり開いて、たまに至ってはなぜか後ろ向きに倒れてしまった。


    　たぶん、『改変』されていたのだ。


    　シヴァによって。


    　わたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みの存在を、忘れるように。


    　それが、いきなり失われた記憶のなかにいるわたしが当たり前のように登場したので、頭のなかが混乱して、対応できなくなったのだ。


    　ＰＣがフリーズしたようなものだ。


    　きっと。


    　邪や神がみ三姉妹もお兄ちゃんも、わたしのことを忘れさせられていたのだ。


    　そうだろう、でなければ彼女たちはのほほんとラブコメじみた日常なんて送らない。


    　そこまで、薄情じゃない。


    　わたしが消えてしまったから、頭を切りかえて前向きに生きようぜ！　なんて考えはしない──いつまでもシヴァに逆らい、わたしを取り戻すために戦っただろう。


    　けれど彼女らは、わたしに対して一切の記憶を失い──。


    　得体のしれぬ空虚感を抱かかえながら、それを埋めるように、幸せっぽく見える日常を送っていたのだ。


    　神話上は兄妹であるアマテラス、その眷けん属ぞくと『忌いみ神ヒルコ』のありえないラブコメは、そうやって成立していた。


    　明るくて平和で、気が抜けるような、けれど違和感ばかりが漂っていた世界観。


    　つくられた、幸せな歴史。


    　けれど、魔法は消えた。


    　噓うそは看破され、『改変』は効力を失った。


    「あぁ、もう──」


    　いつまでも絶句しているかがみたちに、業ごうを煮やしたのか、わたしは眦まなじりを吊りあげて。


    　面倒くさそうに。


    「ただいま。えぇっと、鎖さ々さ美みさん──です。月つく読よみ、鎖々美です」


    　何か文句ある？　というように、居い丈たけ高だかに主張する。


    　その態度は、わたしらしくないけれど。


    　わたしは自ら霊力を放ち、シヴァによる『改変』を打ち消しているのだろう、徐々にかがみたちの表情に理解が浮かぶ。


    「ふ、ふにゃ──」


    　かがみが腰砕けになって、玄関で膝ひざをついた。


    　頰ほおに、涙がぽろぽろと零こぼれている。


    　この反応は、覚えがある。


    　日ひ留る女めちゃんにわたしの立場を譲っていたとき、わたし自身がかがみに会いに行って、けんもほろろに対応されたとき。


    　顔面キックされたときだ。


    　あのときも──かがみは、魂の隅っこに残されたわたしとの友情から、落らく涙るいした。


    　誰よりも、そばにいてくれて──愛してくれた、大事なかがみ。


    　彼女は震ふるえながら、すぐに、『改変』を突破してわたしを思いだしたのか。


    「さ、さみ──さん」


    　指先を伸ばして、わたしに触れた。


    　幻ではない、と確かめるみたいに。


    　そのままぎゅうっと抱きしめてくる。


    「う、うん。そうそう、わたしわたし、鎖々美さん鎖々美さん」


    　なぜか目を逸そらして、念を押すようにそう言うわたしだった。


    　かがみが見たことないぐしゃぐしゃの泣き顔で抱きついてきて、わたしの胸元に顔を押しつけて噎むせいでいる。


    「ママり～ん！」


    　遅れて、たまがものすごい勢いでダッシュして飛びついてきた。


    　後ろ向きに倒れそうになりながら、わたしがそれを抱きとめる。


    　つるぎも縄を「うりゃあ！」と引きちぎって、横で藻も搔がいているお兄ちゃんも解放させてあげると、駆け寄ってくる。


    　みんなが、わたしに抱きついてくる。


    　押しつぶされそうになりながらも、わたしは嬉うれしそうな、それでいて何だか気に食わなさそうな──あいまいな表情をしていたけれど。


    「そうだそうだ、鎖さ々さ美みだ！　何かが足りないと思ってたんだよ、ちっくしょ！」


    　つるぎが拳こぶしを握りしめ、悔いるように。


    「あたしとしたことが、『改変』されてたっていうのかよ──今の今まで！　ごめんな、鎖々美！　ちゃんと思いだしたよ～！」


    　泣きべそをかいてる。


    　その横ではたまが「ママりん！　りんりん！」と夢中でわたしのほっぺをペロペロしている。舐なめんな。


    　お兄ちゃんが静かだと思ったら、その場に昏こん倒とうしている。


    　嬉しすぎて、文字どおり昇天したのだろうか……。


    　そんなみんなの反応に、わたしは苦笑いして。


    「まったくもう、おおげさよ──じゃなくて、おおげさ……だよ？」


    　独り言のように。


    「何よ、こんなにいっぱい愛されてたのね、あんたは。なのに、いつも寂しそうな顔してさ──生意気よ。あんたはいつも、こんな場所にいたのね……」


    　ぎこちなく、しっかり抱きついて動かないかがみの頭を「よしよし」して。


    「世界を救わなくても、こんなに幸せじゃない。果報者のくせに、これを置き去りにして──主人公でもないくせに、いけにえになったのね。馬鹿よ、鎖々美さん……」


    「？　どうかしましたか？」


    　かがみが戸惑うように見てきたので、わたしは髪の毛をかきあげる仕草をして。


    「何でもないわよ、ぎょ～ちゃん」


    「ぎょ？」


    　目を丸くする、この時系列のかがみは──その呼称を知らない。


    　この時代のわたしだって。


    



    　もちろん、この『わたし』は姿と立場を変えた、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんである。


    



    　この歴史のわたしは、自らがんばってシヴァに挑み、敗北し吸収された。


    　すでに、わたしはシヴァの胃袋のなかだ。


    　それを助けだすのは、不可能だろう。


    　シヴァを倒してお腹なかを切開すればいいのかもだが、彼女は強大すぎる──至難だろう。


    　ゆえに、情雨じようちゃんはわたしに成り代わったのだ。


    　主人公ぶって失敗した愚かなわたしの立場を、そっくり代行している。


    　そして、この世界観に足りない『月つく読よみ鎖さ々さ美み』というパーツを、穴埋めしている。


    『神格』の低下している邪や神がみ三姉妹は、それを見抜けないようだった。


    　それだけ情雨ちゃんは巧妙に、わたしに似せてその見た目や霊体を取りつくろっていた。


    　そんなにいっぱい、情雨ちゃんのなかにわたしは残っていたのだ。


    　なぜかみんなに胴上げされながらも、わたし──情雨ちゃんは、溜ため息いきをついて。


    　内心でそっと、どこかから見ているのだろう母親に、交神チヤツトを飛ばす。


    ジョー【ママ、聞こえる？】


    キツネちゃん【はい、『おじょうさま』】


    ジョー【わかってるわね、これはあくまで時間稼ぎ──あたしだって、ずっと鎖々美さんの代役なんてふざけた立場は嫌いやよ。過去じゃなくて現代に、あたしの居場所はある。でも、このままこの歴史を放置してたら、その現代がやってこなくなるわ】


    キツネちゃん【ええ、ここで歴史を軌道修正して、ある程度は元に戻さなければ、シヴァが歪ゆがめたとおりにすべての流れが固着してしまいますわ。あたくしも復活できず、歴史の『改変』もできなくなり、誰もシヴァを止められなくなります】


    ジョー【そうね。だいたい、気に食わないのよ。世界を守るために自ら犠牲に、なんて鎖々美さんは認めないわよ。腹が立つから、邪魔してやるのよ。あたしは世紀の大悪党だからね。このまま、あたしは鎖々美さんの立場を代行し、歴史の穴埋めをして、元どおりの流れに戻すわ】


    キツネちゃん【そうして『おじょうさま』が現状維持をしてくれている間に、あたくしが事態の元凶であるシヴァを倒し──あるいは、歴史の『改変』をやめさせればよろしいのね？】


    ジョー【そうよ。鎖々美さんを犠牲にして、ふざけたハッピーエンドを演出するシヴァの、胸ぐら摑つかんでぶん殴なぐってやるのよ】


    キツネちゃん【ええ、歴史の『改変』で時空間をまたいで移動するシヴァを追うのは、あたくしが適任ですしね。信じて、待っていてくださいませ。必ず、あのひとを止めてみせますの】


    ジョー【頼んだわよ、ママ。気をつけてね、こんな浮かれたところに取り残されるのは嫌よ。迎えにきてくれるの、待ってるからね】


    キツネちゃん【はい、よい子にして、お待ちくださいませ♪】


    ジョー【ふん、因いん果が応おう報ほうが印度インド神話の基本でしょ──ふざけた真ま似ねをしてるシヴァに、痛烈なしっぺ返しを食らわせてやりましょ】


    　そこまで会話を交わして、ぽつりと、情雨ちゃんはつぶやいた。


    「まぁ、待ってるだけなら気楽な立場だわ──そこそこ、居心地もいいしね」


    　何だかすべて馬鹿馬鹿しくなったように、そっと目を瞑つむる。


    　時空をまたいだ戦いは、つづく。

  


  
    



    第四話／彼女の世界


    



    
      時系列【一年前（月つく読よみ鎖さ々さ美みは高校二年）晩春──桜こノの花はな咲さく夜や学園女子トイレ】
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    「……あによ。鬱うつ陶とうしいわね、あんた──あたしに何か用なの？」


    　全身から棘とげを生やすようにつんけんした態度で、不機嫌そうに、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんがトイレの洗面所で両手をじゃぶじゃぶしている。


    　桜ノ花咲夜学園の制服をきちんと着ていて、遮光器土偶によく似た髪飾りで長くきれいな白髪をまとめている。


    　ポケットからハンカチを取りだして、丁てい寧ねいに手を拭ふいている。


    　そんな彼女のすぐ間近に、過去のわたし──月読鎖々美が立っている。


    　えらく上機嫌そうで、頭のネジが何本か抜け落ちたような満面の笑みだ。


    　わたしは恋するように目を潤うるませて、情雨ちゃんにすり寄ると甘ったるい声をあげる。


    「うふふ～、用なんてないよ～♪　ただ、あた──じゃなくて、情雨ちゃんと仲良くしたいだけだよぉう～♪　『鬱陶しい』とか言わないでよ、ほんとは寂しいくせにっ♪」


    　やけに親しげに、情雨ちゃんの横っ腹を肘ひじで「ぐりぐり」と押したりしている。


    　情雨ちゃんは本格的にウザそうに、むしろ不気味そうに顔をひきつらせて。


    「意味わかんないわよ、あんたがあたしの何を知ってるっていうのよ──っていうか、寄ってこないでよ。あたし、いまのあんたには興味ないんだから。そう言ったでしょ？　あんたなんかに関わりたくないの、わかったらどっか行ってよ！」


    　大声で怒鳴ったが、わたしはどこ吹く風で、だらしなく「えへ、えへ」と笑っている。


    　ともあれ、この時代──二年生の春にはご覧のとおりに、わたしと情雨ちゃんはほとんど接点をもっていない、ほぼ他人である。


    　というのも、一年生の冬の段階でわたしの『最高神のちから』はお母さん──月読呪じゆ々じゆに移ってしまっており、わたしには一般人に毛が生えた程度の霊能力しかなくなっているのだ。


    　この時代、悪徳オカルト結社『アラハバキ』の元締めだった情雨ちゃんにとって、そんなわたしなど何の役にも立たない無価値な存在なのである。


    　いつか殺しあう運命さだめにある宿命のライバル、などと嘯うそぶいてはみても──情雨ちゃんにとってわたしは取るに足らない、敵対するにも値しないどうでもいい存在、だったのだ。


    　この時点では。


    「うふふ～♪」


    　そのはずなのに、過去のわたしはなぜかそんな情雨じようちゃんにガンガン求愛していた。


    「えいっ☆」


    　おもむろに、わたしが情雨ちゃんの腕をとって、ぎゅうっと自分の身体からだに押しつけるようにして抱きしめる。


    　ぴったり密着し、そんな自分と情雨ちゃんの顔を取りだした携帯電話で写メる。


    　自画撮りだ。


    　画面にうつった幸せいっぱいのわたしと、目を白黒させている情雨ちゃんのツーショットを見て、わたしは不気味に「うふふふふ」と笑った。


    「うふ、ふふふっ──いい写真が撮れちゃったあ♪　ぴったりくっついて、ラブラブっぽい♪　世界でいちばんお友達っぽぉい、うふふふふ♪」


    　そのあまりにも変態的なわたしに、情雨ちゃんが「ぞっ」として青ざめる。


    　思いっきりわたしを振り払い、威い嚇かくするように牙きばを剝むいて怒鳴った。


    「な、何なのよあんたっ!?　さっきから、キモいわよっ!?　鳥肌立っちゃったじゃない、もうもうもうっ！　どういうつもりよっ、喧けん嘩か売ってんの!?　闘やろうっていうんなら相手してやるわよ、叩たたきつぶしてやるっ！」


    「んも～う、あた──じゃなくて、情雨ちゃんったらっ♪」


    　わたしは表情を変えずに、じりじりと情雨ちゃんをトイレの壁際に追いつめる。


    　ひっ、と息を呑のみ得体のしれぬ雰囲気のわたしに怯おびえる情雨ちゃんを、うっとり眺め。


    　そのほっぺを「ちょんっ♪」とつつく。


    「わかってる、あた──わたしにはぜんぶわかってるからっ♪　他人との距離のとりかたがわからないんだよね、でも怖がらなくていいんだよぉう♪　わたしなら情雨ちゃんをこの世の誰よりも愛してあげられる、ぜんぶ満たしてあげられるからぁあっ♪♪」


    「ひ、ひいっ──もうっ、嫌いやぁあああっ！」


    　情雨ちゃんは涙目になって、夢中でわたしを突き飛ばして脱だつ兎とのごとく逃げた。


    　走り去る情雨ちゃんを、わたしは指を口にくわえて「もじもじ」しながら。


    「ふふっ、可愛かわいいっ♪　照れ屋さんで、誇り高くて、いじらしくて──さすが、あたし！」


    　握ったままの携帯電話の画面を、眺める。


    　そこには先ほど撮影したもの以外にも、たくさんの情雨ちゃんとわたしのツーショット。


    　すべての写真で、例外なく情雨ちゃんは引きつって、あるいは怯えていた。


    　けれどわたしは満足そうに──そっ、と携帯電話を己おのれの胸元に押し当てて。


    「ふふ、ふふふ……。完かん璧ぺきな計略だわ……。この時代から徐々にあたしと鎖さ々さ美みさんの仲を進展させておけば──現代に戻ったとき、ぎょ～ちゃんよりも誰よりもいちばんの仲良しになってるはず♪」


    　そんなわたし（？）の、すぐそば──。


    　開きっぱなしのトイレの窓から、一羽の小鳥が舞い降りてくる。


    　その小鳥は「うふふ、うふふふ」と夢心地で笑いつづけている気持ちの悪いわたしの頭に羽を広げて留まると、おもむろにその鋭利な嘴くちばしでグサッと突いた。


    「あ痛ぁっ!?」


    　そこでようやく、わたしは頭上の小鳥に気づいて──目を丸くする。


    「あら？　あんたガルーダ？　何よ、ひとが楽しんでるっていうのに」


    　むんずとその小鳥──『翼よく将しようガルーダ』の変化した姿なのだろう、を摑つかむわたし。


    　手のひらにガルーダをのせてあげて、不思議そうに。


    「あんた、ママについてったんじゃなかったのね。……ん？　なぁに？」


    　その嘴に耳を添えて、「ふんふん」と頷うなずく。


    　ガルーダはあまり喋しやべらないが、こうして触れていれば霊力をとおして気持ちを伝えることもできるのだろう。


    「あたしを保護？　そうね、ヴィシュヌ──シヴァのやつの狙ねらいは、一貫して過去の鎖さ々さ美みさんだったしね。今はあたしが月読鎖々美だから、シヴァのやつがあたしを狙ってくる可能性は高いもんね」


    　そう、ややこしいが──この過去のわたしは、月つく読よみ鎖々美ではない。


    　中身は、心──『神霊』は、情雨じようちゃんなのである。


    　シヴァの計略によって本来のわたしは彼女に吸収され、消失してしまった。


    　そのせいで形成されたのが、わたし不在のあのラブコメっぽい歴史だったのだが。


    　そんな歴史を潔いさぎよしとしなかった情雨ちゃんが、同じヴィシュヌの権アバ現ターでもある己おのれを『改変』し、わたしの立場にそっくり収まった。


    　そして、わたし──月読鎖々美の代理として、歴史の穴埋めをしてくれている、というのが現状である。


    　シヴァに本来のわたしごと強ごう奪だつされた『最高神のちから』は取り戻せてはいないし、応急処置ぐらいにしかならないが、たしょうは歴史も本来の流れを取り戻しつつある。


    「あたしにもママの血が流れてるし──歴史の『改変』の能力も、すこしはある。それを活用して、時空の歪ゆがみをたしょうは矯正してるけど。あくまで時間稼ぎだわ、今回の事件の中心であるシヴァをどうにかしないかぎり、根本的な解決にはならない」


    　理想としては、シヴァを追いかけた玉たま藻もの前まえさんが彼女を討とう伐ばつしてくれることだろう。


    　歴史に介入しているシヴァがいなくなれば、あらためて玉藻前さんたちが歴史を修正し、元どおりにできる。


    　逆にいえば、シヴァを倒さないかぎり──何度でも彼女は歴史に介入し、自分に都合のいいように『改変』してしまう。


    　臭い匂においは元から断て、ということだ。


    　シヴァを倒さないかぎり、歴史を修正しては乱され、元どおりにしては歪ゆがめられ、永遠にいたちごっこをつづける羽目になる。


    「あたしも面白くって過去のあたし蝦怒川情雨と仲よくしてみたりしたけど、その程度じゃあ時空はおおきく歪まない──重要人物が死んだりとかすれば、わからないけどね。歴史の強制力ってものもある、たいていのことは強引に辻つじ褄つまがあわされるはずよ」


    　情雨じようちゃんは独り言のように、そう言った。


    　逆に歪んだかたちで歴史が固着してしまえば、何をどうしようが元どおりにするのは難しくなってしまう。


    　そのために、変なふうに時空が乱れたままにならないよう、情雨ちゃんはわたしの代理としてこの歴史に残ったのだ。


    　時空をまたいだシヴァとの戦いは難解でややこしいが──いまのところ、決定的な破は綻たんもせずに何とかしのいでいる、といった状況だろうか。


    「とはいえ、あんたがいてくれるなら都合がいいわ、あたし──しばらく休眠するから」


    　ガルーダをそっと肩に置いて、おおきく欠伸あくびをすると。


    「あたしの自意識を保ったまま、鎖さ々さ美みさんの役割を果たしつづけるのは無理があるわよ。余計なことばかりしちゃうし、それで歴史が歪んじゃったら本ほん末まつ転てん倒とうだわ。だから、あたしはしばらく自意識を凍結する、そんで緊急事態が発生したときだけ浮上して対応するわ」


    　己おのれの胸元に手を添えて、微ほほ笑えむ。


    「この身体からだは自動的に、鎖々美さんっぽい活動をするようにプログラムしておいたから──てきとうに、歴史どおりに動くでしょ。その間は、わたしはなるべく霊力を消費しないよう休眠して、ママがシヴァを退治してくれるのをじっと待つわ」


    　すこし不安そうに。


    「もし、ママが失敗したら──シヴァに負けたら、なんて考えたくないけど。ママはあたしを置いて死んだりなんてしない、それは信じてる。やばくなったら逃げてきて、合流してくれるでしょ。そのとき、今後の方針をみんなで話しあいましょう」


    　握り拳こぶしをつくって、勇ましく。


    「シヴァが、あたしのほう──過去の鎖々美さんのほうにちょっかいをかけてきたら、あたしがシヴァのやつをぶん殴なぐって倒してやるわ。……ん？　なぁに？」


    　ガルーダがふわふわの羽毛を情雨ちゃんのほっぺに擦すり寄せて、ちいさく鳴いた。


    「見たいものがある？　どういうこと？」


    　すこし思案して、納得したように頷うなずくと。


    「あぁ、言われてみればそうね──この身体はシヴァ＝ヴィシュヌの権アバ現ターでもある、あいつの分身みたいなもんだもんね。この身体からだには、霊体には、あいつの名な残ごりがある。あいつの記憶が残っているかもしれないわね」


    　ヴィシュヌの分身、権アバ現ターとしての身体──つまり、彼女のいちぶ。


    　そこには年輪のように、ヴィシュヌのすべてが刻まれている可能性が高かった。


    「なるほど、あいつの記憶を辿たどるのね──あたしが休眠してる間、夢を見るみたいに。なかなか面白そうじゃない。敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず。あいつ、何考えてんのかわかんないもんね。どんな生い立ちで、どんな経験をして、何を思ってきたのか、それを追体験していけば、……すこしはあいつのことがわかるかも？」


    　飄ひよう々ひようとした、印度インド神話の女神──その内心に迫れば、彼女が今回の事件を起こした真意もすこしは摑つかめるかもしれない。


    　敵の目的がわかれば、対策もたてられる。


    　戦える。


    　それは、情雨じようちゃん好みの発想だった。


    「ん？　危険をともなうかもしれない？」


    　ガルーダが何かを伝えたのか、情雨ちゃんは目を丸くする。


    　そう、他人の記憶を追体験すると簡単に言ってはいるが、それは他人の心に己の心を重ねあわせるということだ。


    　自分と他人の境界線が曖あい昧まいになり──深く記憶の海に潜りすぎれば、帰ってこられなくなる危険性もある。


    　けれど情雨ちゃんは怯ひるまずに、ふわふわした髪をかきあげて。


    「馬鹿ねガルーダ、あたしを誰だと思ってるの？　あたしは数あま多たの『神々』を食らい、それを従え王者のように君臨していた『まつろわぬものアラハバキ』の持ち主だったのよ」


    　威風堂々と、髪をかきあげて。


    「自分の心を保つ方法ぐらい、弁わきまえてるわ。だいたい、あんたがあたしたちを巻きこんだんでしょうが──今さら何を言ってんのよ？」


    　ちょん、とガルーダのちいさな頭をつつくと、豪ごう気きに笑った。


    「だいじょうぶ、戻ってこれなくなるぐらい深く潜るつもりはないから──ていうか、ヴィシュヌって紀元前から存在する『神々』でしょ、たしか。いちいち追体験してたら途方もない時間がかかっちゃうわ、あらすじだけなぞるように見るだけにするつもりよ」


    　方針を決めたら、情雨ちゃんは迷わない。


    　いつでも即断即決、即行動──それが、情雨ちゃんである。


    「じゃ、あたしは休眠するから。その間は、あんたはあたし──過去の鎖さ々さ美みさんを見ていてちょうだい、身を挺ていしてでも守んのよ。何かあったら、起こして」


    　目を閉じて、己の『神霊』を深く休眠させながら。


    　己おのれの霊体の奥深くにある、ヴィシュヌの記憶に接続する。


    「ヴィシュヌ──あんたは、どんなふうに生きてきたの？　何を考えていたの？　あんたの願いは何なのかしら？」


    　印度インド神話の『最高神』が辿たどってきた生涯を、追体験し始める。
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    　こんにちは！


    　こんにちはこんにちはこんにちは！


    



    　神さまです！


    



    　お困りのひとはいませんか！　助けてほしいひとはいませんか？


    　何でも求めてください！　望んでください！


    　どんな願いでも叶かなえてみせます！


    　あたしは神さまですから！


    　みなさまの役に立つことがあたしの喜び！　存在意義！


    　どんな富も恵みも大盤振る舞い望むがままです！


    　分け隔てなく与えてみせます！


    　神さまですから！


    　あたしは神さまですから！


    　──飢えて苦しんでいるひとがいる？


    　そのひとの家をご飯とお菓子でいっぱいにしてあげる！


    　──病気で動けないひとがいる？


    　あっという間に治療して健康にしてあげる！


    　──好きなひとがいる？


    　相そう思し相そう愛あいにしてあげる！


    　──貧乏？


    　溢あふれるぐらいのお金をあげる！


    　──敵がいる？


    　倒してあげる！


    　──ばくぜんと不安？


    　満たしてあげる！


    　何でも願って！　何でも叶かなえてあげる！


    　それが神さまだから！　あたしは神さまだから！


    「神さまーっ！」


    　また誰かが呼んでいる。


    「神さま！　いつもありがとう！」


    　万ばん雷らいの拍手と歓声が鳴り響く広間だった。


    　古代印度インド、おおいなるガンジス河ガンガーのほとりにある宮殿である。


    　古代印度王朝は世界的にも類を見ないほどに繁栄し、そこここに荘そう厳ごんな宮殿と神殿が建ち並んでいて、その立派な庭には花々が咲き誇っている。


    　すべてが金銀細工で埋め尽くされ、芸術的に飾られて、そこに収まりきらないほどの群衆も明るく朗ほがらかで健康的で、身なりも上品だ。


    　誰もが満ち足りていて、満面の笑みを浮かべている。


    　諸もろ手てをあげ、まるで太陽に触れようというように万々歳と──空を仰ぎ、足を踏み鳴らし、熱狂している。


    　この国は栄華を極めていて、民もすべて幸福のなかにいる。


    　それを、あたしは喜ぶ。


    　もっと望んで！　願って！　請こい求めて！


    　どれだけでも際限なくこれ以上ないぐらいに満たしてあげる！


    「神さま──」


    　溢あふれかえる民衆のなかから、ひとりの少女が進みでる。


    　うつくしい、まだ年とし端はもいかぬ幼子だ。


    　チョコレート色の肌。


    　最上級の民族衣装。


    　巻かれた飾り布には神を称える言葉と絵画が縫ぬいこまれている。


    　頭部も手足首も黄金で飾られ、太陽の日差しを浴び、彼女自身が宝石のように輝かしい。


    　全知全能たるあたしは、その少女の生い立ちから名前、家族構成から内心のすべてまで瞬時に理解できる。


    　だから、彼女が何を望もうとも叶えてあげられる。


    　なぁに？　あなたも願うの？


    　いいよ、何でも言って！


    　求めて！　成じよう就じゆさせてあげる！


    　少女の後ろには、群衆のなかでもとくべつに身なりのいいお大だい尽じんたちが立ち並んでいる。


    　神官や王族、最も信仰心に厚く神に近いひとびと……。


    　彼らは少女の背中を押し、その場に跪ひざまずかせ、神に対しての最上の敬意を表現させる。


    　彼らも、周りの群衆もすべて──幸福そのものの笑顔だ。


    　にこにこして、頰ほおを紅潮させ、穏やかだ。


    　当然だろう、彼らは望めば何でも叶かなう。


    　満ち足りているのだ。


    　不満があるとしたら、幸せすぎて困っちゃう──ってところだろう。


    　少女だけが笑っていない。


    　地べたにおでこを擦こすりつけて、平ひれ伏ふし、その肩が小刻みに震ふるえている。


    　それを見て、あぁ──と、あたしは理解する。


    　この少女が何なのか、あたしは、すぐに把握してしまう。


    「神さま！　これが我々の感謝のしるしです！」


    　少女の後ろに立った上等な絹衣をまとった神官が、おおきな斧おのを振りあげた。


    　彼もまた笑顔で、その手にした巨木も切り倒せそうな凶器と、何だかちぐはぐだ。


    　狂気を含んでいる。


    　少女は背後で神官が斧を振りあげたのを確認してから、そっと顔をあげる。


    　そして、ぎこちなく笑みを浮かべて、他のものと同様に両手を高くあげた。


    　手のひらを太陽に。


    　そう、あたしは太陽──この国に恵みをもたらす、全知全能の『太陽神』。


    　瞳が灼やけるのも構わずに、少女があたしを凝視する。


    　その内心には、恐怖はない。


    　喜びと、幸福しかない。


    　そういうふうに育てられたのだろう──表情も、笑顔だ。


    　けれど彼女の本能が、人間性が、震えている。


    　この日のために生み育てられた少女──。


    　その人生のすべてが、視線となってあたしに注がれている。


    　何も考えていない。


    　感じていない。


    　運命に流されている。


    　それを当たり前だと信じている。


    　けれど、少女は何かを問いかけているようだった。


    　なぁに？　何を求めてるの？　何が言いたいの？


    「神に捧げます！」


    　呆あつ気けなく、そこで神官が斧おのを振りおろした。


    　分厚い白刃が、少女の首を落とした。


    　その生命ごと。


    　笑顔の群衆のそばに、少女の生首がころりと転がる。


    　大歓声が弾はじける。


    　荘そう厳ごんな楽曲が垂れ流される。


    　人々は欣きん喜き雀じやく躍やくして、互いに抱きあい涙を零こぼし興奮し卒そつ倒とうするものまでいる。


    「神よ！　これからも──我らの願いを叶かなえてくださいませ！」


    　少女の生首を恭うやうやしく神官が掲げて、太陽に見せつける。


    　いまだ鮮血を零している少女の残ざん骸がいの、口に含んだ最後の吐息が──言葉を紡つむいだ。


    　歓声にかき消されて、誰の耳にも届かない。


    　けれどあたしは全知全能だから、彼女が何を言ったのか、察した。


    　か。


    　み。


    　さ。


    　ま。


    　赤子のようにあたしを呼んで、あどけなくも幼い少女の人生は──途切れた。


    



    　それは、犠牲祭と呼ばれていた。


    



    　いけにえの儀式である。


    　古代の神話においては、ごく当たり前のものだ。


    　アステカ神話、マヤ神話、連綿とつづくギリシア神話やエジプト神話やその他もろもろ、歴史深い神話も必ず初期にはこの野蛮にして神聖な儀式を含む。


    　ただの残ざん酷こく趣味ではなく、必要な儀式だし、だから誰も疑問を差し挟まない。


    　ひとりの少女の命を捧げて、他のものたちは途方もない恵みを神さまから受けとる。


    　便利で効率的で、素晴らしい──この時代、ひとの命というものはあまりにも軽く、病苦や戦争で死ぬよりずっと、神に捧げられるのは名誉ですらあった。


    　少女の屍し骸がいは豚や鶏とともに並べられ、きれいな花をちりばめられ、恭しく焼かれる。


    　天に届けと、少女の命が混じった煙が高らかにたちのぼる。


    　少女の生命をとおして捧げられた彼らの信仰心は、あたしのもとまで届く。


    　とろりとした、血のような乳。


    　天上の美酒──神を神たらしむ、尊とうとき甘アム露リタ。


    　あたしたち『神々』は人々の願いを叶える。


    　その対価として、民衆は犠牲祭をとおして甘アム露リタを捧げる。


    　甘アム露リタを摂取しつづけなければ、あたしたちは神性を保てない。


    　それは、ちからづよい霊力の結晶だ。


    　人々の信仰心と生命が凝縮された甘アム露リタを狙ねらい、悪魔や他の『神々』などが、虎こ視し眈たん々たんとあたしたちの立場を奪おうと画策している。


    　あたしたちはそんな、文字どおり甘い汁を吸おうとする連中と権けん謀ぼう術じゆつ数すうの渦巻く小こ競ぜりあいをつづけながら、甘アム露リタを得るために人々の願いを叶かなえ──ご機嫌をとり、恵みを与え、彼らの信仰心の対価としてその願いを叶えつづける。


    　税金のようなものだ。


    　人々が甘アム露リタを捧げ、あたしたちは彼らの生活を守る。


    　単純な仕組みだ。


    　だがそれが、古代の神話のよくあるかたちだった。


    　少女の返り血を浴び満面の笑顔の群衆──彼らを見たくなくて、あたしは雲で己おのれを覆おおう。


    　太陽あたしが陰り、恵みの雨が大地に染みこんでいく。


    　それすらも喜ばれ、歓声があがる。


    「神さま！　神さま！　神さま！」


    



    　うるさい。
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    　その時代、太陽は獄ごくに繫つながれていた。


    　雷と風こそが世界の支配者だった。


    　天変地異の権ごん化げにして古代印度インド神話における『最高神』、インダス文明の統治者にして屈強な武神である『暴風』インドラ──その強大な『神々』に、あたしは扱こき使われる奴隷のような存在にすぎなかった。


    　もともと、あたしは泉や河川などを司つかさどるちいさな『神々』だった。


    　ちょっとちからの強い精霊、ぐらいの権能しかなかったのだ。


    　あたし──ヴィシュヌは、この国に無数にいるそんな『神々』のひとりにすぎなかった。


    『神格』はあまり高くなく、他の『神々』に従属して、何とか糊こ口こうをしのいでいた。


    『神々』の統治したこの国の、末端の事務員──その程度の、下働きだったのだ。


    　全知全能、とはこの当時から謳うたわれていたが、それはこの時代──『神々』ならば誰もがもっている性質にすぎなかった。


    　特別なところはどこもなく、『神々』としての序列も低い、『暴風』インドラの召使い。


    　それが、あたしだった。


    　あたしの日々の仕事は、人々の信仰心と生命力の固まりである甘アム露リタを犠牲祭をとおしてかき集め、この身に宿して──溜ためて、インドラに上納することだった。


    　あたしは国中を回って人々の願いを叶かなえ、その見返りとして甘アム露リタをたっぷりと得て、それをインドラに捧げる。


    　甘アム露リタが税だとしたら、徴税官のような立場だった。


    『神々』は上位者に逆らえない、あたしは唯い々い諾だく々だくと従うしかなかった。


    　当時、ちからのある『神々』は己おのれの本拠地である『天国』をヒマラヤ山脈の周囲などに建築し、互いに覇はを競いあっていた。


    　いろんな規模の集団が小こ競ぜりあいをつづける、戦国時代みたいな感じだった。


    　あたしはそのなかでも最も荘厳な、インドラの『天国』に出仕する。


    　万神殿と謳うたわれるインドラの『天国』では彼が従属させている無数の『神々』がいつも宴うたげを開き、歌い踊り、霊力に満ちあふれていた。


    　余よ所そでは見たこともないような兵器などが並んでいるのは、印度インド神話でも屈指の武神たるインドラならでは──華美な軍事施設、それがこの『天国』の有様だった。


    　その最も奥にあるインドラの寝所に、あたしは直行する。


    　その神性を保証する甘アム露リタを、『神々』はいつも血ち眼まなこで狙ねらっている。


    　他のものに横取りされぬよう、こそこそと行動するしかなかった。


    『天国』の最奥にある霊峰の頂点、霧深い位置に、インドラの寝所はある。


    　警戒心の強いインドラはあたしの他にはあまり『神々』を近づけず、最近は結界を敷き防備を張り巡らせた寝所に引きこもって、一歩も外にでようとしなかった。


    　インドラの許可がなければ踏みこめないその聖域に、あたしは招かれて参上する。


    　あたしは従順だったし、ちからの比べっこではとてもインドラにかなわない──それでもインドラは寝所の奥から猜さい疑ぎ心しんに満ちた視線を向け、びくびくとしていた。


    　平へい伏ふくしたあたしのそばで、寝所の御み簾すからおおきな腕がのびてくる。


    　雷雲をともなう、『暴風』インドラの[image: ]たくましい巨指が、あたしの首根っこを摑つかむ。


    　迅雷が迸ほとばしり、あたしの肌を炙あぶった。


    　古代において、雷──神鳴こそが、『最高神』の証明だった。


    　ギリシア神話の『すべての愛』ゼウスと同様に、その荒ぶる強大な破壊力こそが、『神々』の地位を保証していた。


    　壊して、殺して、奪う。


    　そして君臨する。


    　武力の時代だった。


    　インドラのおおきな手のひらが、あたしの腰をひと摑みにしてしまう。


    　体格差がありすぎる、ぬいぐるみのように軽々と運ばれて──寝所に引きずりこまれる。


    　あたしも抵抗はしない、いつものことだ。


    　瞑めい目もくし、眩まぶしい雷光の輝きのなか、身を竦すくませて。


    　激痛が走る。


    　インドラが、あたしの腋わきに嚙かみついていた。


    　ぎざぎざに尖とがった、野獣のようなインドラの歯が、あたしの肌に食いこんでいる。


    　骨ごと咀そ嚼しやくされ、あたしの体内に溜ためこんだ甘アム露リタが啜すすられる。


    　乳を吸う赤ん坊のように、インドラは夢中だった。


    　あたしは痛みを堪こらえながら、そっと我らが『最高神』を一いち瞥べつする。


    　痩やせ衰えている。


    　枯れて萎しぼんだ、老人である。


    　かつて威い風ふう堂どう々どうと君臨していた一いつ騎き当とう千せんの武神、『暴風』インドラの威い容ようはすでに見る影もなく、地獄に蠢うごめく餓が鬼きのようだった。


    　それでも己おのれを豪華な武ぶ具ぐ甲かつ冑ちゆうで飾りたてているのは滑こつ稽けいですらあって──見たくなくて、あたしは目を瞑つむる。


    　その間にも、インドラは必死に甘アム露リタ──信仰心の凝縮された、聖なる乳を吸いあげる。


    　時代の変化とともに、人々の信仰は変遷していく。


    　求められるものが、刻一刻と切り替わっていく。


    『最高神』と崇あがめられ、万神殿の長となり、栄光を極めていた『暴風』インドラすらも──やがては飽きられ、時代にそぐわなくなり、ごみのように捨てられる。


    　人間がまだ野獣とさほど変わらず、弱じやく肉にく強きよう食しよくのなか血で血を洗う闘争を繰りかえしていた古代においては、武神たるインドラの信仰は盤ばん石じやくだった。


    　けれど民は農耕や牧畜で食糧の生産量を安定させ、人口が増え国境を定め戦争を忘れて──ゆっくりと、満ち足りていった。


    　人々は富貴となり、財産を築きあげ、それを失うのを恐れ始めていた。


    　戦争という野蛮な手段で、積み重ねてきたすべてを失うリスクを避けるようになり──生命の価値は、肥大していった。


    　人殺しをナンセンスとする倫理観も育ってきて、だんだんと犠牲祭が行われる頻ひん度ども減ってきていた。


    　それに比例して、あたしたち『神々』は信仰を失い始めていた。


    　人々は金を宝石を我が身に抱きしめ、己こそが最も偉いのだと勘違いを始めて、『神々』を蔑ないがしろにした。


    　幸福になったのも財産を得たのもすべて自分のちからだ、などと驕おごり、あたしたちから遠ざかっていった。


    　とくに争いにしか権能を発揮し得ないインドラはお役御ご免めんになりつつあり、他の『神々』に地位を奪われることを恐れて身を隠し、あたしのような従僕に甘アム露リタを届けさせてそれを啜すすって生きながらえているだけ。


    　インドラは強大な己おのれを維持するために、常に大量の甘アム露リタを求める。


    　ほとんど中毒になっていたのだ。


    　どれだけ甘アム露リタを集めようが、かつての栄華を取り戻せるわけもなかろうに。


    　すでに信仰されていない彼は、あたしからどれだけ甘アム露リタを徴収しても気休めにすらならず、ゆっくりと衰弱し希薄になっていく。


    　哀れな、『最高神』。


    　でもそれは、この時代の『神々』すべてが抱かかえている不安だった。


    　地上の主ははびこる人間たちになり、ちから関係は逆転しつつある。


    　人々は富み、傲ごう慢まんになり、『神々』への敬意を忘れていった。


    　それでも、あたしたちは彼らに縋すがることでしか生きのびることができなかった。


    　おちぶれた『神々』と人間の距離は遠のいて、名前のみを残して、人々の世界から消えていく──それは古代、どこの国でも見られる信仰の衰退だった。


    　人々と『神々』の別離。


    　けして避け得ぬ、むなしき末世。
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    　あたしは失神していたようだった。


    　目を瞑つむり甘アム露リタを啜られているうちにうつろになって、そのまま断線するようにして意識が途絶えていたのだ。


    　止血もしていないので、嚙かみくだかれた腋わきからとめどなく甘アム露リタが溢あふれている。


    　あたしはそれを指先で押さえ、傷口を塞ふさぐ。


    　豪壮なインドラの寝所、その壁に背中を預け、すこし休んだ。


    　すぐ間近にある御み簾すに囲まれた寝台では、淫いん靡びな水音と声が垂れ流されている。


    　印度インド神話は陰おん陽みようの結合であるその男女の行為を否定しない──むしろ、古代においてはおおきく礼賛されていた。


    　だから慣れてはいるし、気恥ずかしいと思うほど純情でもないけれど。


    　疎外感に、すこし寂しさをおぼえる。


    　あたしは水の女神だが、水は農地を肥やし作物を与えることから恵みの象徴とされ──それが拡大解釈されることで、『太陽神』の性質も付加された。


    　ふりしきる陽光、恵みそのもの。


    　民の願いを叶かなえつづけたあたしは、そんな権能を有していた。


    　太陽になってしまったあたしには、誰も触れない。


    　すくなくとも、抱こうなんて思わない。


    　インドラもあたしから甘アム露リタを啜すすることはするが、それ以上のことはしない。


    　傷を舐なめあうこともできない、冷たく乾いた主従関係──。


    　何だか儚はかない気分になって、あたしは己おのれを『改変』してつくりかえる。


    　チョコレート色の肌。


    　印度の民族衣装。


    　身体からだ中を飾った金銀細工はいけにえの証。


    　今日、犠牲祭であたしに捧げられた──あの少女だ。


    　かみさま、とだけつぶやいて、民のため国のためにうら若き命を散らしたあの子。


    　憧れているように、必死に手をのばして、あたしに触れようとしていた──。


    　けれど、あたしなんて崇すう拝はいされるような存在じゃない。


    　世界の主役は、『神々』ではなく人間になろうとしている。


    　こんな時代に、あたしのために捧げられ、その人生すべてを搾しぼってつくられた甘アム露リタすらも、インドラを醜く老いさらばえさせるために用いられている。


    　報われない、彼女──その姿を模したのは、気まぐれだ。


    　あたしの原質は水。


    　水は流れ雨となり河となり常に姿を変遷させる。


    　後にあたしがいくつもの権アバ現ターを使いわけ、無数の『神々』を習合しひとつのおおきな流れとなれたのも、この原質に因よる。


    　このまま、少女の態ていのまま人間たちに交わって暮らそうか。


    　時代は変わってしまった。


    　民は戦うことしかできないインドラよりも、その使い走りにすぎないあたしを信仰しようとしている。


    　願いを叶えるから。


    　現世利益を与えるから。


    　都合がいい『神々』だから。


    　甘アム露リタは、正しい手段で得られなければその効力を発揮しない。


    　だから、インドラがいくらあたしから甘アム露リタを搾ろうとも、彼は満たされない。


    　何の意味もない。


    　民の信仰は、あたしに向いている。


    　インドラは衰弱しつづけ、いつか消え果ててしまうだろう。


    　それでもいまは、あたしの主だ──あたしの、すべてだった。


    　そして仮にも、この国の『最高神』だ。誰も逆らえない。


    　媚こびを売って、隷れい属ぞくして、ご奉仕するしかない。


    　そう思っていたのに。
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    　少女の態となったあたしを、インドラは毛嫌いした。


    　他の女神は喜んで抱くのに、あたしには甘アム露リタを啜すするとき以外は手を触れもしない。


    　嚙かみつかれ、貪むさぼられ、放り捨てられる。


    　果物みたいに。


    　抱けば、その精力をあたしに放出しなくてはいけない。


    　何ひとつたりとも、インドラはあたしに与えたくないようだった。


    　どんどん信仰を得てちからを増していくあたしに、インドラは怯おびえているようだった。


    　甲かつ冑ちゆうを分厚くし、寝所にまで武器をもちこむ『最高神』の情けない姿を見て──あたしは、一気に醒さめた。


    　馬鹿馬鹿しい。


    　インドラに従属し滅めつ私し奉ほう公こうしていることにむなしさをおぼえて、少女の姿で民と交わった。


    　彼らと会話し、その生活に触れ、その願いを叶かなえつづけた。


    　彼らは、あたしたちと同じように泣き笑い、苦しみ、せいいっぱいに生きていた。


    　彼らにこそ、あたしは共感し始めていた。


    　天国でゆっくりと腐敗していく『神々』よりもずっと。


    　いまの時代に、『神々』など無用だった。


    　いたずらに人々に寄生し、犠牲を強いて生き血を啜るようにして存続している『神々』など、いらないように思えた。


    　けれどインドラは、そして大半の『神々』は、あたしを理解できないようだった。


    　彼らは、君臨することに慣れきって、時代の変化に対応できなかった。


    『神々』こそが至高。


    　すべての頂点であり、民たみ草くさはそんな偉大なる我々に尽くすべきである。


    　血を流し、信仰し、崇あがめるべきなのである。


    　でもそれは、我わが侭ままなのではないのか──求められていないならば、おとなしく消え去るべきではないのか。


    　そんなふうに考えてしまうあたしを、危険思想の持ち主だとでも判断したのか。


    　単純に気に食わなかったのか、インドラは己おのれの『天国』にてあたしを獄ごくに繫つなぎ、鎖でがんじがらめにして、拘こう束そくした。


    　そうやって監禁しようとも、民の信仰はすでにあたしに向けられている。何もせずとも彼らの崇すう拝はいが、甘アム露リタとなってあたしに注がれつづけていた。


    　インドラはしゃにむに、そんなあたしから甘アム露リタを啜すすったが──それは、あたしのものだ。


    　インドラに、神性を与えはしない。


    　再び彼が、すべての頂点として君臨することは二度とない。


    　彼はやがて無意味に気づいたか、あたしを放置し、視線も向けなくなった。


    　そう、もう誰も──あなたを求めてはいないのだ、古代の『最高神』よ。


    　そのまま、どれだけの時間が流れただろうか。


    　あたしは囚とらわれたまま、ずうっと微睡まどろんでいた。


    　不意に、静寂が破られる。


    　御み簾すに囲まれたインドラの寝台だ。


    　何かトラブルが起きたのだろうか。


    　その間近の壁に鎖で繫つながれていたあたしは、はっと顔をあげる。


    　争いあう物音。


    　悲鳴と、飛び散る鮮血。


    　だが、あたしはすこしも我が主を──インドラを心配しなかった。


    　衰えたりとはいえインドラは印度インド神話最強の武神だ、どんな悪魔や『悪神』が襲おそってこようとも蹴け散ちらせる。


    　そのはずだったのに──。


    　御簾に、ぱっと大量の鮮血が色をつけた。


    　そして寝台から、だらりと腕が垂れさがる。


    　遅れて、斬きり飛ばされた生首が御簾を突き破って吹っ飛び、壁にべちゃりと激突した。


    　血の尾を引き、あたしのそばに転がる。


    　インドラの生首だった。


    　彼が負けたのだ。


    　我らが『最高神』が。


    　それは、あたしにとって──世界が滅ぶよりもずっと、ありえない事態だった。


    　御簾をかきわけ、下げ手しゆ人にんが姿を見せる。


    　異様な風体をした、大男だった。


    　最強の武神たるインドラを、たとえ寝込みを襲ったとはいえ相手どったのに──無傷で、まとう質素な甲かつ冑ちゆうにも傷ひとつない。


    　武器は大剣ひと振り。


    　返り血で全身を染め、切り落としたのだろうインドラの腕をぶらさげている。


    　奇妙なことに、その大男の頭部は猛もう禽きん類のようだった。


    　勇ましい、鳥頭だ。


    　背中からは極彩色の翼も生えていて、ゆるやかに羽ばたいている。


    　あたしは瞠めい目もくしたまま、その特徴をもつ『神々』の名前を思わず口にしていた。


    「が、ガンダルヴァ──」


    　個人の名前ではない、種族名のようなものだ。


    　印度インド神話には大小無数の『神々』と、その形成する小集団が存在する。


    　協力関係のこともあるし、争いあっている場合もある。


    　戦国時代だったのだ、この当時は。


    『天国』を形成し王者のように振る舞うインドラの他にも、いろんな『神々』がいた。


    　古来よりの知識を受け継ぐ賢者ガナデヴァタ群、踊りと歌を愛するキンナラ群、宝物を守護するヤクシャ群……。


    　インドラを弑しいしたこの鳥頭は──半人半鳥の形質をもつ、強大なるガンダルヴァ群。


    　彼らは『神々』の神性を保証する甘アム露リタの番人にして、その流通が公平に行われているかどうか判断する厳格な監視役だ。


    　民の信仰の結晶である甘アム露リタが、正しくその持ち主に与えられるかどうか。


    　不当に奪われたりしていないかどうか。


    　もし道義に反した取り引きが行われていたら、武力をもって断罪する。


    　謹きん厳げん実じつ直ちよくにして公平な、甘アム露リタが税だとしたら──税理士のようなものだ。


    「『暴風』インドラの眷けん属ぞくか」


    　壁に鎖で繫つながれたあたしに気づいて、そのガンダルヴァは静かに視線を向けてきた。


    「虜りよ囚しゆうか、ならば今回の件とは無関係だな──」


    　あっさり興味をなくしたのか、大剣を血振りして鞘さやに納める。


    　そのまま去っていこうとするので、あたしは震ふるえながら問うた。


    「な、何で、あなた──インドラさまを……？」


    　甘アム露リタを奪われ、利用されるだけで、愛されはしなかったけれど。


    　それでも『暴風』インドラは、あたしの主だった。


    　無造作に弑されて、はいそうですかと、看かん過かできない。


    「インドラは」


    　ガンダルヴァは去っていこうとしていた歩みを止めて、意外と丁てい寧ねいに語った。


    　真面目ま　じ　めなのだろう、そういう種族なのだ。


    「これまで、不正に甘アム露リタを得ていた。己おのれに捧げられたものではない甘アム露リタを他者から奪い、盗みだすことで。それは赦ゆるされざる悪行である、ゆえに裁いたのだ」


    　軋きしるような、武骨な見た目とは裏腹に甲かん高だかい声こわ音ねだった。


    　鳥の鳴き声だ。


    　しかし──裁いた、と簡単に言うが、相手は仮にも『最高神』なのだ。


    　暴君と化したとはいえ、この国の王者だった。


    　それを、あっさりと弑しいしたのか。


    　戦せん慄りつしているあたしに、ガンダルヴァはそっと歩み寄って。


    　どこからともなく酒杯を出現させると、そばに転がっていたインドラの生首を持ちあげて、そこから滴したたり落ちる鮮血を注いだ。


    　なみなみと血で満たされた酒杯は、その溢あふれる霊力で自ら発光していた。


    「インドラがその身に貯蓄していた甘アム露リタの、本来の持ち主は──貴様だろう。彼は、貴様から甘アム露リタを不正に奪いつづけていた、そうだな？」


    「…………」


    　あたしは主を殺された衝撃と、それを成し遂げたガンダルヴァの強さに恐怖し、震ふるえるだけで反応できなかった。


    　あたしは元来、争いが苦手な『神々』だった。


    　だからインドラの暴力に屈し、辛しん酸さんを嘗なめてきたのだ──これまで。


    　ガンダルヴァはあたしのおでこに触れて、霊力の性質を確かめたのか、頷うなずくと。


    「やはりな──ならば、これは貴様の甘アム露リタだ。受けとるがいい、正当な報酬である」


    　酒杯に充満したのは、インドラの身体からだから搾りだされた甘アム露リタ。


    　鎖に繫つながれたままのあたしに、主の血を、犬のように啜すすれというのか。


    　あたしは屈くつ辱じよくに真っ赤になった。


    　ぶるぶる震えて、歯を嚙かみしめた。


    　あたしは主には愛されず、獄ごくに繫がれ、その使い走りとして酷こく使しされてきた。


    　それでも、それが──あたしだった。


    　あのいけにえの少女が、崇すう拝はいし、神と呼び、地べたに頭を擦こすりつけて平へい伏ふくしてくれた誇り高き『神々』だった。


    　そのあたしに、犬の真ま似ねをしろというのか。


    　あたしは涙目になって、主の仇かたきを睨にらみつける。


    「この甘アム露リタは、あたしが主に捧げたもの。ゆえに、すでにあたしのものではない──受けとれない。誇り高き翼もつ神ガンダルヴアよ。どうかあたしなどに構わずに、お帰りなさい」


    「否いな」


    　この時代、すべての『神々』は全知全能だ、噓うそなどつけない。


    　あっさりと内心を読まれて、あたしの言葉はつっぱねられる。


    「貴様は甘アム露リタをインドラに奪われつづけてきた、強ごう奪だつされてきたのだ。それを取りかえすことは、何ら疚やましいことではない。罪ではない、だから飲み干すがよい。これは、貴様に与えられた信仰だ」


    「拒否する」


    　あたしは何だか悔しくなってきて、礼儀を無視して怒鳴った。


    「主を弑しいした仇に、何ひとつ強制される謂いわれはない！」


    「分からず屋め」


    　ガンダルヴァはそよ風に吹かれたほども動じずに、山のように動かない。


    「それでは道理が通らぬ」


    「気に食わぬなら、あたしも殺すがいい！　情のない、礼節も知らぬ禽きん獣じゆうめ！」


    　あたしが必死に罵ば倒とうした、直後だった。


    　ガンダルヴァは目にも留まらぬ動きであたしの後頭部を引っ摑つかみ、酒杯に叩たたきつけた。


    　無表情のまま、あくまで平静に。


    「呑のめ」


    　酒杯に顔を押しつけられ、目もあけられぬ。


    　藻も搔がき、何とか逃のがれようと暴れるあたしを、ガンダルヴァは信じがたい膂りよ力りよくで押さえつけ──滔とう々とうと、無感情に語った。


    「これは、民が貴様に捧げた甘アム露リタである」


    　見苦しくじたばたするあたしに、穏やかに。


    「それから目を逸そらし、拒絶することは、民への裏切りではないのか。貴様を愛してくれた民へ、唾つばを吐きかける行為ではないのか。貴様がそれを拒否しようとも、民は貴様を望んだのだ。責務を果たせ、『神々』として」


    　やがて抵抗するちからもなくし、ぐったりとした、あたしに。


    「恵みの化身ヴイシユヌよ。世はいまだ荒れ、おおくの民は不満を抱かかえ──誰もが貴様を望んでいる。甘アム露リタは、その証しよう左さである。いずれ時代は変遷し、貴様もインドラのように『神々』としての耐用年数を終え、求められなくなる。そのときこそ、死ねばよかろう」


    　無理に口を開かせ、酒杯から甘アム露リタを注がせて。


    「いつか貴様が使い切られるその日まで、生きるがいい。それが、貴様の務めだ。安心しろ、そのときがきたら──吾われが、貴様をきちんと殺してやろう」


    　無慈悲なようでいて、どこか優しく、そのガンダルヴァは語る。


    　あたしは涙を零こぼしながら、そっと甘アム露リタを口に運ぶ。


    　そうしなければ、永遠にガンダルヴァはあたしを解放しない気がした。


    　それも鬱うつ陶とうしい。


    　口のなかに、民の信仰心がとろけた聖なる乳が充満していく。


    　同時に、彼らがあたしに向けた無数の願いも──。


    　神さま。神さま。神さま。


    　うるさいぐらいに、求めてくる。


    　こんな、あたしを。


    「吾は公正なる甘アム露リタの番人、翼もつ神ガンダルヴアのガルーダ」


    　ようやく名乗ると、主の仇かたきは翼を広げ、あたしを見据えると。


    「いつか、貴様のなかが苦痛と憎悪でいっぱいになって、『神々』として誰も貴様を求めなくなったとき──貴様を殺すために、必ず貴様の前に姿を現そう」


    　そして振り向きもせずに、飛び去っていく。


    　あたしは、顔を胸元を甘アム露リタで汚し、その場に跪ひざまずいたまま。


    　押し寄せてくる人々の、重たすぎる願いの数々に、押しつぶされないように必死に歯を食いしばって耐えていた。


    　いつかあたしが使い切られるその日まで、あたしはそうして生きるしかなかった。
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    　乳にゆう海かい攪かく拌はん。


    　それは印度インド神話における、おおきな分岐点だった。


    　それまで犠牲祭によるいけにえをとおして民の信仰を甘アム露リタのかたちで徴収し、神性を保っていた『神々』だが──次第に民が裕福になり長寿となって、人口も増え財産を築き、彼らの生命の価値が高まった。


    　彼らは死を厭いとい、犠牲祭は不合理なこととして次第に行われなくなり、いけにえが捧げられることもなくなっていった。


    　おおくの『神々』が、それにともなって衰退していった。


    　大規模な世代交代が行われ、旧ふるき『神々』は隠れ、どこの馬の骨とも知れぬ新顔がぞろぞろと出現し──人々はそのなかから己おのれに都合のいい『神々』を選ぶようになった。


    　太古から連綿とつづく血統を誇っていた旧き『神々』は放逐され、民が選挙で統治者を決めるように、『神々』のなかから信仰する対象を選び始めたのだ。


    　あたしは現げん世せ利り益やくを与え、願いを叶かなえる便利な『神々』として崇すう拝はいを集めた。


    　インドラの使い走りとして行ってきたことが、好意的に解釈され、礼賛されたのだ。


    　人々はあたしに感謝し、祈り、お供えものをする。


    　それは、いけにえに比べたら甘アム露リタとしては微々たるものだったけれど──なにぶん、数が多かった。


    　人口が増え、信仰者もまた比例して多くなり、彼らの感謝の気持ちが大量の甘アム露リタとなってあたしに注ぎこまれた。


    　あたしは、膨大な量となったその呑のみきれないほどの甘アム露リタを攪拌し、『改変』して誰にでも摂取できるようなかたちに加工する方法を見いだし──他の『神々』に配った。


    　乳にゆう海かい攪かく拌はんである。


    　信仰を失い衰えていた『神々』はおおいに喜び、我先にと争ってあたしの恵みを享きよう受じゆし、あたしに感謝して──臣従を誓った。


    　あたしを慕い、あるいは利用しようとして、たくさんの『神々』が集まってきた。


    　それらは万神殿に収まりきらなくなって、あたしは自らの『天国』を築きあげた。


    　ゆっくりとそれを拡張し、やがてこの国のすべてがあたしの『天国』となった。


    　あたしは比べるもののない大勢力の頂点となり、いつしか『最高神』の立場となっていた。


    　どこにでもいる『神々』だったあたしが、押しあげられるかたちで、『神々』の王者となってしまったのだ。


    　それにあわせて神話が編まれ、古代は終わりを告げ、新しい時代が始まった。


    　民はあたしの神話を広め、あたしを信仰するものは際限なく増えていった。


    　満ち足りて平和になった時代に、軍神はいらない。


    　安定した生活のなかでは、民の願いを叶かなえ、その願望を成じよう就じゆさせてあげる現世利益の便利な『神々』が求められた。


    　つまり、あたしが。


    　あたしに注がれる信仰は加速度的に増加して──けれど、あたしはそれを己おのれひとりで抱かかえずに、攪拌し、他の『神々』に配ってまわった。


    　けして驕おごらぬ、慈悲深き『最高神』。


    　世間はあたしをそう評価したけれど──ちがうのだ、あたしは重たいものをひとりで抱えたくなかっただけだ。


    　どんな強大な『神々』でも、いずれ信仰を失い、衰えて、時代に適応できなくなって消えてなくなってしまう。


    　むなしかった。


    　諸しよ行ぎよう無む常じよう、栄光なんてほんの泡うた沫かた──。


    　それに、インドラのように己のかつての輝きに固こ執しつし、老ろう醜しゆうをさらすのが嫌いやだった。


    　あんなふうに、なりたくない。


    　ならば最初からおおくのものを持たずに、みんなに配ってしまえばいい。


    　最初からたくさんを抱えなければ、失うことを恐怖もしない。


    　それは逃避だった。


    　重荷に耐えかねて、みんなに縋すがっているだけだ。


    　褒ほめられるところなんて、ない。


    　けれど、誰もそんなあたしの弱さを知らなかった。


    　古代が終わり、『神々』は権能を衰えさせ、全能性を失いつつあった。


    　全知でもなくなり、ひとりだってあたしを理解してくれなくなった。


    　配っても配っても信仰は尽きず、あたしの神格は他の『神々』をおおきく引き離してしまって──あたしは、孤独になった。


    　人々の信仰の結晶、重たく尊とうとい甘アム露リタ。


    　それに耐えかねて、あたしは自らの原質である流水のありかたから、姿を変え権アバ現ターとなり──人々のなかに逃げこんだ。


    　民に交わり、誰にもあたしを見つけられないようにして、ひっそりと暮らそうとした。


    　けれど、民の不満は尽きない。


    　誰かが幸せになれば、他の誰かが不幸になる。


    　完全無欠のハッピーエンドなんてない。


    　助けを求め、『神々』に願うものは常にいて、あたしも耳を塞ふさぐことはできなかった。


    　手を差しのべ、救い、感謝されて──また名声が高まり、信仰は膨れあがっていく。


    　あたしだけでなく、姿を変えた権アバ現ターすらも崇すう拝はいされ、甘アム露リタは大量に注がれつづけた。


    　いつしかこの国の『神々』のすべてがあたしに臣従を誓い、戦国時代は終わりを告げて──あたしは、『最高神』としての地位を盤ばん石じやくなものにした。


    　状況に流されて得た立場とはいえ、その役割を求められてしまった。


    　あたしは必死に、『最高神』として振る舞った。


    　いけにえの儀式は完全に禁止され、その代わりに人々は信仰者の代表たる神官を中心にして修行をし、祈き祷とうの儀式をし、苦行もこなした。


    　あまねく人々がちょっとずつ祈り、負担をわけあい、それを甘アム露リタとしてあたしに捧げた。


    　ほんとうに、税金だ。


    　信仰のおおきさによって、あたしは対価を与えた。


    　因いん果が応おう報ほう、それが印度インド神話の基本理念となった。


    　みんな喜んで己おのれを痛めつけるように修行に励み、また一いつ心しん不ふ乱らんに祈った。


    　いけにえにすべての犠牲を強しいて、安あん穏のんとしていた時代を懐かしむものもいた。


    　そんな人々はあたしを怨うらみ、否定し、他の神話を信仰しあたしを攻撃した。


    　どれだけ善ぜん政せいを敷いても、統治者は常に憎悪される。


    　でも、それは当然だった。


    　あたしはすべてのものたちを平等にちょっとずつ傷つけて、そこから流れる生き血を啜すするようにして、存続している。


    　中傷され、否定され、けれど媚こびを売るようにして、あたしは求められるがままに民を救いつづけた。


    　けれど、人間はいつだって慣れてしまう。


    　幸福であることにすら。


    　あたしの救済を当たり前のものとして甘受し、世代を重ねるごとに、人々はあたしへの感謝の気持ちを忘れていった。


    　口くち伝づては途絶え、聖典は朽ち果て、人間は『神々』から遠ざかっていく。


    　あたしは疲ひ弊へいし、甘アム露リタに充ち満ちていた乳にゆう海かいもゆっくりと浅くなっていく。


    　いずれ限界がきて、誰もが信仰を忘れ、『神々』と人間が断絶する──終末がやってくる。


    『神々』の黄たそ昏がれ。


    　人間との別離。


    　信仰の終わり。


    　でも、その日までは──あたしは、役目を果たしつづける。


    　甘アム露リタのかたちであたしに押しこめられる、人々の喜び、幸せ、希望、夢、欲望、怨えん恨こん、怒り、哀しみ──すべてを飲み干し、『最高神』として君臨する。


    　いつしか人々はあたしへの感謝を完全に忘れ、乳海は彼らの無関心で埋まる。


    　そんな終末が訪れたら。


    　あたしのなかが、憎悪と苦痛でいっぱいになったら。


    　あぁ、ガルーダ──そのときこそ、あなたがあたしを殺して助けてくれる。
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    　情雨じようちゃんは、目覚める。


    　はっとして、両目を見開く。


    　周囲はぐにゃぐにゃとした光の渦というか混こん沌とんで、そこに情雨ちゃんは横たわっている。


    　その全身を覆おおうように無数の小鳥が群れていて、一心不乱に情雨ちゃんの肌をつんつん啄ついばんでいる。


    「うぎゃあ!?」


    　意味のわからぬ状況に、情雨ちゃんが混乱して喚わめいた。


    「あ痛たっ!?　痛たたたたた!?　ちょっと、何よこれっ──つっつかないでよ！　鳥ちよう葬そうされてるみたいじゃないのっ、痛い痛い痛い痛い!?」


    　騒いでいると、小鳥が一斉に飛び立った。


    　それらは宙でひとつに集まり──融合して、一羽の小鳥になった。


    『翼よく将しよう』ガルーダの変へん化げした姿である。


    「あんた、変化だけじゃなく分裂もできたのね──便利ね」


    　涙目になってそんなことを言った情雨ちゃんが、不意に我が身を見下ろして。


    「って何で全裸ーっ!?」


    　真っ赤になって、慌てて膝ひざを抱かかえて身体からだを隠した。


    　そう、情雨ちゃんは生まれたままの姿──すっぽんぽんだった。


    　遮光器土偶のような髪飾りもなく、真っ白な髪の毛は解放されている。


    「ど、どういう状況よこれ!?　もうっ、嫌いやぁああ!?」


    　恥じらって（〉_〈）みたいな顔をしている情雨じようちゃんの肩に、小鳥のガルーダが留まる。


    　そして、羽毛を押しつけるような仕草をする。


    「ん？　なぁに？」


    　そんな彼に耳を寄せて、ふんふん、と頷うなずくと。


    「なるほどね、ここはあたしの霊的心象風景──あたしの、精神世界なのね。精神は服を着ない。だから、あたしも立場を代行してる鎖さ々さ美みさんじゃなくて、あたし自身の、蝦え怒ど川がわ情雨の姿なのね」


    　首を振って、目をぱちくりさせると。


    「っていうか、危なかったわ──ヴィシュヌの歴史を追体験してたら、あいつに重なりすぎちゃったのね。あたし、危あやうく深く潜もぐりすぎて自我を失うところだったみたい。起こしてくれてありがと、ガルーダ」


    　できれば服とかくれる？　と言ってみると、ガルーダが変へん化げし羽毛でできた服になった。


    　それを身にまとい、情雨ちゃんは「ふわふわ……♪」と満足して。


    　居住まいを正すと、ヴィシュヌの記憶を追体験して得た情報をまとめる。


    「ともあれ、あいつの記憶を追体験できたのはよかったわ」


    　情報量が多くてたいへんだったけど、と舌をだして。


    「ヴィシュヌっていつでも超然として余裕ぶってて、何考えてるかわかんなかったもんね──でも、すこしだけ共感できるようになったかも。己おのれに与えられた立場を、必死で果たしつづけてきただけなのね。重荷を強しいられて、それでも投げださずに……」


    　情雨ちゃんはかつて、『まつろわぬものアラハバキ』を生まれたときから埋めこまれ、世紀の大悪党としての人生を強制されていた。


    　ヴィシュヌの生い立ちに、そんな己の人生を重ねあわせているのかもしれない。


    「奴隷根性が染みついてるだなんて、ヴィシュヌに酷ひどいこと言っちゃったかもね──彼女は、そういうふうに生きるしかなかったんだろうに」


    　そんな情雨ちゃんの肩で、ガルーダが気遣わしげにちいさく鳴いた。


    　情雨ちゃんは「ん？」と優しく応えて、力強く頷いた。


    「そうね、すこし休んだら──もういちど、彼女の記憶を追体験してみる。これ以上、深く潜るとヴィシュヌの心の深い場所に沈んで、戻ってこられなくなるかもしれないけど。あたしは、秘め隠されつづけてきたあいつのそんな本心に、用があるのよ」


    　覚悟を決めたように、凜り々りしくも。


    「もしかしたら、人間には耐え難いおぞましい絶望と直面することになるかもしれない──けれど、『破壊神』と化したあいつが何を求めて行動しているのか、まだわからないし。興味が、あるもの。あんたも、知るべきだと思うし」


    　その言葉に、ガルーダは「？」と不思議そうに身体からだを傾ける。


    　それを見て、情雨じようちゃんは哀しそうにした。


    「そっか、あんたは何度も『改変』され、擦すりきれてしまってるんだもんね──立場を変えつづけ、いろんな神話を放浪し、それでも消えることなく現世に留とどまりつづけた。残りかすみたいな、でも──そんなあんたに、ヴィシュヌは求めてるものがあると思うの」


    　むかしのあんたは、かなり乱暴者だったのね、とそのちいさな頭を撫なでてあげて。


    「今回は、ヴィシュヌとあんたの物語なんだわ──たぶんね」


    　立ちあがると、全裸を恥じることなく胸を張って居い丈たけ高だかに。


    「あたしは、その物語を導いてあげる。そんな脇役みたいなの、気に食わないけどね。あたしは、あんたの仲間だから。ヴィシュヌにも、恩があるし」


    　手のひらにガルーダをのせて、優しく微ほほ笑えむと。


    「一緒にいきましょう、ヴィシュヌの心のなかに。ずっと他人の願いを叶かなえつづけてきた、卑ひ屈くつで、けれど偉大なあの女神の隠しつづけてきた本心を──探しにいきましょう」


    　目を閉じて、再び情雨ちゃんは深く印度インド神話の『最高神』、その内心に潜っていく。


    「ねぇヴィシュヌ──あんたの願いは、何なのかしら？」


    　何度も、同じ問いを繰りかえしながら。
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    注釈／よくわかる歴史の分岐図ダイヤグラム


    



    玉たま藻もの前まえ（以下：玉）［状況がややこしくなってきましたので、あたくしたちが直面している奇妙な状況についてまとめておきますわ。


    　シヴァによる干渉によって時空が歪ゆがみ、本来ならばありえなかったおかしなルートに歴史が分岐しています。


    　重大な分岐ポイントとなるのは、↓ここですわね］


    



    ■月つく読よみ鎖さ々さ美み、一年生の冬


    



    玉［この時代にシヴァは干渉し、おおきく歴史を歪めましたわ。


    　その時点まではあたくしたちの知っているとおりに歴史は進行していたようですから、ここが分岐の基点となりますの。


    　この時代にシヴァはあれこれ鎖々美さんに接触し、唆そそのかして──彼女にアルバイトを始めさせたり、その他、細こま々ごまと彼女がいろんなことに挑戦し経験を積みいわゆるリア充になるように嚮きよう導どうしていた痕こん跡せきがありますの。


    　同じく歴史の『改変』能力をもつあたくしを、ガルーダくんが導くかたちでこの時代に介入しましたが、シヴァの干渉のすべてを打ち消すことはできなくて──。


    　鎖々美さんは、人間的に成長してしまいました。


    　それだけなら素晴らしいことでしょうが、その干渉によって『がんばらない』が信条だったはずの鎖々美さんは本来の歴史以上にがんばってしまい、直面した困難に際して積極的に活動し──。


    　結果として、シヴァによって『最高神のちから』ごと取りこまれましたの。


    　そう、特筆すべきはなぜ一年生の冬だったのか、ということですの。


    　その時代──ほんのわずかな瞬間に、鎖々美さんは『最高神のちから』をその身に宿していましたわ。


    　本来の歴史ならそのすぐあとに、復活した月読呪じゆ々じゆに『最高神のちから』を譲り渡してしまうので、このタイミングしかなかったわけですの。


    　それ以前は鎖々美さんは『月読神社』に保護され、容易に手出しができなくなっていましたし──その後も、絶対防御の天あまの岩いわ戸とに引きこもったり、邪や神がみ三姉妹に守護されたりしていて、さしものシヴァですら手がだしにくかったようですの。


    　けれど歴史を歪ゆがめられ、他人に頼らず自力でがんばってしまったリア充の鎖さ々さ美みさんは、シヴァとまともに正面からぶつかってしまい──。


    　敗北し、取りこまれ、舞台から姿を消してしまいました。


    　そしてできあがったのが、鎖々美さん不在の世界。


    　シヴァが『改変』したのでしょう、誰もが鎖々美さんを忘れ、彼女がいないことに疑問すら抱いだかない、ぞっとするような歴史。


    　妹を失った喪失感はあったのでしょう、月つく読よみ神かみ臣おみが『忌いみ神』ヒルコとしての妹であるアマテラスの眷けん属ぞく、邪や神がみ三姉妹とラブコメを繰りひろげるという頭のおかしな歴史でしたわね。


    　この時点で、シヴァの目的の一端は明かされましたわ。


    　すべてを滅ぼす災さい厄やくと化した月読日ひ留る女め──彼女が覚醒する前に、その復活の苗床になった鎖々美さんを消す。


    　このように歴史を歪めれば、月読日留女は復活することなく、もちろん本来の歴史のように世界の敵となることもない。


    　破滅は訪れず、世界は救われ、めでたしめでたし。


    　悲劇を、それが発生する前からなかったことにする、そんなやりくちでしたわ。


    　けれど、その状況をよしとしなかったのが──我らが『おじょうさま』ですの。


    　鎖々美さんを消し去ることで世界が平和になるなんて、酷ひどい話ですものね。


    　鎖々美さんを大事に思っている『おじょうさま』はそんな虫むし酸ずの走るハッピーエンドを拒絶し、鎖々美さんの立場を己おのれが代行することで、歴史を本来の流れに強引に戻しましたの。


    　鎖々美さんが本来するべきだった行為のすべてを代行し、彼女が不在の世界の穴を埋める。けれど、それは応急処置にしかなりません。


    　そうして『おじょうさま』が時間を稼いでいる間に、すべての元凶たるシヴァをあたくしが単身──追跡し、退治して、歴史の『改変』をやめさせる。


    　そのあとは、ゆっくりと歴史を本来の流れに矯きよう正せいし、すべてを元どおりにする。


    　それが理想ですが、シヴァの真意はまだ読みきれないところはありますし──あたくしが強大な『神々』であるシヴァを倒せるか、不安ですけれど。


    　ともあれ現状は、そんなところ。


    　図にしてまとめると、↓こうですわね］


    



    ■一年生の冬


    ・シヴァの干渉で月読鎖々美がリア充に。


    ・玉たま藻もの前まえの歴史の『改変』で介入し、月読鎖々美がアルバイトをするのをとりあえず阻止しようとする。その場は神器ヤタノカガミによってうやむやにしたものの、シヴァの干渉のすべてを防ぎきれなかった。


    ↓


    ■二年生の初春


    ・この時点までに鎖さ々さ美みさんがシヴァと相対、他人に頼らず自力で何とかしようとがんばってしまった結果、敗北──『最高神のちから』ごと吸収され、消失してしまう。


    ・月つく読よみ鎖々美の存在しない歴史。


    ・ついでに月読神かみ臣おみがラブコメをしている歴史。


    ↓


    ■二年生の晩春


    ・この歴史に納得がいかなかった蝦え怒ど川がわ情雨じようが月読鎖々美の立場を代行、歴史を元の流れに強引に戻す（ついでに、シヴァ＝ヴィシュヌの過去を追体験し、その目的を探る）。


    ・そうして時間稼ぎをしている間に、玉たま藻もの前まえが歴史の『改変』の元凶──シヴァを討とう伐ばつするために、その追跡をしている。


    



    玉［……こんな感じですわね。


    　ややこしくて複雑で、頭がおかしくなりそうですけれど。


    　弱音を吐いてもいられません。


    　あたくしたちが、できるかぎりで──がんばるしかないですわ］
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    第二部　モークシャ


    


    第五話／忘れられた世界


    



    
      時系列【一年前（月つく読よみ鎖さ々さ美みは高校二年）夏──桜こノの花はな咲さく夜や学園廊下】

    


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「──ひょいっ、と」


    　空中から、ひとりの人物が出現してくる。


    　軽やかに着地すると、居心地が悪そうな表情で柔軟体操などをして。


    「やっぱり、この身体からだは何だかしっくりきませんわ」


    　不満そうにつぶやいた。


    　金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつね──玉たま藻もの前まえさんである。


    　ただし、いつも可愛かわいらしい幼女だったその見た目は変化している。


    　妙齢の、うつくしい女性である。


    　あぶらあげ色の髪の毛や吊つり目がちな顔立ちはそのままで、ただし九尾の尻しつ尾ぽや狐の耳は丁てい寧ねいに隠されている。


    　服装もきちんとしたスカートスーツ姿で、『傾けい国こくの美女』という異名に相応ふさわしく艶なまめかしい肢し体たいだ。


    　長い爪には血の色のネイルアート。


    　彼女が降り立ったのは、桜ノ花咲夜学園の廊下である。


    　レトロな雰囲気で、大正時代の博物館です、と言われたら信じてしまいそうな内装。


    　窓から差しこむ日差しはきつく、どうやら夏真っ盛りといった季節のようだった。


    　おそらく夏休み直前ぐらいだろう、授業中らしく生徒の姿はない。あちこちの教室から、眠くなるようなざわめきが響いてくる。


    「ふむ……」


    　慎重に周囲を見回して、玉藻前さんは諜ちよう報ほう員いんのように物陰に隠れてから。


    「シヴァは、この時系列に逃げこんだはずですが──校内ではあのメイド服の幼い姿では目立ちますからね、この『狐きつね火び妖よう子こ』の見た目のほうが他人に怪しまれずにすむはずですわ。いちおう、名目上は教師ですしね」


    　狐火妖子というのは、九く頭ず竜りゆう島の事件のときに玉藻前さんがまとっていた仮の立場だ。


    　そのときからずっと用いる機会がなく、お蔵入りしていたので、すっかり幼女の見た目に慣れてしまっていたらしい玉たま藻もの前まえさんはどことなく着慣れない服を着ている感じ。


    　他人を化ばかすのは妖よう狐この十八番だ、玉藻前さんは九く頭ず竜りゆう島の事件のとき、この見た目でずっと邪や神がみ三姉妹にすら正体を隠しつづけていた。


    「太陽の位置などから推し量るに──どうやらこの時代は高校二年生の夏休み直前、といったところかしら。すこし蒸し暑いですわね」


    　九頭竜島の騒動の直後、ってところだろう。


    『アラハバキ』の残党だった情雨じようちゃんたちが打った、一世一代の大おお博ば打くち──それに失敗して、にっちもさっちもいかなくなってたころだ。


    　ただでさえ首領を欠き青息吐息だった『アラハバキ』、その一発逆転の秘策が不発に終わって──困りきっていたころだ。


    　たぶん情雨ちゃんたちはこの時期、消耗した戦力を回復するため安静にしていたはずで──ほとんど、活動をしていなかったはずである。


    　ゆえに過去の自分自身と遭遇してややこしいことになる可能性は、低い。


    「シヴァはどこに逃げたのかしら？　あたくしだけではあいつを捕獲どころか、正面から戦っても返り討ちになるだけでしょうけど」


    　敵は仮にも世界最大の多神教神話、その『最高神』である。


    　玉藻前さんとて弱くはないが、まともに向きあっては勝機はない。


    「『おじょうさま』が、命懸けで摑つかんでくれたチャンスですわ。すべての元凶たるシヴァを討ち取って──歴史の『改変』をやめさせる。その後、ゆっくりと歴史を正常の流れに修正すれば万事解決、何もかもが元どおりですわ。あたくしの霊力、もつかしら……」


    　弱音を振りきり、前向きに。


    「シヴァはどうやら、鎖さ々さ美みさんを狙ねらっていますわ」


    　敵の目的は明確だ、そのターゲットたる過去のわたしを見つければ、それを狙うシヴァとも芋づる式に接触できる公算が高い。


    　玉藻前さんはそう考えたのか、過去のわたしを捜してひとつの教室に向かう。


    　二年左組──当時の、わたしたちのクラスである。


    「あら？」


    　玉藻前さんは小首を傾かしげる。


    　いまの時刻は授業中のはずだけど、二年左組の教室は静かだった。


    　なかに誰かいるなら、ちょっとした物音ぐらいするはずだったけど。


    　すこし迷ってから、玉藻前さんはゆっくりと教室の扉を開いた。


    「誰も、いません──わね」


    　教室内は、無人だった。


    　灯あかりもついておらず、空調も切ってあって、換気のためか窓が開け放たれている。


    　カーテンが亡霊の手招きのように、ゆらゆらと幻想的に揺れている。


    「脱ぎ散らした制服とかがありますわね。えぇっと、時間割を見るかぎり、いまは体育の授業中──みたいですの。たぶん、この時期ですし、プールかしら」


    　黒板に記された月日や時計などを確認し、そう結論する。


    「プールとなると、すこし厄やつ介かいですわね」


    　そう、この学校のプールはそれこそ九く頭ず竜りゆう島の事件の直前──情雨じようちゃんが『根の国』との経路を開き、忘れ去られていた『旧神』九頭竜を召しよう喚かんするために用いた場所なのだ。


    　先日のクトゥルー神話での騒動の際には、あの悪意に満ちた首領が『根の国』との経路が開きやすくなっていたその場所を、陰謀に利用もした。


    「因縁の場所、ですわね──」


    　玉たま藻もの前まえさんはすこし怯おびえるようにしてから、己おのれの頰ほおを「ぱんぱん！」と叩たたいて。


    「ううん、恐れてはいけません。情雨──ママも、がんばりますからね！」


    　誰もいないと思って、ちゃっかり母親らしいことを言っていた。
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    　桜こノの花はな咲さく夜や学園のプールはそれなりに広い。


    　屋上の全面をプールとして利用しているのだが校舎そのものがでかいので、比例して面積だけはおおきくなっているのだ。


    　高さもかなりあって、すっかり花が散った桜並木と周囲の住宅街を一望できる。


    　レトロな雰囲気の校舎は創設が旧ふるく建物もあちこちがたがきていて、プールもすっかり老朽化しているが、それを『風ふ情ぜいがある』と言いはっている。


    　壁は煉れん瓦が調のタイルで覆おおっていて、怪盗とか切り裂きジャックとかが徘はい徊かいしてそうだ。


    　何の用途があるのかわからぬ、たぶん飾りの煙突が四隅に屹きつ立りつしている。


    　炎天下のなか。


    　水が照りかえす陽光に眩まぶしそうに目を細め、玉藻前さんはそんなプールに一歩を踏みだす。


    　水着姿になっていて、凹でこ凸ぼこの目立つ立派な肢し体たいを薄布でわずかに覆っている。


    『改変』でつくったのだろう己の水着を眺めて、玉藻前さんは居心地が悪そうに。


    「この年でこんな格好するのは、すこし恥ずかしいですわ──年寄りなので、実際」


    　玉藻前さんはおっかなびっくり歩く。


    　どうも狐きつねの耳を隠すのが苦手らしく、ときどき飛びだしてくるので、両手で水泳帽を頭に押しつけている。


    　スーツ姿のままでは暑かったのだろうけれど、水着に慣れていないらしく（以前にスク水を着てたことがあるけど）、やや照れながら己の身体からだを両手で覆っている。


    　いつも厚着だし、肌をだすのには羞しゆう恥ち心しんがあるみたいだった。


    　消毒槽に腰まで浸つかり、シャワーを浴びてから、プールサイドへ。


    　目立たぬよう忍び足で、玉たま藻もの前まえさんはそっと物陰から状況を確認する。


    　二年左組の体育＝水泳の授業はほぼ終わっているらしく、自由時間のようで──生徒たちはそのへんに腰かけて談笑していたり、水中に潜って息の止めっこをしていたり、泳ぎでの追いかけっこをしていたり、ビート板を投げつけあったりして遊んでいる。


    　広いプールのなか三々五々に散って、嬌きよう声せいをあげている少年少女たち。


    　それを何だか微ほほ笑えましそうに見ながら、玉藻前さんは思案げに眉まゆをひそめて。


    「見たところ、不穏な様子はありませんが──もうすこし近づいて、霊力を探りましょう」


    　そんなことを独りごちていた玉藻前さんの背後に、不意に気配が発生する。


    　そして──おもむろに、後ろから差しだされた白い指先が、玉藻前さんの大胆な水着に覆おおわれた胸をもにゅんもにゅん♪


    「ぎょわ!?」


    　変な声をあげて、玉藻前さんが文字どおり飛び跳ねて驚いた。


    　そんな彼女の反応を楽しむように、いやらしい手つきで胸元を陵りよう辱じよくしながら──。


    「妖よう子こちゃ～んっ♪」


    　満面の笑顔の邪や神がみつるぎが、全力で抱きついてきていた。


    　邪神三姉妹の長女──二年左組の担任だから、この場にいても変ではないが。


    　色気のないスク水が似合いすぎるつるぎは、両手といわず両足も玉藻前さんに絡からめて変な妖よう怪かいみたいに抱きつきながら、ハァハァと息を荒らげている。


    「ちょっ、なぁっ──ひっ!?」


    　身をくねらせて、玉藻前さんが思わず飛びだしかける尻しつ尾ぽを指先で押さえると、真っ赤になって変質者を睨にらんだ。


    「つ、つるぎ──先生っ!?　何の真ま似ねですのっ!?」


    「んだよ、鳩が豆鉄砲を食ったような顔して」


    　母に甘える赤ん坊みたいに夢中で抱きついたまま、つるぎが嬉うれしそうに笑った。


    　珍しく髪の毛はお団子にしていて、その髪のかたまりを（なぜか）玉藻前さんの背中に「ぐりぐり」と押しつけている。


    「いやぁ、珍しく妖子ちゃんに会えたからせっかくだし──と思って！」


    「何が『せっかくだし』なのかわかりませんわ！　離れなさい、ちょっと！」


    　身体からだを揺する玉藻前さんだったが、つるぎは「わ～い☆」と振りまわされながらも決してセクハラをやめないのだった。


    　おでこを「べし、べし」と叩たたかれて、つるぎは舌打ちすると、ぴょこんと飛びおりて。


    　ひらべったい胸を張ると、無意味に仁に王おう立だちして言い放った。


    「いやぁ、堪能した──学校だから仕方ねーけどおっぱい分が不足してんだよ、いつも。せっかくの水着なのに。ていうか何か久しぶりだな妖よう子こちゃん、九く頭ず竜りゆう島での修学旅行以来か？　あれから何度か捜したんだけどさ～、妖子ちゃんどこにもいねーんだもん！」


    「いえ、あの──」


    　玉たま藻もの前まえさんは教師ではなく、潜りこんでいるだけなので、それを追及されるとまずい。


    　しかも、相手は腐ってもかつての『最高神』アマテラスだ──ちょっと霊力を探られたらすぐ正体がばれる。


    　ふつうは触れられただけで霊的な構造は解析されてしまうものだが、個人情報だと思って調べなかったのか、すべてを知ってなおも放置しているのか、つるぎに悪意は感じられない。


    　相変わらず、底知れないが──。


    　この時代においては、玉藻前さんは悪徳オカルト結社『アラハバキ』の構成員、つるぎにとっては敵ともいえる。


    　ことを荒立てて戦闘にでもなったら厄やつ介かいだ、と玉藻前さんは判断したのか、穏おん便びんに。


    「あ、あたくし、非常勤講師ですから──滅多に、学校にはこないんですの♪」


    　それっぽい理由をでっちあげたようだった。


    　慌てて、深くつっこまれる前に話を変えようと思ったのか、玉藻前さんは揉もみくちゃにされたせいで乱れていた水着を直しながら。


    「つるぎ先生こそ、何で水泳の授業にいますの？　先生、体育教師でしたっけ？」


    　高校では通常、授業ごとに担当する教師が替わる。


    　午前中の基礎教養の時間は担任と副担任に任せられるが、午後の授業は専門分野だし。


    「いや、あたしゃ専門の授業はねーんだけど──だから午後は暇ひまだしさ、あっちいからプールに混ぜてもらってんだよ。妖子ちゃんもそんな感じ？」


    「そ、そうですの。そのついでに、ちょっと生徒さんに連絡事項があったので──」


    　話をあわせつつ、玉藻前さんは愛想笑いをして。


    「月つく読よみ鎖さ々さ美みさん、いらっしゃいますよね？」


    「ん？　鎖々美？　あいつ何かやらかしたのか──え～っと」


    　つるぎが裸足でぺたぺたと歩いて、周りを見回す。


    　ヴィシュヌ＝シヴァは、わたし──月読鎖々美を中心にして歴史の『改変』を行っている、ようなのだ。


    　わたしを押さえておけば、玉藻前さんはヴィシュヌを迎撃しやすい。


    　つるぎにとっても、わたしは保護する対象だ──やや不審そうに玉藻前さんを見ている。


    「あいつ、泳げねーからさ。この時間は隅っこのコースで基礎練習をやらされてるはずだぜ、たしか──あぁ、いたいた」


    　つるぎは何を考えているかわからないが、表面上は呑のん気きに、日差しで宝石のようにぎらぎらと輝くプールの片隅を指さした。


    　そちらに何気なく視線を向けて、玉たま藻もの前まえさんが「ひっ」と引きつった声をあげる。


    　そこには高校生にもなって泳げないカナヅチたちを手取り足取り水練している、お兄ちゃん──月つく読よみ神かみ臣おみがいたのだった。


    　玉藻前さんはなぜだか、お兄ちゃんを無駄に敵視している。


    「な、何で、月読神臣が……!?」


    「あぁ、あいついろんな授業を請けおってんだよ──体育もな。意外と何やらせても優秀だから、忙しい教師とかにたまに授業を丸投げされてやがんの。今回の水泳の授業もそうだな、あたしゃその付き添い──という名目で、遊んでんだけど」


    　青ざめる玉藻前さんに、小首を傾かしげつつ、つるぎがそんな説明をしてくれた。


    　お兄ちゃんは女生徒たちに「月読先生～♪」と群がられて、キャッキャ☆ウフフ。


    　華きや奢しやな女の子の手首を支え、バタ足の練習をさせてあげたりとか。


    　むかつくことに、意外とお兄ちゃんは女生徒に人気があるのだ……。


    　明るくて楽しいし親しみやすいし、さりげなく美形だし──いや、ふだんから顔を隠しているんだけど（今もビート板をゴーグルで固定し、世にも怪しい見た目になっている）女の子の審しん美び眼がんはそんなものでは遮断できない。


    「や～ん、ちゃんと手を握ってて先生～♪」「ずる～い、私も～♪」とかモテモテなお兄ちゃんを、不満そうに見ているのが──この時系列のわたしである。


    　わたしはプールサイドに腰かけ、むなしく爪つま先さきで水をかき回しながら、怨うらめしげにお兄ちゃんから目を逸そらして拗すねている。


    　わたしは当然、泳げないんだけど（わたしは運動全般が苦手なのだ）というか水面に顔をつけるのも無理なんだけど、女の子たちのなかに分け入って「お兄ちゃんはわたしの！」とやるほど厚こう顔がん無む恥ちではなく、空気読めない子になりたくなかったので我慢しているようだ。


    　玉藻前さんはへばりついていたつるぎを「ごめんなさいね、また今度♪」とちいさな子供にするように頭を撫なでてあげてから。


    　そっと、むくれているわたしに歩み寄っていく。


    　小声で、つぶやきながら。


    「鎖さ々さ美みさんに接触してみましょう──邪や神がみつるぎとかに怪しまれても面倒ですし、すこし調べて、何事もなさそうでしたら離脱する感じで」


    　そのへんで、ふと思いだしたように。


    「そういえば、この時系列にも『おじょうさま』がいるはずですが──」


    　周囲を見回して、すぐに玉藻前さんは気づいた。


    　この時系列の情雨じようちゃんはやや離れた位置で、プロの競泳選手もびっくりする速度でマジ泳ぎをしていた。


    　水みず飛沫しぶきがあがり、人気者の情雨じようちゃんはストップウォッチを握りしめた水泳部員らしきひとたちに「きゃ～！」「蝦え怒ど川がわさん！　かっこいい！」「新記録よ！」とか騒がれている。


    　あの様子では、こちらに目を向ける余裕はないだろう。


    「『おじょうさま』は泳ぐのに夢中みたいですわね、今のうちに──」


    　玉たま藻もの前まえさんはゆっくりと、わたしの横に腰かけて。


    「鎖さ々さ美みさん？」


    　呼びかけると、わたしは露骨に「びくっ」とした。


    　日差しが苦手な引きこもり体質のわたしは、肌が火ほ照てるのが嫌いやなのか、ビート板を頭のうえにかざして水を手ですくい、己おのれに浴びせていたが。


    「え、っと……？」


    　挙動不審に玉藻前さんを見て、もぐもぐと何か言ってから、目を逸そらしてしまった。


    　う～む、我ながらコミュ力が低すぎる。


    　そういえばこの時点では、わたしは玉藻前さんとほとんど接触はしてないのだ──まともに会話するようになったのは、いちど彼女が死んで生きかえったあとだし。


    　この時点では、敵。


    　玉藻前さんの正体にも気づいていないようで、ひたすら知らない教師に話しかけられてどうしよう何なんだろう困ったな嫌だな──というふうに、おどおどしていた。


    　がんばれ、過去のわたし。


    「この反応からいって、鎖々美さんの代理をしている『おじょうさま』は休眠しているようですわね……。無理に起こす必要も、ありませんね」


    　すこし寂しそうに独りごちながらも、わたしに微ほほ笑えんで。


    「あ、その──あたくし、狐きつね火び妖よう子こと申しますの。教師ですわ。修学旅行ではご一緒していたと思うのですけど、話したことはありませんでしたね」


    　自分の立ち位置を確認するように、あらためてそう述べると。


    「すこしお話し、よろしいですか？」


    「え。あ、う……」


    　わたしは指遊びをして、まともな返答もしなかった。


    　わたし、こんなに会話できない子だったっけ──玉藻前さんも困ったように、できるだけ優しい物腰で。


    「最近、何か変わったことはありませんの？」


    　抽象的な質問だったが、玉藻前さんも聞きあぐねているのだろう──まだ歴史の『改変』をしているシヴァの真意も不明なのだ、探り探りやっていくしかない。


    「えっと、そのう──」


    　わたしは聞きとりづらい、か細い声で。


    「何も、ないです。毎日、楽しいですよ……」


    　などと、応えた。


    　この当時のわたし的には、ずっと登校拒否していたわたしが学校に馴な染じめているかどうか、心配した教師が声をかけてきた──というぐらいに思っているのだろう。


    　そういう、こちらのメンタル的な部分に踏みこんでこられるのが、わたしは苦手だ。


    　できるだけ話を早く終わらせたい、どっか行って、関わらないでください──という空気を全身にまとわせた刺とげ々とげしいわたしに、玉たま藻もの前まえさんも苦笑いをして。


    「それなら、よろしいですけど──気になることがあったら、何でも相談してくださいね」


    　真しん摯しに、告げた。


    「あたくしたちは、いつでも──鎖さ々さ美みさんの、味方ですわ」


    　この場合の『あたくしたち』は、情雨じようちゃんたちを含めたみんなのことだろうけど。


    　この当時のわたしは『教師たち』とでも判断したのか、曖あい昧まいに頷うなずくだけだった。


    　どうせ仕事だからそんなこと言ってるんでしょ、したくもない可愛かわいくない生徒の相手をしなくちゃいけないんでしょ、ご苦労さまですね、みたいな態度で──我ながら、失礼なガキんちょだなあ。


    　というか、相あい槌づちを打つぐらいでまともな発言がひとつもない。


    　会話しようよ、わたし。


    　何だか居たたまれない空気が流れ始めたが。
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    「妙な気配がするのです」


    　不意に、当時のわたしたちの正面──水面を突き破って、ひとりの女の子が潜水艦みたいに浮上してきた。


    　顔をだし、索さく敵てき灯とうみたいな瞳で玉藻前さんを注視している。


    　邪や神がみ三姉妹の次女──かがみだ。


    　彼女もわたしのクラスメイトなので当然、授業にも出席していたのだ。


    　水辺の幽霊のように黒髪を肌に貼りつかせたその姿は、やや怖いが。


    「あ、かがみっ」


    　わたしが助かった、というように表情を綻ほころばせる。


    「かがみもこのコースにいたんだね──ってことは、泳げなかったりするの？　そういえば九く頭ず竜りゆう島のときも、あんまり海には入らなかったよね？」


    「ふにゃあ。あなたのような駄目人間といっしょにしないでほしいのです、水中装備さえあればわたしだって──」


    「霊的ロボットであるあなたは、見た目より重いですからね。水に浮かないのでしょう」


    　玉たま藻もの前まえさんが思わずつぶやいた言葉に、かがみが驚いたように目を丸くして。


    「あなたは──」


    　疑わしそうに、ざぶざぶと水をかきわけて近づきながら。


    「霊的ロボットと言いましたか？　どこでその単語を？　それに、あなた──どこかで見た覚えがあるような……？」


    「な、何のことかしら？　おほほほ！　あたくしはただ、れい、れい──冷房のきいた部屋で涼みたいなぁと、そう言っただけでしてよ？　おほほほほほ？　見覚えがあるのも当然ですわ、あたくし教師ですし──どこかで、すれちがっていたのでしょう！」


    　噓うそをつくのが苦手なのか、玉藻前さんの声はあからさまに上うわ擦ずっている。


    「…………」


    　かがみが警戒したのか、その身体からだから「がちゃん、がちゃん」と異音が響く。


    　これは彼女の身体に無数に仕込まれた武器の、安全装置を解除する音だ。


    「うひゃ!?　怪しまれてますの!?　戦闘なんて派手な真ま似ねをしたら歴史にどんな影響が及ぶかわかりませんし、避けたいですが──ここで逃げてもそれはそれで不審ですの！」


    　などと、玉藻前さんが狼ろう狽ばいしていた──その瞬間である。


    　悲鳴が響いた。


    　びくっとして、全員が同時にそちらを見る。


    「何ですの……!?」


    　玉藻前さんが視線を向けた先──プールの中央に、轟ごう音おんとともに渦うず潮しおが発生していた。


    　ぐるぐると渦巻き、まるで排水口が開いたみたいに。


    　異常事態に、さすがに形なり振り構わず玉藻前さんが立ちあがって臨りん戦せん態たい勢せいになる。


    「この現象──覚えがありますわ、『旧神』九く頭ず竜りゆうを召しよう喚かんしたときとそっくり。霊力も酷こく似じしてますし、おそらく間違いありません、……『根の国』への経路が開こうとしていますの!?」


    　玉藻前さんは気遣わしげに水流に呑のみこまれそうになっている生徒たちや、すぐそばでうろたえている過去のわたしを見た。


    　わたしの記憶からいって、こんな出来事は本来の歴史にはなかった。


    　時空を歪ゆがめたシヴァの起こした、悪意ある攻撃である可能性が高い。


    　たとえばここでわたしが死んだりすれば、歴史は明確にルート変更してしまう。


    　ゆえにこそ、わたしたちを放置して自分だけ避難などできなかったのだろう──手をこまねいて、玉藻前さんは立ち尽くすしかなかった。


    「くそっ、おまえら──避難しろ！」


    　つるぎが気づいて、神剣アメノムラクモの納まった朱塗りの鞘さや袋ぶくろを取りだしたが、遅い。


    　渦の中心から、無数の腕が伸びてきた。


    　ひとつひとつが人体と同じかそれ以上におおきな──巨人の腕だ。


    　傷だらけでぼろぼろで、腐りかけの、気味の悪い肉の鞭むち。


    　それらは絡からまりあいながら、獲物を求めて躍っている。


    「九く頭ず竜りゆう召しよう喚かんのときにいっしょに這はいでてきた、『根の国』の亡者ですわね──摑つかまったら地獄に引きずりこますわ！」


    　九頭竜は、信仰を失い忘れ去られていた『旧神』である。


    　それを己おのれの武器とするために、情雨じようちゃんはこのプールに『根の国』との経路を開き、死後の世界にいたこの怪物を引きずりだした。


    　だが黄よ泉みがえりを禁じる日本神話の条理が、この気味の悪い無数の腕のかたちとなって忌いむべき再生者を再び地獄に堕おとそうとしてくる。


    　生きているものを妬ねたみ、己と同じ腐くされた死者にしようと望む、亡者の群れだ。


    「ぐっ……!?」


    　苦鳴をあげたのは、かがみだ。


    　プールサイドにいた玉たま藻もの前まえさんはまだいいが、かがみは水中にいたのだ。


    　どうも泳げないらしい彼女はろくに身動きもとれず、亡者の腕に絡みつかれてしまった。


    　藻も搔がき、指先から機関銃の弾丸を放つが、焼け石に水だ。


    　ものすごい剛力で、かがみはそのまま渦の中心に引っぱられていく。


    「かがみさん！」


    　玉藻前さんが見殺しにはできなかったのか、両手を揃そろえてきれいにプールへ飛びこんだ。


    　水みず飛沫しぶきをあげ、藻搔いているかがみの手をとる。


    「な、なぜわたしを──」


    　かがみは目を白黒とさせ、必死にそれを振り払おうとする。


    　触れることで、かがみは玉藻前さんの正体を感知したのだ。


    　情雨ちゃんも『アラハバキ』の首領も、握手することで相手のことを一瞬で精査した。


    　かがみも同じことをしたのだろう──だが、それがよくなかった。


    　この時系列においては。


    　かがみにとって、『アラハバキ』の一員である玉藻前さんは不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵である。


    　必死に手足をばたつかせ、激しく拒絶して玉藻前さんを振りほどこうとする。


    「は、放してください、『アラハバキ』！　わたしに触らないでっ！」


    「ちょっ──今はそんなこと言ってる場合ではありませんわよ!?」


    　そうやって、ふたりが絡まりあうように暴れていた、その隙すきをつくように。


    　腹を切り裂かれた人体から零こぼれでた内臓のように、むっとする血臭を漂わせた大量の腕が──揉もみあうかがみと玉藻前さんの全身に絡みつき、一気に渦中へと引きずりこんだ。
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    「ん……」


    『狐きつね火び妖よう子こ』の姿の玉たま藻もの前まえさんが呻うめき、うっすらと両目を開いた。


    「ふあん」


    　どうぶつっぽく大口を開いて欠伸あくびをして、すこし呆ぼう然ぜんとしていたけれど。


    　何度か瞬まばたきをし、慌てて飛び起きた。


    「えぇっと……？」


    　玉藻前さんは猛烈に思考を回転させ、どうやら自分が失神していたらしいと気づく。


    　おそらく、あのプールに地雷のように仕掛けられていた『根の国』の亡者の腕が、己おのれを絡からみとってどこかに引きずりこんだのだ。


    　不覚である。


    　もともといちど滅びかけ、奇跡によって復活した玉藻前さんは死後の世界に深い縁をもつ──その吸引力に抗あらがえなかったのだ。


    「ここは、『根の国』──でしょうか？」


    　独りごちながら、周囲を探る。


    　どうやら砂浜である。


    　打ち寄せては返す潮しお騒さいのざわめき。


    　けれど、玉藻前さんが尻しりもちをついた渚なぎさの砂はすべてが血を吸ったように紅い。


    　べっとりと濡ぬれていて、気味が悪かった。


    　砂浜のあちこちには得体のしれぬ獣の骨が突きでていて、型遅れの家電だの折れた菜箸だのフライパンだのがごろごろと投棄されていて、ゴミ捨て場のようだった。


    　海も重油が垂らされたがごとく黒ずんでいて、どろりとしている。


    　悪夢めいた光景である。


    　陰いん鬱うつで暗く、空も雲で覆おおわれ──冷たい雨が、肌に絡みつくように落ちてきている。


    　涙のように。


    　おかげで髪もずぶ濡れで、玉藻前さんは首をふって水気を嫌いやがり、ぶるりと震ふるえる。


    「寒っ──」


    　どうやら気温は真冬じみていて、身体からだを伝う雫しずくも凍りつきそうだ。


    　先ほどまでは炎天下にいたため体感温度の落差が酷ひどい、水着姿のままだし──。


    「くしゅんっ」


    　思わずくしゃみしてから、本格的に玉藻前さんは震えだしてしまった。


    　鉄さびの匂においが混じった寒風が、その全身をいやらしく舐なめていく。


    「これじゃあ風か邪ぜをひいてしまいますわね──えいやっ！」


    　立ちあがると、その場で宙返り。


    　妖よう狐この変化能力で己おのれの周りに小規模の『異界』を形成し、防寒具を出現させる。


    　服ごと着替えたかったのだろうが、どうも周囲は『神々』が死に絶えたみたいに希薄だ。


    　つまり『改変』がしづらい──厄やつ介かいな環境である。


    「この程度でまぁ、満足しておきましょうか」


    　水着のうえから、玉たま藻もの前まえさんの尻しつ尾ぽでつくったような毛皮のコートを羽織って、溜ため息いき。


    「妙ちくりんな格好になってしまいましたが──」


    　水着に毛皮のコートって、レースクイーンみたいである。


    　それでも寒そうに鼻の頭を赤くしたまま、しんと静まりかえった砂浜で。


    「油断しましたわね。あのプールには、罠わなが仕掛けられていたんですわ。歴史の『改変』能力をもつあたくしを狙ねらい撃ちにし、この『異界』に隔離しているうちに、シヴァはのうのうと己の目的を果たすつもりなのでしょう」


    　俯うつむき、下唇を嚙かみしめて。


    「──うん？」


    　真っ赤に染まった砂浜に、ちいさく異なる色彩が見えた。


    　光り輝くような、少女の肌色。


    　玉藻前さんは目を見開き、そちらに向かって砂に足をとられながら駆け寄った。


    　しゃがみこみ、巣穴をつくる野の獣のようにその場を掘って。


    「やっぱり、『炎帝カグツチ』──邪や神がみ、かがみさん」


    　かがみが、血の色をした砂になかば埋まっていた。


    　意識がないようで、仰あお向むけになったまま死んだように動かない。


    　発掘されるのを待つ化石みたいだった。


    　顔色は雪のように白く、呼吸もしていないみたいだった。


    「なるほど、ね」


    　何とかかがみを掘りおこして、優しく横たえると、身体からだ中を汚した砂を指先で払う。


    「おそらく、あたくしと身体の構造の似ている──同じ『アラハバキ』の霊的ロボットを利用しているあなたを、罠があたくしと混同していっしょに引きずりこんだんですわ。……ごめんなさい、巻きこんでしまって」


    　俯くと、玉藻前さんはかがみの顔を抱きあげ、その頰ほおを「ぺちぺち」と叩たたいた。


    「かがみさん、だいじょうぶ？　目を醒さましてくださいませっ」


    　もちろんこの時系列ではまだ、かがみは玉藻前さんを敵としか思わない──目覚めると同時に攻撃される危険すらあったが、玉藻前さんは困ったひとを見すごせない。


    　滅びゆく王朝に寄り添い、決して見捨てられなかった、優しい『傾けい国こくの美女』。


    「う、ううん……」


    　幸い、かがみは生きてはいたようで、ちいさく呻うめくと薄目を開いた。


    　やや色っぽく身じろぎしてから、目を見開いて──「！」と驚きよう愕がくし全身を緊張させる。


    　玉たま藻もの前まえさんを突き飛ばし、素早く起きあがると跳躍、距離をとって身構えた。


    「玉藻前……！」


    　いまの玉藻前さんは狐きつね火び妖よう子この姿だが、先ほど接触したことで正体は看かん破ぱされている。


    　かがみは指先を銃口のように向けて、赤みを帯びた瞳を敵意に爛らん々らんと輝かせている。


    「いったい、わたしに何をしたのですか──ここ、は……!?」


    　異様な周囲の状況を見てぎょっとすると、不安そうに睨にらみつけてくる。


    　その剝むきだしの憎悪に、むしろ哀しそうに瞑めい目もくすると、玉藻前さんは「落ちつきなさい」というように前に手を伸ばして牽けん制せいしながら。


    「おおきな声をださないでください、どうせ疲れるだけですわよ。あたくしは何もしてませんし、ここがどこかなんて──あたくしが聞きたいぐらいですわ。気を鎮めなさいな、冷静なのがあなたの長所でしょう？」


    　諭さとすように言ったが、かがみは当然──警戒心たっぷりに油断なく立っている。


    　燃えあがるような殺意が、かがみの小柄な全身に渦巻いている。


    　嘆息して、玉藻前さんは肩をすくめると。


    「闘やりあうつもりはありませんわ、そんな状況でもありませんし」


    「あなた、何だか雰囲気が変わりましたか……？」


    　かがみは不審そうに、そう問うた。


    　見た目の話をしているのではあるまい。


    　玉藻前さんはこの時系列から数えて、ほぼ一年の時間を経験してきている。


    　いちど死に、黄よ泉みがえり、娘との絆きずなを深め、様々な苦難を乗り越えて──玉藻前さんはすこしだけ変化している。


    　それを敏感に感じとったのだろう、かがみは当惑しているようだった。


    　不承不承に身構えるのをやめると、あらためて地獄のようなこの世界を俯ふ瞰かんして。


    「いったい、ここは？　あなたが、わたしをここに攫さらってきたわけではないのですね？」


    「それなら話が簡単だったのですけど、残念ですが、あたくしもただ引きずりこまれただけですわ。あなた、センサー類が充実してましたわね？　よろしければ、周囲を精査していただけます？」


    　気安く頼んでみると、かがみは不満そうにしながらも、いがみあっていても仕方ないと思ったのか──その瞳に「きちきちきちっ」と機械音を響かせ大量のデータを表示して。


    「霊力や雰囲気などから判断するに──ここは死後の世界、に近いところのようですね。かんぜんに『根の国』などに堕おちたわけではなく、その手前といったところでしょうか」


    　しゃがみこんで、赤い砂を手のひらにすくい、舌で触れて。


    　五感のすべてで、世界を把握する。


    「むかし、海の底には死者たちが逝ゆきつく果ての土地があると信じられていました。けれど時代の流れとともに忘れ去られてしまった、放棄された、桃とう源げん郷きよう……」


    　まるで人ひと気けのない、死に絶えたような砂浜を見回して。


    　かがみは、うるさそうに頰ほおを伝う雨粒を手の甲で拭ぬぐうと。


    「古来、海は人類が決して把握できぬ最果てでした。ゆえに島流しは極刑と同じ意味をもち、海の向こうからやってくる渡来人は『神々』のように重宝され、歓迎されました。けれど航海技術が発達し、人工衛星が全世界の地図をリアルタイムで表示する現代において、世界に秘密はなくなり、海の向こうに桃源郷などないと誰もが知ってしまいました」


    「かつて人々が悠久の向こうに幻視した、印度インド神話で言うところの『地下王国パタラ』──打ち捨てられた桃源郷、ね。かつては天国であり地獄であり人々の魂が行きつく果て、うつくしい死後の世界だったのに。忘れられ、信仰を失い、放棄され、ここで腐っていた……」


    　玉たま藻もの前まえさんがかがみの言葉を拾うように言って、足あし下もとの砂を爪つま先さきで蹴けった。


    「陰気なところに迷いこんでしまったと思ったら、用済みになった死後の世界ですか。ふつう、そういものはすぐに消えてしまうはずですけどね──誰かが維持していたのかしら。霊魂のゴミ捨て場ってところ？　どうりで、腐った死し骸がいやがらくたばっかり転がっていますわ」


    「呑のん気きにしていると、わたしたちもその仲間入りですよ」


    　そばにあった壊れた家電を、かがみが何だか不気味そうに眺めて。


    「どうやら、この『地下王国パタラ』──と仮に呼称しますが、この場所には『根の国』に堕おちるほどではない、つまり死んではいないけれどちからを失い、衰退し、忘れ去られたものが行きつくようですね。そういう、中途はんぱなものの吹き溜だまりになっているのです」


    　忘れられた、あらゆるもの……。


    　旧型のＴＶやワードプロセッサなどの、すでに物流が停止したもの。


    　古代には用いられていたのだろう農具。


    　江戸時代のものみたいな、むかしの化粧道具。


    　絶版になった本やすでに絶滅した動物の死骸──。


    　こういった、現代には不必要になった、あるいは人気を失い忘れ去られたものが、引き寄せられて集まるみたいだった。


    　生と死のはざまの世界は古来、マレビトの領域とされた。


    　マレビト──まつろわぬもの、と冠された『アラハバキ』の霊的ロボットふたりがここに迷いこんでしまったのは、何やら因縁じみているけれど。


    「なるほどね、ここは物置に仕舞われたままでもいいもの──取るに足らない、どうでもいい、忘れられてしまったものの集積所なんですわね」


    　競争に負けて市場から姿を消し、今や誰も覚えていない旧型のゲームなんかを拾って、玉たま藻もの前まえさんが溜ため息いきをついた。


    　マニア垂すい涎ぜんの品なのかもしれないけど。


    　それは、現代にはあってもなくてもどちらでもいいもの──なのである。


    　人間は、こういうものを容赦なく切り捨て、過去の地層に押しこめて、忘れてしまう。


    　二度と思いかえすこともなく、置き去りにしてしまうのだ。


    「このまま『地下王国パタラ』に留まりつづければ、あたくしたちも誰からも忘れられ──過去の遺物となってしまうのでしょうね。そういった、蝕むしばむような影響力を感じますわ。あたくしたちをそんな『異界』に閉じこめ、隔離し、摩ま耗もうさせて無力化し、やがて消しつぶす……」


    　寒気をおぼえたように、玉藻前さんはぶるりと震ふるえると。


    「地味ですが──これは明確な、敵からの攻撃なんですわ」


    　玉藻前さんにとっては、敵とは歴史を歪ゆがめ陰謀を巡らせるヴィシュヌ＝シヴァのことなのだろうけれど、この時系列のかがみはまだヴィシュヌと出会ってもいないのだ。


    「敵？」


    　何も知らぬかがみは、ひたすら刺とげ々とげしく。


    「敵はあなたたちでしょう、悪徳オカルト結社『アラハバキ』」


    「そう怨うらみがましい目で見ないでほしいですわね、面倒くさい──こちらの事情を説明してもいいのですが、いまのあなたは信じてはくれないでしょう。あたくしたちが未来において、共同戦線を張っているだなんてね」


    「何を言ってるのですか？　未来？」


    　戸惑うかがみに、玉藻前さんは片目を瞑つむって。


    「まぁ、呉ご越えつ同どう舟しゆう──せいぜい、この窮地から脱するまでは仲よくいたしましょう？　あたくしたちは『アラハバキ』で同じ釜の飯を食った仲、いわば姉妹のようなものでしょう──つんけんしていると、可愛かわいくないですわよ？」


    「姉妹？　わたしの姉妹は、たまと姉さんだけなのです」


    　闘志に輝く瞳で、突き刺すように玉藻前さんを睨にらんで。


    「今ここで手っ取り早くあなたを倒し、後こう顧この憂うれいを絶ってからゆっくりこの『地下王国パタラ』を脱出してもよいのですよ。そちらのほうが、わたしも安心なのです」


    「どうしてそう、喧けん嘩かっぱやいのかしら。まだ若いってことですかね──闘やりあうつもりはないと言ったでしょう？」


    　お手上げ、というように両手を降参するように挙げると。


    「こんなところで骸がい骨こつになるのはあたくしも不本意ですわ、あなたにだって帰る場所があるのでしょう──くだらない意地を張って消耗するのは、愚かなことでしてよ？」


    　流し目を送って、降り止まない雨のなか、玉藻前さんは申しでる。


    「そうそう、あなたの『改変』をリセットする能力──神器ヤタノカガミなら、この『異界』『地下王国パタラ』を打ち消して外にでられません？」


    「あれは溜ためが必要ですので、こないだ九く頭ず竜りゆう島で使ってしまったのでしばらくは無理なのですよ。『異界』をまるごとリセットするほどの出力はだせませんし。まずは霊力を回復しつつ、そこを破壊すれば外に脱出できる、という『異界』の中心──核を見つけないと」


    「そう簡単にはいきませんか、まぁ──よろしいですわ」


    　玉たま藻もの前まえさんは顎あごに手を添えて。


    　毛皮のコートが雨を吸って重いのか、やや億おつ劫くうそうに引きずりながら、歩きだす。


    「突っ立っていても仕方ありません、何でもいいから行動しましょう。ここは忘れられ、滅びゆく『異界』──『神々』の濃度が薄いですし、あたくしたちも回復するどころか徐々に蝕むしばまれていきます。そう猶ゆう予よはありませんわよ？」


    「長居すれば、そのぶん疲労していく──厄やつ介かいな場所に閉じこめられたものです。こうなったら、あなたも協力しなさい。このままジリ貧で衰弱死するのも嫌いやでしょう」


    「最初からそのつもりですわ」


    　かがみの言葉に苦笑して、玉藻前さんは狐きつねの耳を生やすとぴくんぴくんと動かして。


    　動物的な鋭敏な五感で、周囲を検分する。


    「『異界』は通常、堅けん牢ろうで圧倒的なふつうの世界に押しつぶされてすぐに消滅するはずです──けれど、こうして腐りかけとはいえ維持されているということは、どこかにこの『異界』を保っているものがいるはずですわ」


    「そいつを見つけて倒し、『異界』を崩壊させる。あるいは、そいつから霊力を奪うなりしてわたしが神器ヤタノカガミを用いる、と──そんなところですかね」


    「あちらに、霊力を感じますわよ」


    　玉藻前さんが指さした先は、黒ずんだ海とは逆方向。


    　どうやらここは無人島めいた場所らしく、あまり広くない。


    　中央にはたぶん現実においては倒壊したなどして失われたのだろう、旧ふるい建物がでたらめに生えている、異様な町があった。


    　廃材やゴミでつくりあげられた、廃はい墟きよ──。


    　墓標のようにうら寂しく建ち並ぶそれらを、かがみは見据えて。


    「あなたの指図は受けません、ついてきたいなら勝手にすればいいですけど──馴なれあうつもりはありませんから」


    　言い捨てると、そちらへ向かって大おお股またで歩いていく。


    「やれやれ、ですわね。こんな性しよう根ねのひん曲がった子と、鎖さ々さ美みさんはどうやって仲よくなったのかしら？」


    　言いながらも、すこしだけ楽しそうにかがみのすこし後ろをついていった。
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    　しばらく無言で歩いた。


    　玉たま藻もの前まえさんのほうは何度か話しかけていたが、かがみのほうが完全に無視している。


    　彼女にとって玉藻前さんたち『アラハバキ』は己おのれを兵器にした忌いむべき悪の組織だ、恨うらみ骨こつ髄ずいに徹すのだろう。


    　かがみが情雨じようちゃんと和解し、己の過去にそれなりにけじめをつけ、言動も朗らかになってくるのは──まだ、ほんのすこし後のことである。


    　この『地下王国パタラ』と仮に呼称された場所は、『異界』である。


    　それも、九く頭ず竜りゆう島や出雲とはちがう、我々の世界と地続きになった『異界』ではない。


    　隔離され、奥へ奥へと隠された、秘境だ。


    　通常の『異界』が同じ家のなかの、施錠された扉だとしたら、ここは地下室である。


    　存在すら誰も知らなかった、特定の手順を踏まなければ行きつくことのない秘密の部屋。


    『始祖神』にして『死の神』イザナギによって生と死が分断されたこの国においては、生者と死者の世界は明確に区切られている。


    　その中間地点にあるらしい『地下王国パタラ』は、そのどちらからも遠く、誰にも手が届かない場所にあるようだった。


    　溜ため息いきをつくと、玉藻前さんは周囲を見回した。


    　ふたりは砂浜から見えた、町らしきものを目指していた。


    　上り坂を分け入って、すでに滅んだはずの植物がでたらめに分布した山のなかを。


    　遠目に見えるのは、爆撃を受けて地上から消滅したはずの木造校舎や、略奪され焼き払われ無む惨ざんに破壊されたはずの古代の遺跡──そこに、大量に印刷されては捨てられるカラフルな販売チラシがでたらめに貼りつけられている。


    　足あし下もとにはやたら巨大な虫が這はい回り、折れた日本刀や描き手が満足いかずに放りだしたような×印のついた絵画、工場の製作過程でミスが見つかって放棄されたような配色のおかしなお人形などが、散らばっている。


    　水着姿のまま、裸足で歩くのはきつく、玉藻前さんは高下駄を『改変』でつくった。


    　かがみにも勧めたのだが、彼女は頑がんとして無視している。


    「どうも、見た目の印象以上に広いようですわ──この『異界』を維持しているのはおそらくあのシヴァ──全知全能と謳うたわれた、強力な『神々』ですの。さんざ歩き回って疲れた身体からだでは勝負にもなりませんわよ、ちょっとは休憩しません？」


    　そう呼びかけた玉藻前さんは、ふと気づいた。


    　かがみの反応がないのは相変わらずだが──彼女の息遣いすら感じられない。


    　ぎょっとして見ると、かがみは前方、略奪され破壊された仏像の頭部のみがごろごろと転がった場所で、蹲うずくまっていた。


    　地面に手をつき、荒い呼吸を繰りかえしている。


    「かがみさん……？」


    　慌てて、玉たま藻もの前まえさんが駆け寄ったが──かがみは首をふって嫌いやがる。


    「近づかないで、触らないでください。あなたたちの世話にはなりません」


    「そうも言ってられないでしょう。あなた、酷ひどい顔色ですわよ？」


    　見ると、かがみは青ざめ、小刻みに震ふるえている。


    　降りつづける雨に体温を奪われ、この腐敗した『地下王国パタラ』の邪じや気きにあてられて、霊力を蝕むしばまれているのだ。


    　もともと呪のろわれたアマテラスのいちぶ、『炎帝カグツチ』、神器ヤタノカガミの合成である彼女は霊的にひどく不安定で、ちょっとしたことでバランスを崩す。


    　体調不良を起こして当然なのだ。


    　けれど、彼女は意固地に、差しのべられた手のひらを拒絶する。


    「放っておけばよいでしょう、あなたたちにとっては──面倒な敵がひとり減って、万々歳なのではありませんか」


    「いいえ」


    　玉藻前さんはかがみにそっと寄り添い、雨から守るように、かがみを抱きよせて。


    「あたくしは、二度と誰も置き去りにしません──そう誓いました、いいえ約束しましたから。なかなか、難しいですけど」


    　莞かん爾じと、微ほほ笑えんだ。


    「困ったひとを放り捨てて去っては、可愛かわいいあの子に怒られてしまいますわ」


    「………？」


    　この時系列のかがみには、その発言の意味がわからなかったのだろうけど。


    　玉藻前さんはそんな彼女のおでこに手を添えて「すごい熱ですわ、どこか安全なところで休みましょう」と告げると。


    　水着姿のため露出したお尻しりのあたりから、ふわふわの九きゆう尾びを出現させた。


    　雨に濡ぬれそぼった毛皮のコートからそれらを突きだして、かがみの身体からだに絡からめる。


    「どう？　すこしは暖をとれるでしょう？」


    「ふわっ──」


    　全身をあったかい尻しつ尾ぽに包まれて、かがみは目を白黒させる。


    「そういえば、あなたは狐きつねさんでしたね──ふあ、もふもふ……♪」


    　しばし夢中で抱きしめて、頰ほおずりしたり、撫なでたりしてから「はっ」と気づいて。


    　頰を赤らめる。


    「そういえば、どうぶつが好きなんでしたっけ──あなたは。いいですわよ、好きなだけ触れば。ただ、痛くしたらだめですわよ？」


    　かがみの雰囲気が和やわらいだのを見て、玉たま藻もの前まえさんは安あん堵どすると。


    　近くに現代では使われていない社名の看板がかけられた、ぼろぼろの廃ビルを見つけて。


    　そちらに、かがみを誘った。


    「あそこで雨宿りしましょう、漫然と歩いていても仕方ありませんわ。この『異界』に蝕むしばまれぬよう防備を整えてからでも、探索するには遅くありません」


    　語りながら、ふたりで廃ビルのなかへ。


    　かがみを尻しつ尾ぽに絡からめとったまま、玉藻前さんはそのへんに腰をおろして。


    　あちこちに散らばっていたページが引き裂かれていたり落丁・乱丁している書籍を集めると、指先から狐きつね火びを放って火をつけた。


    　簡易な焚たき火である。


    　雨に奪われた体温を、すこしでも取り戻そうというのだろう。


    「こんな青白い狐火では、陰気ですけどね──」


    　すべてが死に絶えたような『地下王国パタラ』には、むしろ似つかわしい光景だった。


    　人魂のような青ざめた炎のなか、ふたりは震ふるえる雛ひな鳥どりのようにとなりあって、ぱちぱちと飛び跳ねる火花を眺めた。


    　かがみはほんとうに苦しいのだろう、目を閉じ──喘あえいでいる。


    　脱力し、玉藻前さんのふわふわ尻尾を布ふ団とんにして、横になった。


    「あたくしのことは嫌いでも、あたくしの尻尾はお気に召したようですわね。最初から狐の姿でいれば、あなたともっと仲よくなれたかしら」


    　問うたが、かがみからの反応はない──眠ってしまったのか、寝息を零こぼしている。


    「かがみさん？　あらまぁ、敵のそばでそんな無防備になってよろしいんですの？」


    　言いながら、かがみの黒髪をそっと指先ですくって。


    　周りを見回す。


    「食べ物でもあれば、霊力を回復できるんですけど──腐った屍し骸がいしかありませんね、取りこんでも身体からだに毒なだけですわ。ほんと、忌いま忌ましい『異界』ですこと」


    　状況はきわめてまずい。


    　このままでは早々に消耗し、この退廃的な『異界』に呑のまれて汚お泥でいのいちぶとなる。


    　そっと、華きや奢しやなかがみを抱きよせて、尻尾でくるむと。


    「『神々』はいつでも報われない、すべてを救えるわけではない──ひとりを幸せにしたら、そのせいでひとりが不幸になりうる。『神々』に願っても、あまねく希望が叶かなえられるわけではありません」


    　ほんとうに姉妹のように。


    　ぐずる妹に、子守歌を聞かせるように。


    「弱体化した『最高神』アマテラスは、人々の願いを聞きつづけるのに疲れ果て、引きこもる傾向が顕著になり──誰もが失望し、落胆して、あるいは逆恨みしました。そんな人々の負の感情を『外敵』が呪のろいとして悪用し、彼女を蝕むしばんだ。おぞましくも浅ましい、そんな憎悪があなたの核──呪われた、アマテラスのいちぶ」


    　かがみの冷たい身体からだに、体温をわけるように。


    「でも、そんな苦痛のなかで生まれたあなたが──日につ蝕しよくのような、あなたが。愛され、周りに望まれて幸福のなかにいる。それを忘れないで、あったかさを、その輝きを消さないで。あなたは哀しみを産うぶ湯ゆにして、悪意に育てられた悲劇の子。でも、昇らない太陽はありません」


    　つぶやくと、眠り姫のような彼女のおでこに、そっとくちびるを寄せて。


    「可哀かわい想そうな、呪われた太陽──あなたが、世界を照らす希望になりますように」


    　寒さに震ふるえる赤子を守る、野の獣けもののように。
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    　昼夜の区別がつかない『地下王国パタラ』で、かがみは目覚める。


    　常に雲に覆おおわれたこの『異界』は薄暗く、陰いん鬱うつで、廃ビルの外では半ば凍りついたような雨がべしょべしょと降っている。


    　雨に混じって何の生き物のものかわからぬ腐肉や、使い古された割り箸ばしや家電のたぐいが投棄されるように落ちてくる。


    　魂まで蝕むような後ろ向きな景色のなか、かがみのそばだけが輝きに包まれている。


    　いまだ消えぬ玉たま藻もの前まえさんの狐きつね火びが、穏やかな熱とともにかがみを照らしていた。


    「………？」


    　安心して眠っていた自分が不可解であるみたいに、かがみは小首を傾かしげると。


    　顔をあげて、周囲を見回す。


    「玉藻前？」


    　先ほどまで自分のかたわらにいた彼女を、呼ぶ。


    　けれど玉藻前さんが身にまとっていた毛皮のコートが膨ふくらみ、お布ふ団とんのようになって──まるで抜け殻みたいに残されているだけで、本人の姿がない。


    「どこですか……？」


    　不安になったのだろう、誰だってこんな場所に独りぼっちで残されたくはない。


    　敵のそばで無警戒に眠ってしまったのを恥じつつも、かがみは自分の身体を点検し、むしろ先ほどよりも霊力が回復しているのに気づく。


    　この、何もかもを蝕むしばむ腐敗した『地下王国パタラ』で。


    「玉藻前が何かをするつもりなら、わたしが眠っているうちにいくらでもチャンスはあったはずなのです。それなのに──」


    　まだ心をゆるしたわけではないだろうが、すこしは信用に足りえると判断したのか。


    　すくなくともこの禍まが々まがしい『異界』から脱出するまでは、共同戦線も致しかたなし──かがみとしては、そんな気分になっていたのだろうけど。


    「まさか、口ほどにもなく『異界』に呑のまれて消滅してしまったのですか？　さんざ偉そうにしておいて、不甲斐ないのですよ？」


    　けれど返事はなく、陰気な『異界』は相変わらず静かだ。


    　かがみが身を縮ませて、項うな垂だれると。


    「くすくす」


    　笑い声が響いた。


    　毛皮のコートがむくりと膨ふくれて、その下からちいさな──手のひらにのるぐらいのサイズの、可愛かわいらしい子こ狐ぎつねが姿を見せた。


    「そんな寂しそうな声をださなくても、よろしくてよ？」


    「わっ……」


    　すこし気恥ずかしそうに、かがみは尻しりを浮かせて。


    「玉たま藻もの前まえ──ですか？」


    「ええ。驚きましたか、すこし変化してこの見た目になりましたの」


    「あの、撫なで撫でしてもよろしいですか？」


    「はい？」


    「ふにゃあ。ちいさな喋しやべる狐ちゃん──ふぁんたすてぃっくなのです……」


    　大事そうに玉藻前さんを抱きあげると、そのあぶらあげ色の毛並みを熱心に指先で撫でくりするかがみだった。


    　興奮したせいか血色もよくなり、表情は恍こう惚こつとしている。


    「ちょっ、おやめなさいっ──体格差を考えてくださいっ、そんな全力で触れられたら骨がっ……痛たたたたっ!?」


    「嫌いやがる姿もかあいいのです……♪　玉藻前ちゃん、よい子よい子～なのですよ♪」


    「自分でこの姿に変化しておいて何ですが、そこまで警戒をゆるめてくれるなら、あなたと戦ったときもどうぶつの姿になっておけばよかったですわ──」


    　そのまま食べちゃいそうにチュッチュしてくるかがみに、玉藻前さんは辟へき易えきしたように可愛らしい九きゆう尾びを揺らした。


    　まぁ、かがみはひとりでこの『異界』に取り残されたのではないと知って、安あん堵どしたのもあるんだろうけど。


    　喉のどのしたの気持ちのいい部分を撫でられて、どうぶつ的な本能から耳を「ぴくんぴくん」と上機嫌に揺らしつつ、玉藻前さんは語った。


    「あたくしは見てのとおり、最低限のちからしかないこの姿に変化しました──余った大部分は、あなたに移しましたの。あなたはもう動けないぐらい消耗していたようですが、あたくしのぶんの霊力を移譲すれば、それなりに活動もできるでしょう？」


    「霊力を、わたしに……？　なぜ、そこまでしてくれるのですか？」


    「勘違いしないでくださいまし、と言ったほうがいいかしら──これも、この『異界』から無事に脱出するためですの。あなたの『改変』をリセットする能力が、いま必要だったからこそ、そこに賭かけたということですわ」


    　玉たま藻もの前まえさん的には、かがみを敵とは思えない──ゆえに、協力したのだろうけど。


    　過去のかがみには、そんな事情をいちいち語る時間が惜しい。


    　ゆえに、細かい説明は省いて、この時系列のかがみにわかりやすい言葉を選んだのだ。


    「この『異界』では霊力の自然回復は難しい……。ゆっくりと腐敗するように、衰えていくだけですわ。だから、あたくしとあなたの霊力を結集して、動けるうちにこの地獄のような環境から脱出しなくてはなりません。おわかりですね？」


    「霊力をひとつに集めるというなら、わたしが眠ってるうちに取りつけばよかったのですよ。自意識を奪い、操ってね──あなたは他者へ寄生ができるのでしょう？」


    「可能なのに、それをしなかった、という点であたくしを信頼してほしいものですけど。呑のん気きにお喋しやべりしてる暇ひまはありませんわよ、こうしている今も刻一刻とあたくしたちは蝕むしばまれている──喧けん嘩かしてるうちに時間切れ、なんて間抜けなのは勘弁でしてよ？」


    「…………」


    　かがみは、まるで魔法少女を変身させてくれる可愛かわいい生き物のようなちいさな玉藻前さんを、手のひらのうえにのせたまま。


    　考えるのが面倒になったのか、「ふにゃあ」と溜ため息いきをついて。


    「いいでしょう、あなたのことを信用したわけではありませんが──たしかに、ここで立ち往生しているのも愚かしいですね。ただ、忘れないでください。妙な真ま似ねをしたら、その『神霊』を欠片かけらも残さず焼き尽くしてやりますからね」


    　言い放つと、きつい言葉のわりに丁てい寧ねいに、玉藻前さんを肩にのせて。


    　立ちあがると、窓硝子ガラスの嵌はまっていない廃ビルの窓から外を睨にらむ。


    　その腕に蒸気が噴きだし、手首から先が空へ向けて発射される。


    　ロケットパンチだ。


    　飛ひ翔しようした手首は宙で爆散し、そのまま空に太陽のように光を留める。


    「きたねぇ花火なのですよ──わたしの手首を、人工衛星のように空に待機させました。そこから各種の情報を収しゆう集しゆうし、現在位置やこの『異界』を維持している根本を探ります。漫然と歩いても迷子になるだけ、でしょうし」


    「ＧＰＳ機能ってとこですわね、あなた、いろいろ仕込んでいて便利ですわね」


    　玉たま藻もの前まえさんは言いながら、かがみの欠落した手首の先に跳びついて。


    　変へん化げする。


    　機械の義手である。


    　自在に見た目を変えられるようで、粘土のように変形して手のひらのかたちになる。


    「そのままでは不便でしょう、この程度のお手伝いはいたしますわ」


    「何から何までお世話をかけますね、……おねえさま」


    　皮肉っぽく、『アラハバキ』の霊的ロボット──その姉妹機である玉藻前さんを揶や揄ゆするように、かがみは言ったが。


    　玉藻前さんはむしろ嬉うれしそうに、「ええ」と軽妙に応えた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　かがみのＧＰＳ機能によって辿たどりついたのは、おぞましい空間だった。


    　何年も何十年も掃除していなかった排水口のなかみたいだ。


    　壁も床も天井もどろどろとしたヘドロに覆おおわれ、それらが渦巻き悪臭を放つ、深い洞どう穴くつのような──屍し骸がいの胃袋のような、吐き気をもよおす場所である。


    　泥の海のなかから墓石や十字架、型遅れの家電や銃身が折れ曲がった機関銃、遠い過去に滅んだ家紋が記された旗、そういった忘れ去られたゴミくずが無数に生えていた。


    　ときおり見える壁の岩には、もはや誰にも解読できない古代の言語が刻まれ、その隙すき間まには絶滅した動物の骨や、人間のような恐竜のような、両者の特徴をもつ不気味な何かの生き物の化石が見えた。


    　それを指先でなぞり、かがみは眉まゆをひそめて。


    「恐竜人──もしも恐竜が絶滅せずに、順調に進化をつづけていたら誕生したという高度な知性をもつ爬は虫ちゆう類るい、でしたか」


    「これらは、おそらく実際にはありえなかった──失われた、可能性ですの。人類が誕生しなかった可能性。アインシュタインが相対性理論を発見していなかった可能性。関ヶ原の合戦で豊臣側が勝利した可能性……。物体だけではなく、そういった歴史的な事象も含むあらゆるもしも仮定仮説が、ここには渦巻いているようですわね」


    　マフラー状になった玉藻前さんが、そんなふうに補足をする。


    「忘れられたあらゆるものが、腐臭を放っている、ゴミ溜ため。居心地が悪いのです。おまけに運が悪ければ、わたしたちもこの廃棄物の仲間いりなのですよね──玉藻前」


    「けけけ！　また『おねえさま』と呼んでくれて構いませんのよ？」


    「調子にのらないでください、あなたはあくまで霊力を補充するための乾電池といっしょ──使い切ったら、消耗品として捨ててやるのですよ」


    「あぁん、モノのように使い捨てられるなんて……はぁはぁ」


    「何でちょっと嬉うれしそうなのですか」


    　などと呑のん気きともいえる会話をしながら、かがみは水着の腰元まで泥水につかって、不気味な空間を進んでいく。


    　コールタールのような粘性のあるヘドロが、あぶくを放ちながら波紋を広げていく。


    　周りには、忘れ去られたいろんなものが沈殿し、あるいは壁に埋まって晒さらされている。


    　滅んだ様式の絵画。


    　破壊された彫像。


    　人類の歴史で何かの歯車がずれて、異様に細分化された、不安になるような世界地図。


    　奇妙な言語で書かれた、歴史書……。


    　やがて終点なのか、おおきな広間にでた。


    　ヘドロの海はそこで途切れており、あちこちに桃や柿の樹々が並んでいる。


    　どちらも死後の世界、地獄の果物だ。


    　この場所だけ、神こう々ごうしいともいえる異様な波動が充満している。


    　かがみが身構え、周囲を警戒した。


    「この付近に、強大な霊力を感じるのです。おそらくこの『地下王国パタラ』を構築し支配している主が、いるはずなのです」


    　そんなかがみの正面、粗大ゴミ集積場のように雑多に積み重ねられたがらくたが──ざわざわと、捨てられたお菓子にたかる蟻ありのように集合していく。


    　それらは妙に生物的に癒ゆ着ちやくし、互いに貪むさぼりあうがごとく融合していく。


    　周囲の闇やみや、時空すらも取りこんで──その忌いまわしい怪物は、全ぜん貌ぼうを露あらわにした。


    　見た目は、恐竜の化石のようだ。


    　何か途方もなくおおきな爬は虫ちゆう類るいの、白骨死体である。


    　あちこちに腐肉がこびりつき、おぞましい。


    　見あげるほどの巨体だ、ちょっとした学校の校舎ぐらいはあるだろう。


    　かがみの首元で、玉たま藻もの前まえさんのマフラーがふわりと膨ふくれた。


    「どこか、見覚えのある霊力ですわ──おそらく、九く頭ず竜りゆうですの。『おじょうさま』が死後の世界から引きずりだした『旧神』、その成れの果てみたいですわね」


    　九頭竜はいちど復活したものの、『英雄神』スサノヲに退治された。


    　その後、クトゥルー神話のときに再利用されるまで所在が不明だったが──どうやら、この陰気くさい『異界』に保管されていたらしい。


    　すくなくとも、シヴァ＝ヴィシュヌに歪ゆがめられたこの歴史のうえでは。


    　玉藻前さんは、緊張感に満ちた声で。


    「気をつけなさい、かがみさん。あたくしが九きゆう尾びの狐きつねだから言うのではありませんが、九というのは聖なる数字です──九く頭ず竜りゆうは、日本における竜の頂点ですの。竜は自然災害と同一視される強大な『神々』です、そのなかでも最強のちからをもつ九頭竜は生なま半はん可かな『神格』ではありませんわよ」


    「幸いに、腐りかけのようですし。全盛時のちからはないようですけど。こちらも消耗しています──不意打ちで、一発でぶち倒すのが最善でしょうか」


    　かがみの身体からだのあちこちから、仕込まれている銃器の安全装置が解除される音が響く。


    　その視線の先で、九頭竜は周りの汚お濁だくを吸いあげ、どろどろとした闇やみの集合体に成りはてようとしている。


    　その全身で辿たどられなかった生物の進化の分岐を再現するように、でたらめに羽や牙、動物の前肢や眼球が浮かんでは消えていく。


    「あまり見てはいけません、かがみさん。九頭竜はクトゥルーとも同一視されます──あまり直視すると、正気を削られますわ」


    「しち面倒くさいですね、まったく」


    　警告どおりに視線を逸そらそうとして、かがみが「はっ」と何かに気づいて顔をあげる。


    「あれは……？」


    　かがみが注視する先、九頭竜の頭頂のあたりで──ぼこりと、何かが膨ふくれあがる。


    　それは誰かの腕に見えた。


    　腕は溺おぼれるように宙を引っかき、藻も搔がいて。


    　やがて肩から胸元、腰から足までのすべてが引きずりだされる。


    　潜水していたものがようやく水面に顔をだしたように、ぷはぁ、と吐息を漏らして。


    　腐れた九頭竜の天辺に出現したのは、ある意味では場違いな──。


    　美び麗れいな印度インド神話の女神、玉たま藻もの前まえさんが追い求めたシヴァであった。
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    　チョコレート色の肌。


    　金銀細工で飾られた印度の民族衣装。


    　おでこに、凶悪な三つ眼。


    　周囲から浮きあがるように神こう々ごうしいシヴァの姿に、その漂わせる強大無比な霊力に──かがみが、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるみたいに射すくめられる。


    「るる～ん♪」


    　シヴァはどこか面倒くさそうに、独特な鳴き声（？）をあげると。


    「群れからはぐれた小鳥が二羽──っと、邪や神がみかがみも引きこんでしまったか。因果なことじゃのう、まぁ吾われには都合がよいのじゃが」


    「あなた、は──」


    　浮かんでくる冷や汗を拭ぬぐい、かがみが身構える。


    　まだこの時系列ではシヴァと面識がないかがみにも、戦ってどうにかなる相手とは思えないのだろう、だが気き魄はくで圧倒されたらそのまま押しつぶされそうだ。


    　シヴァは疲れたように溜ため息いきをつくと、足をぶらぶらと動かして。


    「おぬしには、初めましてじゃのう──吾われは印度インド神話の『破壊神』シヴァじゃ」


    「は、『破壊神』──印度神話の？　シヴァ？」


    　かがみが混乱している。


    　過去の時系列だ、彼女はほとんど何も知らない。


    　そんな彼女に代わるように、玉たま藻もの前まえさんが呼びかける。


    「とうとう追いつめましたわよ──歴史を歪ゆがめ、時空を乱すあなたを、あたくしは看かん過かできませんの。あなたを討ち果たし、歴史を本来の流れに戻します！」


    「余計な手出しはせんでほしいのじゃがのう」


    　シヴァは鬱うつ陶とうしそうに、ぼやいた。


    「おぬしらを巻きこんだのはガルーダじゃろ──まったく、吾のやることが気に食わないなら自ら殴りにくればよかろうが、むかしのように。あの根性なしめ、へたれめ」


    　ぶつぶつと、よくわからないことを独りごちながら。


    「まぁよいわ、歴史の『改変』能力をもつ玉藻前と、歴史のリセット能力をもつ邪や神がみかがみ──おぬしらは、邪魔じゃ。この『地下王国パタラ』で苦行ヨーガの果てに、まとめて疲ひ弊へいし消え失うせてくれれば楽でよかったのじゃがのう」


    　両目を閉じ、その額の第三の眼だけでこちらを眺めて。


    「それでもなお抵抗するというのなら、吾もやりかたを変えるだけ──おおいなる輪りん廻ねは、吾の手のひらのなかじゃ。何もかもが無駄であると、さっさと悟るがよいぞ」


    　語りながら、シヴァは指揮者のように爪つま先さきを真下の『九く頭ず竜りゆう』に向ける。


    　瞬間、骨とこびりついた肉だけだった『九頭竜』の身体からだに、周囲に蔓延はびこっていた粗大ゴミが装甲版のように付着していく。


    　がらくたの鎧よろいを身にまとい、瞳に活力を灯して、『九頭竜』が朗々と吼ほえた。


    　ふわりと浮遊し、宙空で胡座あぐらをかいて、シヴァは微ほほ笑えむ。


    「『地下王国パタラ』の大部分を、『九頭竜』に吸収させてみた。この『九頭竜』をどうにかすりゃ、この『異界』のすべてに影響を与えられる。倒せば、『異界』ごとぶっつぶせる」


    　そう、最初からかがみたちは『異界』の支配者たる『九頭竜』を倒しにきたのだ。


    　その目的を察しつつ、シヴァはお膳立てを整えてくれた──みたいだけど。


    『九頭竜』とこの『異界』を等号イコールで結び、こちらのやるべきことを明確化して。


    　──でも、何のために？


    「印度インド神話最大の怪物、悪竜ヴリトラ──ってところかのう？」


    『九く頭ず竜りゆう』からヴリトラへと成った怪物を、シヴァは愛いとしそうに指先で撫なでた。


    　ひとつの神話そのものである対抗兵器──それが汚染された『破壊神』とやらは、その神話にまつわるあらゆる権能を発揮できるようだった。


    　この『異界』＝『地下王国パタラ』もそうだ。


    　印度神話がたくさんの『神々』が争いあう戦国時代だったころ、それぞれちからをもつ『神々』が築きあげた領土──それが『天国』であり、かつて印度神話の『最高神』だったインドラが敵対した悪鬼などを閉じこめた監獄こそが『地下王国パタラ』だ。


    『九頭竜』を歪ゆがめ変質させ、悪竜ヴリトラとして再構築したことも。


    　すべてを己おのれの手て駒ごまとし、取りこみ利用して──おおいなる印度神話が、牙を剝むいてくる。


    　持ち得る手札を大盤振る舞いして、世界最大の多神教神話、その全知全能たる『最高神』が──やはり、わたしたちの敵となっているのだ。


    　でも、すこし引っかかる。


    　シヴァは万能無敵で『神格』も桁けた外はずれだ、単純に玉たま藻もの前まえさんたちを倒すだけなら、もっと簡単なやりかたがあるはずだった。


    　なのに、どこか迂う遠えんである。


    　まだシヴァは何か得体のしれぬ真意を秘めているのか。


    　過去の歴史に干渉し、どうやらわたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みを狙ねらっているようで、いちどは存在ごと消し去ったりしていたけど。


    　それに何の意味があるのだろう？


    「『異界』の大部分を吸収した『九頭竜』──ヴリトラは、とんでもない強さじゃぞ？　わかりやすぅくボスキャラを倒せばめでたしめでたし、って感じにしてやったのじゃ♪」


    　何を考えているのかわからぬ、飄ひよう々ひようとした態度で。


    「さぁ勇者たちよ、世界の半分をおぬしらにやろう──勝って元の世界を取り戻すか、負けてこの世界で腐っていくか、おぬしらが選んだ世界はどっちかのう？」


    　いちどヴリトラの頭をそっと撫でて、飼い犬をけしかけるように。


    「撫でてやれヴリトラ、優しく優しく……の♪」


    　言い残すと、シヴァの気配が薄れていく。


    　玉藻前さんたちの相手はヴリトラに任せたのだろうか、『異界』からさっさと脱出してしまったようで、あっさりと消え失うせてしまった。


    『地下王国パタラ』は印度神話の文脈につらなる『異界』だ、その『最高神』であるシヴァにはどのように歪めるのも脱出するのもお手のもの、といったところか。


    　取り逃がしてしまった。


    　否いな、まともに相手もしてもらえずに──あしらわれたようなものだ。


    「シヴァは──ヴィシュヌはいったい、何がしたいのかしら？」


    　玉たま藻もの前まえさんの疑問を貫くように、ヴリトラが咆ほう哮こうする。


    　思案している余裕はない、今は目の前の敵をどうにかしなくては。


    　ちいさな山ほどもあるヴリトラの大質量が、ゆっくりと動き始める。


    　壊れた洗濯機や文字が掠かすれた歴史書を貼りつけた大怪獣が、こちらへと迫ってくる。
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    『九く頭ず竜りゆう』が大口を開き、その奥から膨大な毒の息を吐きだした。


    　龍の吐息ドラゴンブレス。


    　狭苦しい空間のなかでは逃げ場がなく、かがみはそれをもろに全身で浴びた。


    「うぐうっ──!?」


    　思わず身をかばったかがみだが、龍の吐息ドラゴンブレスには直接的な破壊力がないようだ。


    　生ぬるい、嫌いやな感触があっただけのようである。


    　だが、異変はすぐに現れる。


    　かがみの身体からだに亀裂が走ったのだ。


    「なっ!?」


    　目を丸くし、かがみが慌てて己おのれを見下ろす。


    　まとっていた水着が赤茶けて崩れ、肌も汚れきってしまっている。


    　一瞬で、腐敗した──というか、これは……。


    「ろ、老朽化……した感じ、ですね」


    　かがみの声も軋きしんでいる。


    　身体のあちこちから異音が響き、けれど、かがみは怯ひるまずに前にでた。


    　ヴリトラは際限なく毒の吐息を放ってくる。


    　避けられないなら、突き進み、臭い匂においは元から断つしかない。


    　かがみは勇敢だった。


    　その首元で、同じく毛並みが乱れくすんで、ぼろぼろになった玉藻前さんが言った。


    「なるほどね、老朽化──人間ならば、年老いていったはずですわ。ここは腐敗した理想郷、この『異界』の性質は忘却……。毒の吐息を浴びるごとにこの『異界』に染めあげられ、身体が古び、過去の地層へと埋められていく、忘れられていく」


    　その言葉に、かがみは頷うなずく。


    「ふにゃあ。そして、最終的にこのへんに転がっている粗大ゴミのように、なってしまうわけなのですね。誰からも忘れ去られ、朽ち果て型遅れとなり、顧みられなくなる。恐ろしい攻撃ですが、幸いなことにわたしの身体は耐用年数が人間の比ではないのですよ」


    　腐敗しひび割れていきながらも、かがみは真っ直すぐにヴリトラに向かう。


    　儚はかなげな表情を浮かべたまま、それでも怯ひるまずに。


    「そう、わたしは──あのひと鎖々美さんといっしょに、老いていくこともできない。機械だから。ロボットだから。人間ではないから。いつか、あのひとはわたしを置いて死んでいく」


    　語りながら、かがみは口元に笑みを浮かべる。


    「けれど、それで本望です。わたしが先に死ねば、あのひとはきっと泣く。それならば、醜く老いさらばえて、物置に忘れ去られてもいい。それで幸せです、本望です。だから、ヴリトラ──あなたの攻撃は、わたしにはちっとも苦痛じゃないのです」


    　近づくにつれて毒が濃くなり、かがみが老朽化していく。


    　けれど、その肌に人間のような加齢を示す兆候はなく、少女の見た目のまま──忘れられたお人形のように、古びていく。


    　紅い瞳だけが、まるで掠かすれることなくその激情をたたえて輝いている。


    　ヴリトラがそんなかがみの様子に焦あせったように身み震ぶるいし、おおきく息を吸いこんで、思いっきり吐いた。


    　濃縮した毒の吐息を、浴びせるつもりだったのだろう。


    　だが、かがみはそれを読んでいた──敵の攻撃が肌に触れる寸前にどろどろの大地を蹴けって跳躍、足裏からジェット噴射して宙を滑るように飛んだ。


    　足あし下もとに、驚きこちらを睨ねめあげるヴリトラを見下ろして。


    　かがみが──そっと首に巻いたマフラーを撫なでた。


    「おねえさま、あれを使うのです」


    「『あれ』って何ですの、まぁ──好きになさいな♪」


    　玉たま藻もの前まえさんのありったけの霊力がかがみに注ぎこまれ、ヴリトラからの干渉を弾き散らして一瞬だけでも無力化する。


    　その刹せつ那なのうちに、かがみは両目を見開いて、神器ヤタノカガミのちからを全開にする。


    　光の差しこまぬ暗い泥の底で、わずかな希望を手た繰ぐり寄せるようにかがみは両手を挙げて──全身から玉藻前さんから借りた狐きつね火びを迸ほとばしらせ、斜めに超高速で落下していく。


    　蹴り足をつくり、全力をこめて。


    「過去の遺物はぁ、身の程を弁わきまえて──永久に眠るがいいのですよ!!」


    　そのままヴリトラの全身の装甲版をぶちぬき、突貫した。


    　ヴリトラの内部は腐れた肉がどろどろで脆もろく、何の手応えもなく突破していく。


    　その全身に、神器ヤタノカガミによる『改変』リセットの輝きが走り回って──。


    　華麗に着地し、正義の変身ヒーローのようにかがみが決め☆ポーズ。


    　その背後で、『九く頭ず竜りゆう』が『異界』とともに大爆散。


    「ふにゃあ」


    　かがみは目元を擦こすって。


    「わたしも、すごく寝たいのです」


    　悪夢じみた、忘れ去られた理想郷が崩れていくなか、どこか呑のん気きにそう言った。
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    　かくして悪竜ヴリトラはあっさりと退治されて。


    『異界』の中心だった怪物が倒されたことにより、『地下王国パタラ』そのものが消滅して──かがみは無事に、元の世界に戻ってきた。


    　桜こノの花はな咲さく夜や学園のプールサイドで。


    　目を醒さましたかがみの視界いっぱいに、わたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みの泣き顔が表示される。


    「──み、かがみ！」


    「ふ、にゃあ……？」


    「あっ、気がついた!?　かがみ、心配したよ！」


    「ふにゃあ。うるせぇのですよ。なんぴとたりともわたしの眠りを妨げるものはゆるさないのです。ねむねむ。もうちょっと寝かせてください、あと──五年……」


    「寝過ぎだよ!?　三年寝太郎だってもうちょい早起きだよ!?」


    「彼の生きかたは、わたしの理想像なのです」


    　寝ね惚ぼけたことをつぶやいていたかがみが、「はっ」と両目を見開いた。


    　あの忘れられた理想郷にはなかった、真夏の日差しが肌を照りつけている。


    　元の世界に戻れたのか、とかがみは各種のセンサー類で周囲を確かめて、理解する。


    　首元に玉たま藻もの前まえさんのマフラーは、すでにない。


    　別れの言葉もなく、逃げ去ったシヴァを追ってまたべつの時空へと移動したのだろう。


    　かがみは玉藻前さんがいたあたりを指先で搔かいてから、ほっと安あん堵どの吐息を漏らした。


    「どうやら、帰ってこれた──ようですね」


    　かがみたちを『地下王国パタラ』に引きずりこんだ罠わなも、そこから飛びでてきていた亡者の腕もすでになく──渦巻きが発生していたプールも元どおりになっている。


    「よかったぁ、かがみが無事で……。ぜんぜん意識を取り戻さないから、し、死んじゃったんじゃないかって──心配したんだよぉ」


    　過去のわたしが夢中でかがみの手のひらを抱きよせて、泣きじゃくっている。


    　それをぼんやり眺めて、かがみは優しく微ほほ笑えむ。


    「だいじょうぶです、鎖々美さん。約束します、わたしはあなたを置いてどこかへ行ったりしませんから。ずうっと、あなたのそばにいますから」


    　その言葉に安堵して、わたしは何度も頷うなずいた。


    「うんうん、よかったよかった」


    　その横でつるぎが偉そうに仁に王おう立だちして、ろくでもないことを言いはじめる。


    「人工呼吸と心臓マッサージがうまくいったんだな！　よくやったぞ鎖さ々さ美み！」


    「うん！」


    「……ちょっと待ってください」


    　手を取りあってきゃあきゃあと盛りあがっているふたりを見て、かがみが地獄の底から響くような声をだした。


    「人工呼吸って何ですか、聞いてませんよ──まさか」


    　くちびるに指先を添えて、わなわなと震ふるえた。


    「安心しろ！　相手は鎖々美だからな！　あたしがやりかたを教えてやったんだぞ──どうせチュッチュするなら鎖々美のほうがいいと思って！　あたしの気遣いに感謝しろよ！」


    　つるぎが両手でハートマークをつくって、イイ笑顔で断言しやがる。


    「え……噓うそ──」


    　かがみが愕がく然ぜんとしている。


    「どれだけ仲よくなっても、その最後の一線だけは守りとおしてきたのに。こんなあっさり……え？　噓ですよね？　噓だと言ってください！」


    「だいじょうぶだよ、かがみ」


    　過去のわたしが涙ぐみながら、すこし頰ほおを染めて。


    「これは救命行為だから、世間的にはノーカウントだから。あと、かがみのくちびるは冷たくてやわらかくて気持ちよかったから♪」


    「ぎゃああああああ!?」


    　かがみが悲鳴をあげて、じたばたと身み悶もだえした。


    「嫌いやぁぁあああ!?　ただでさえ変な噂うわさが立ってるのにキスなんて──キスなんて！　人生お終しまいなのですよ！　わたしの、ファーストキッスが……ああああ!?」


    　天を仰いで、すでに姿のない玉たま藻もの前まえさんに叫ぶ。


    「お、おおお、おねえさま！　助けてください！　あなたの歴史の『改変』能力が必要なのです！　帰ってきてください、やり直すのです！　なかったことにするのですうう！」


    　その『おねえさま』という単語に、事情を知らないつるぎが「はい！」と手を挙げる。


    「おう！　呼んだか？　おまえのお姉ちゃんはここにいるぞ☆」


    「あんたなんか姉じゃないのです、妹の大事な初めてをあっさり売り渡しやがってぇえええ──うああああ、お願いだから夢なら醒さめてえええええ!!」


    　眩まぶしい夏の太陽が照らすプールサイドに、かがみの絶叫が響き渡る。


    



    　歴史がビミョーに歪ゆがんだ気がするけど、とりあえずは一件落着だった。
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    第六話／終末の世界


    



    
      時系列【時代・場所ともに測定不能】
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    「失礼しま～すの」


    　カーテンが開かれるようにして、空間が横にずれる。


    　その奥から、玉たま藻もの前まえさんが「ひょこっ」と顔を覗のぞかせた。


    　ちいさな、幼女の態である。


    　いつものメイド服にふわふわの九きゆう尾び。


    　例の『地下王国パタラ』から脱出したあと、玉藻前さんはいちど時空間の流れから離れて霊体を休ませ、満を持してもういちどタイムトラベルに戻ったようだった。


    　とはいえ過去のかがみを助けるためとはいえ、彼女はいちど自分の霊力のほとんどを譲っている。


    　消耗が激しいらしく、ぐったりしていて、心なしか毛け艶づやもよくない。


    「これでは、もう──無理はできませんわね」


    　冷静に己おのれの身体からだを検分して、溜ため息いきをつく。


    「歴史の『改変』も、これ以上は無理かもしれませんわね。すくなくとも、もうちょっと休まなければ……。こんな状態でシヴァと相対して、果たして倒すことができるかしら？」


    　でも、やるしかないのだ。


    　現代を否定し過去を改ざんし、気に食わぬ未来を創るあの女神を、看かん過かはできない。


    「『おじょうさま』と合流して、霊力をわけてもらったほうが無難かしらね──」


    　などと語りながら、ふと顔をあげて。


    　絶句する。


    「これ……は……？」


    　玉藻前さんの周囲は、異様だった。


    　基本的に真っ暗である。


    　墨を広げたような、漆しつ黒こく。


    　だがそのなかに、星くずのように散らばっているものがある。


    　切れ切れとなった、何かだ。


    　よく目を凝らして見ると、それはいろんなものの断片だ。


    　建物だったり、乗用車だったり、山や河だったり。


    　だが物理的に切断されたというより、写真をてきとうにちぎってばらまいた感じだ。


    　無数の、粉々にされた写真の欠片かけらが散らばった闇やみ──そうとしか表現できない、得体のしれぬ光景である。


    　玉たま藻もの前まえさんのそばには足場もなく、ふわりと髪や衣装を揺らしてゆるやかに落下していく。


    　どっちが上か下かもわからぬ状態だが、無重力というわけでもないらしい。


    　どこかに中心があって──そこに向かって落ちていく、という感じだ。


    　途中にあった断片のひとつ、どうも桜こノの花はな咲さく夜や学園の校舎らしいいちぶに、玉藻前さんは着地する。


    　壁と屋上のいちぶだけがあって、それ以外は空間が途切れているかのように消失している。


    　異様な状況に怯ひるみながらも、玉藻前さんは警戒して周囲を観察した。


    　すぐそばでは、切り取られた樹木の下半分だけが、にょきりと生えている。


    　鋭利な刃物で切断されたような断面。


    　地面らしき土くれもへばりついていたが、ぼろぼろと剝はく離りして零こぼれていく。


    　しゃがみこみ、玉藻前さんは「うっ」と吐き気を覚えたように呻うめく。


    「この空間、よくわかりませんけど──『神々』が希薄すぎますの……。この国は八や百お万よろずの『神々』と謳うたわれるぐらいに、たくさんの『神々』がいるはずなのに。霊力が、まったくない──『神々』を拒絶するような、むしろ蝕むしばむような、これは何なのかしら？」


    　狐きつね耳みみをぴくんぴくんと動かして。


    「場所は、天あめ沼のぬ矛ぼこ町──すくなくとも、それがあった場所のはずですの。時系列としても、二年生の秋──ぐらいだと、思いますけど。何で、こんな状況に？　いったい何があれば、こんな──何なんですの、これは？」


    　混乱しながらも、玉藻前さんは我が身を抱きよせ、震ふるえる。


    　全身にちいさな虫が齧かじりついてくるような、蝕むような負の影響力を、玉藻前さんは感じているようだった。


    　ゆっくりとその身体からだから活力が失うせ、霊力が減衰して消えていく。


    『神々』が滅び、霊力が奪われていく、死と絶望の世界──。


    　そのようにしか見えない。


    　しかし、何でこんなことに？


    　二年生の夏までは、たしょうは変だったけど、わたしの知る歴史からはおおきく逸脱していなかった。


    　学校があって、町もふつうで、わたしや邪や神がみ三姉妹が呑のん気きに日常をすごしていたのに。


    　何で、こんな陰いん鬱うつな景色が広がっている？


    　いったい何があったのだろう？


    「また『地下王国パタラ』のような罠わなに導かれて、閉じこめられてしまった……？　いいえ、それはさすがに警戒して、気をつけましたし。やっぱりどこを調べても、ここは天あめ沼のぬ矛ぼこ町があった場所としか思えませんの」


    　必死に霊的ロボットである身体からだに仕込まれた各種のセンサーを働かせているようだが、どうも『神々』がかぎりなく希薄な──あるいは存在しないこの世界では霊的な探知も難しいようで、手応えがないみたいだった。


    　途方に暮れたように、玉たま藻もの前まえさんはへたりこんだまま動けない。


    　彼女がのった断片のような校舎もどこかに向かってゆるやかに落下しているようで、かすかな下降感がある。


    　落ちていく先に何かがあるのか、と校舎の端ぎりぎりまで慎重に這はって、玉藻前さんは大声で叫んだ。


    「シヴァ!?　どこかにいるのでしょう！」


    　むしろ助けを求めるように。


    「姿を見せなさい!!」


    　玉藻前さんの目的はシヴァの討とう伐ばつだ。


    　もちろんその霊力に狙ねらいを定め、ここにいるのだとあたりをつけてこの時代に飛びこんできたのだろう。


    　どこか、近くにいるはずだ──。


    



    「そう喚わめかんでも聞こえておるぞよ、かわゆいのう♪」


    



    　不意に、気け怠だるげな声が響いた。


    「吾われならほれ、ここにおるのじゃ」


    　むしろ返事があったことにほっとしたように、玉藻前さんが胸を撫なでおろして、周囲をきょろきょろと見回す。


    　その視線が、やがて──すべてのものが落下するその際果てに、向く。


    　暗くら闇やみの奥に、ちいさな点がある。


    　闇夜を照らす月のような、おおいなる存在感があるが、玉藻前さんの位置からでは米粒ほどにしか見えない。


    　そのちいさな点は排水口のように周りのもろもろを吸いこんでいる、色は真逆だが──ブラックホールのように。


    　自ら光を放つ、大宇宙にぽつんと浮かぶ太陽のようなその点が──ゆっくりと、花びらが開くみたいに展開していく。


    　花弁が、一枚一枚と開いていく。


    　かたちは睡すい蓮れんに似た、黄色と桃色の花びらだ。


    　その奥に、シヴァが仰ぎよう臥がしていた。


    　柔らかそうな、花びらの中央にあるクッションみたいなものに身体からだを横たえさせ、いつもの余裕げな笑みを浮かべている。


    　涅ね槃はんを迎えた御み仏ほとけのごとく、神こう々ごうしくも穏やかな寝姿だった。


    　踊り子の衣装の隙すき間まから、艶なまめかしいチョコレート色の生足が覗のぞいている。


    　そっと足先をあげると、そこに嵌はまった金輪がからんころんと清せい浄じような音を響かせる。


    「たいした執念じゃのう」


    　着色された爪が目立つ指先で、自らの頰ほおをなぞって。


    　シヴァは、かなり離れているのに頭の芯にまで響く声で。


    「よもや、こんなところまで追ってくるとはの──」


    　やや呆あきれたように、眉まゆ尻じりをさげて。


    「ということは、吾われが『地下王国パタラ』でけしかけた悪竜ヴリトラは倒されたということかの。金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねと謳うたわれておろうが、所詮はただの動物霊と侮あなどっていた吾が浅慮か──まさに、虚こ仮けの一念岩をも通す。学ばされるのう、どれ褒ほめてやろうかの」


    　ぱちんぱちん、と気のない拍手をするので、馬鹿にされたと思ったのか玉たま藻もの前まえさんが眦まなじりを吊つりあげる。


    「おぉ、こわ」


    　シヴァは肩をすくめて、悠然と。


    「だが見たところ、さすがに消耗しておるのう──他の時系列に逃げてしまえば追ってはこれぬじゃろうが、吾とてまだこの時代で果たすべきことのすべてを終えたわけではない。そんな元気もないしの、どうしたものかのう」


    　悩むというより、どこか楽しそうに。


    「さて煮て食うたものか、焼いて食うたものか……」


    　やけに紅い舌を覗かせて、くちびるをなぞった。
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    　舌なめずりをしている、ぞっとするほど不気味なチョコレート色の女神に。


    　玉藻前さんは警戒して身構えつつも、覚悟を決めたのか「こんっ」と咳せき払ばらいをして。


    「事情を、説明してもらいますわよ──わけがわからなくて、混乱してますの」


    　挑戦的に。


    「いったい、この状況は何なんですの？　あなたは、いったい何をしましたの？」


    　不安でたまらない、という様子の玉たま藻もの前まえさんを、シヴァは憐あわれむように眺めて。


    「それを親切に教えてやる義理はないのじゃがの──求められると、応えてしまうのが吾われのかわゆいところじゃよ、のう？」


    　けらけらと笑って、あくまで余裕げに。


    「簡単な話ぞよ、おぬしらは詰め将棋に負けたのじゃ」


    　のらりくらりと、回りくどく。


    「だいたい、のう──この結果はわかりきっておったじゃろうが。情雨じようが時間稼ぎをしているうちに、おぬしが吾を、このシヴァを討つ。そんなことがほんとうに可能じゃと、心から信じておったわけではないよの？」


    　嘲あざけるというより、微ほほ笑えましそうに。


    「まぁよい、この終末を迎えた世界で──うとうと微睡まどろむように、寝物語を楽しもうぞ。世界が完全に終わるまでの、暇ひまつぶしぐらいにはなる」


    「しゅ、終末……？」


    　玉藻前さんはその言葉に深刻な表情になって、周りを見回した。


    　たしかに、何もかもが引きちぎられ虚無のなかに落ちていくこの光景は──終末、という表現がよく似合った。


    　けれど、わからない。


    　なぜ──こんな事態になってしまったのだろう？


    　どうして、シヴァはこんな世界を演出しているのだろう？


    「考えよ、狐きつねは賢いどうぶつじゃろが？」


    　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、シヴァは孫を見守る老婆のように。


    「吾とての、無む為いに歴史を渡り歩いてきたわけではないのじゃよ──吾を邪魔する可能性のある、あらゆるものを無力化していったのじゃ。神器ヤタノカガミで『改変』をリセットする邪や神がみかがみ。歴史の『改変』能力をもつおぬし。他にも全世界にいる目障りなものどもを、ひとりひとり罠わなに嵌はめ、各個撃破し、排除していった。おぬしはうまく逃げたようじゃがの？」


    　そう、玉藻前さんたちが介入できなかった時代もある。


    　そもそもの霊力の桁けたがちがうのだ、フットワークの軽さはシヴァのほうがある。


    　彼女はあちこちの歴史に面白半分で関わり、時空を歪ゆがめ、己おのれの目的を果たしていったのだ。


    　玉藻前さんたちがその影響を堰せきとめられたのは、ほんのちょびっと。


    「吾はのう、『最高神のちから』を得ていた月つく読よみ鎖さ々さ美みや、独立し勝手な行動を始めた『紅天』アポロン──その他、吾の食べ残していた、あるいは吾の胃袋から逃げた数多あまたの『太陽神』を丁てい寧ねいに食い尽くしていったのじゃよ」


    　もう食べられないよ～、というように己のお腹なかをそっとなぞって。


    「あまねく『太陽神』を習合する、それは吾の性質だからの──わりあい順調に、全世界の『太陽神』はこの身に集められた。そうしてすべての『太陽神』のちからを結集したとき、吾われが放てる究極奥おう義ぎ、っぽいものがある」


    　冗談めかすみたいに、すちゃらかな口調で。


    「それこそ、印度インド神話における最悪の兵器──霊的、核爆弾じゃ」


    　その言葉の意味を、同じく印度神話にも属する玉たま藻もの前まえさんは正確に理解したようだった。


    　驚きよう愕がくし、息を呑のんで。


    「まさか、そんな──」


    　印度神話最大の叙事詩『マハーバラタ』『ラーマヤナ』などには、あきらかに核兵器としか思えぬ兵器の描写が散見する。


    　太陽を万も集めたよう、と表現される強大な炎で何もかもを灰かい燼じんと帰し、生きとし生きるものすべてを滅ぼしたという凶悪な兵器である。


    　動揺する玉藻前さんを、シヴァは呑のん気きに仰あおいで。


    「太陽では常に無限の核爆発が生じておる、世界中の『太陽神』を習合し利用してそれを再現したのが霊的核爆弾アグネアじゃ。太陽の光、それは恵みにもなりうるが──悪用すれば世界をも灼やき尽くす破滅の炎じゃ」


    　シヴァは滔とう々とうと、水が流れるように語った。


    「霊的核爆弾アグネアはあらゆる霊的なものを灼き尽くす──すべての『神々』を破壊し、抹消する。世界中にある洪水伝説と同様の、いわば世界のリセット、すべてを拭ぬぐい去る終末の炎じゃ」


    　呑気ともいえる寝姿のまま、けれど威い風ふう堂どう々どうと。


    「吾は『破壊神』。すべての願いを棄却する。そして、二度と願いを受けつけない。あらゆる『神々』が消滅すれば、人々は願うのをやめざるを得ない。それが、吾の目的じゃ──二度と願われぬための、『神々』という存在の抹消じゃ」


    　足を大胆に組んで、妖よう艶えんに。


    「神話によって、その影響は様々じゃろう──『神々』が人間をつくった、とする基督キリスト教などの神話においては、作者が死んでもその創作物が消えはしないように、人間は生き残るかもしれぬ。だが『神々』によりかかってその存在を保っている神話を信じる人間は、その存在を失い、消えてなくなる」


    　叙情詩を歌うように。


    「万物に『神々』が宿るとする日本神話などでは、人体にも『神々』が宿っているから、その霊体が破壊され『神霊』が灼き尽くされ、人間も皆殺しになるじゃろうな。神と縁のないごくいちぶの人間は、生き残る。そうでないものは、強引に『神々』と切り離され、ちぎれて滅ぶ」


    　途方もないことを、あっさりと告げる。


    「全世界で、生き残るのは『神々』と縁のないいちぶのものだけ──彼らが、『神々』がいなくなったあとの世界で、歴史を紡つむいでいく。吾ら『神々』は舞台から姿を消し、人間の時代が始まる。いつか彼らはまた『神々』を信じ始めるかもしれぬが、それは吾われらとはまたちがう、新しい『神々』であろうな。吾には、関係ない」


    　すべての『神々』の消滅。


    　シヴァによる霊的核爆弾アグネアが世界に及ぼす影響は、はかりしれない。


    　まさに、ひとつの世界の終末だった。


    『神々』と人間の長い蜜月の、終わりだった。


    　破局だった。


    　破滅であった。


    「な、何で──そんなことを」


    　そして、それはすでに終了してしまっている。


    　霊的核爆弾アグネアは投下され、あらゆる『神々』は消し飛ばされ、異なる時系列からきた玉たま藻もの前まえさんも──残留した霊的核爆弾アグネアの破滅的なちからに、やがて蝕むしばまれて消えるのかもしれなかった。


    　そして、『神々』はいなくなる。


    　この世界から。


    　人間を残して。


    「どうして……？　あなたは世界最大の多神教神話、その主──世界でいちばん愛された人格神！　そんなあなたが、どうして人間と永遠に離ればなれになるようなことを……？　納得できません！　それが『破壊神』の性質だから、とでも言うのですか？」


    　印度インド神話にも属する玉藻前さんは、その『最高神』であるシヴァ＝ヴィシュヌを、やはり尊敬もしていたのだろう。


    　死の淵ふちから救いだされた、恩義もあった。


    　だから、最後まで信じようとしていた──けれど、痛烈に裏切られた。


    　世界の霊的存在をすべて破壊する。


    　それは『神々』のすべてを捕食する災さい厄やくと化した日ひ留る女めちゃんと、どうちがうのだ。


    　同じだ。


    　危険でおぞましい破滅の使徒だ──世界に終末を呼ぶ、邪悪の化身だ。


    　なぜだか泣けてきたのか、玉藻前さんはぽろぽろと涙を零こぼす。


    「性質だから、でもある。だが、その性質すら、吾がずうっと決めておったものじゃ。もしも終末が訪れたら、こうしようと──ずっと待ち望み、わくわくしながら考えてきた、吾の望みなのじゃ。これが、吾の願いなのじゃ」


    　自分に言い聞かせるように、シヴァは語った。


    「吾は、ずうっと願いを叶かなえつづけてきた。何度でも何度でも、数えきれないぐらいに、夜空の星よりももっともっと──けれど、人々はやがて吾を忘れていった」


    　胸元に手を添え、寂しそうに。


    「それが当然の流れじゃ。代替わりを繰りかえし、人々が科学を得て知恵をつけ財産を築き満たされていくうちに、彼らは傲ごう慢まんになり、あるいは独り立ちし──『神々』への恩義を忘れ、信仰をなくす。それでよいのじゃ、子供はいつか巣立つもの。それを納得せず、ずるずると居座ってそんな子供らに寄生し──迷惑をかける愚かな親は、不要じゃと思わぬか？」


    　けれど、覚悟を据えた表情で。


    「手をとり足をとり何でもやってあげる、と導いてやるのはお節介じゃ──吾われらがそうして世話をしてやらずとも、人間たちはもう自分で立って歩けるぞよ。それが終末という時代じゃ、世の流れじゃ。幼年期の終わり──人間の独立じゃ」


    　凜り々りしく、女神、という言葉どおりに。


    「そんな時代で、親ができることは何じゃろうか。子供に新たな家を築いてやる程度じゃろうが。それが『神々』のいない新たな世界、人間たちの新居じゃ」


    　空々しいほどに、きれいな理屈を。


    「それを終えたら、未練たらしく居座らずに、吾らは自ら姥うば捨て山へと向かおう。立つ鳥跡を濁さず、人間たちから遠ざかろう」


    　決然として、シヴァは断言した。


    「それが、吾の願いじゃ」
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    　シヴァのあまりにも破滅的な願いに、玉たま藻もの前まえさんは絶句していた。


    　滅びゆく国を見捨てられず、ともによりそいつづけてきた『傾けい国こくの美女』──いま、彼女は『神々』の世界の終末、という現場に立ち会うことになるのか。


    　何もできずに。


    　無力感にくちびるを嚙かみしめ、震ふるえる玉藻前さんを、シヴァは見据える。


    　全知全能たる彼女は、玉藻前さんの内心すらも見透かしているのか。


    「おおきな流れは変えられぬ。小石を投じようとも、波紋が広がるだけじゃ。滅びは回避できぬ、そういう時代なのじゃ。もはや人間は『神々』を必要とはしておらぬ、ともに暮らしていることが不自然なのじゃよ」


    　畳みかけるように。


    「けれど、終末を月つく読よみ日ひ留る女めに引き受けさせれば──彼女はいらぬ争乱を引き起こし、『神々』と相争い、世界中を食い散らかしていく。そして、おそらく大自然も人間たちも巻きこみほんとうの意味での破滅を呼ぶ。それに比べたら、『神々』のみが退場したほうが安あん寧ねいであろ？」


    　その言い分に応えたのは、玉藻前さんではなかった。


    　不意に、鮮烈な声が響く。


    



    「そんな結末は、認めないわよ」


    



    　ひやっと首をすくめて、玉たま藻もの前まえさんが周囲を見回す。


    　シヴァにとっても意外だったのか、彼女は目を丸くしていた。


    　その足あし下もとがぼこりと膨ふくれて、墓場から蘇よみがえるゾンビのように腕がつきだし、藻も搔がいて。


    　おもむろに、シヴァの足首を引っ摑つかんだ。


    「お、お!?」


    　さすがに驚いている女神の足を取っかかりにして、そのまま何者かの全身が這はいでてくる。


    　花弁のように開いた、ちいさな光点の真ん中。


    　それを突き破って、姿を見せたのは──。


    「お、『おじょうさま』!?」


    　玉藻前さんが悲鳴じみた声で呼んだとおりに、我らが蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんだった。


    　彼女は桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服姿で、純白の髪も麗うるわしく、その場にへたりこむ。


    　かなり疲ひ弊へいしているようで、肩で息をしていた。


    　玉藻前さんが目を輝かせ、呼びかける。


    「『おじょうさま』っ、ご無事でしたのね!?」


    「無事って感じじゃないけどね──けほっ、けほっ！」


    　咳せきこんでいる。


    　情雨ちゃんはわたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みの代理として歴史の穴埋めをしていたはずだけど、その見た目は彼女本人のものとなっている。


    　ぱらぱらと、その全身から消し炭みたいなのが剝はがれ落ちている。


    　たぶん、霊的核爆弾アグネアの余波でまとっていた月読鎖々美の見た目が打ち消され、彼女本来の姿に戻ってしまったのだろう。


    　何とか呼吸を整えて、いつものように胸を張ると偉そうに。


    「遅くなってごめんね、ママ──苦労をかけたわね。でも、あたしがきたからには『神々』の滅びとかいう悲劇的結末じゃない、とびっきりのハッピーエンドを見せてやるわよ」


    　無根拠に言いきると、髪の毛をかきあげて。


    「シヴァが霊的核爆弾アグネアを投下するのは、こいつの記憶を追体験していたあたしには読めてたからね──とりあえず、その寸前にこいつのそばに避難したのよ。爆弾を投下するシヴァ本人のそばが、いちばん安全だと思ってね」


    　その胸元から、ごそごそと『翼よく将しようガルーダ』が姿を見せる。


    　小鳥の態である。彼はアジアの守護神と謳うたわれる、むしろ防御にこそ真骨頂のある『神々』だ──情雨ちゃんをしっかりと守護したのだろう。


    　さすがに無傷とはいかないようだが、情雨じようちゃんは元気いっぱいだった。


    「るる～ん♪」


    　足首を摑つかまれたまま、シヴァは感心したように。


    「がんばるのう、おぬしら──だが、得意満面なところ悪いが、いまさらおぬしらがでてきたところで意味はないぞ？　すでに霊的核爆弾アグネアは投下された、『神々』は吾われらを除いてもれなく滅んでおる。すべては、終わってしまったのじゃよ」


    「はっ、笑わせるわ」


    　情雨ちゃんは小生意気に、嘲あざ笑わらった。


    「んなもん、ここであんたをぶち倒して、懲こらしめてやってから──悠々と、歴史を元どおりにしちゃえばいいんじゃない。ぜんぶ、なかったことにするのよ」


    「だから、それが不可能じゃと言っておるのだがのう」


    　三つの眼を細めて、つまらなそうにシヴァは断じた。


    　その足首を摑んでいる情雨ちゃんの全身が、がくりと前のめりに倒れる。


    　いきなり背骨が抜けたような感じだった。


    　目を白黒させ「……？　……？」と困惑している情雨ちゃんを、シヴァはむしろ呆あきれたように眺める。


    「お間抜けじゃのう。不意打ちで吾を攻撃しておれば、まだ勝機もあったろうに──対話をしようとしてしまった、それがおぬしの失敗じゃ。吾にもはや言葉が通じると思うでないぞ？」


    　脱力している情雨ちゃんの長い髪を、そっと指先ですくって。


    「忘れたか、吾は『破壊神』──汚染された、対抗兵器じゃ。対抗兵器は月つく読よみ日ひ留る女めと同様に、他の『神々』を捕食する性能をもつ。吾に触れつづければ、おぬしの『神霊』は食い散らかされ、摩ま耗もうし、やがて消えてしまうぞ」


    　仁に王おうが悪鬼を足あし蹴げにするように、情雨ちゃんのほっぺたを足の裏でぐりぐりとして。


    「余計なことを考えなければ、もうすこし生かしてやってもよい──どうせ、この時系列で『神々』が滅べば、歴史が変わり、おぬしらがいた未来もなくなる。消えてしまうのじゃからな、最後に母娘で別れを惜しめばよかろうが。……ほれ、手をはなすがよい」


    「嫌いやよ」


    　情雨ちゃんはむしろ指先にちからをこめて、シヴァの足首を握りしめる。


    「せっかく摑んだチャンスだもの、絶対に手放さないわ」


    　そんな情雨ちゃんを、シヴァは望めば一瞬で捕食できただろう。


    　赤子の手をひねるよりも容易たやすく、情雨ちゃんを始末できたはずなのだ。


    　だが彼女の行動が全知全能のシヴァにも理解不能で、気になったのか、小首を傾かしげて眺めるだけだ。


    「『おじょうさま』！」


    　玉たま藻もの前まえさんがかなり高い位置にあった校舎の断片から飛びおりて、くるくる回転して情雨じようちゃんのそばに着地。


    　発光して眩まぶしい花弁の中央で、愛まな娘むすめと再会する。


    「よくぞ、ご無事で」


    　涙目になっている母親に、情雨ちゃんは微ほほ笑えんで。


    「お陰さまでね。まぁ、ちょっとは楽しかったわよ。鎖さ々さ美みさんの代役ってのもさ。邪や神がみ三姉妹とお喋しやべりしたり、お兄ちゃんにご飯食べさせてもらったりね。あいつってほんと、幸せなやつだったのね」


    　でもそれもお終しまい、とばかりに瞑めい目もくし、頭を切りかえて。


    　真正面から、シヴァと向きあう。


    「さぁて、もうひと踏んばりよ──世界を救うだなんて悪役らしからぬこと、さっさと終わらせて帰りたいものね」


    　どこか気恥ずかしそうに、ぼやきながら。
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    　禅問答をするように、情雨ちゃんとシヴァは座りこみ、正面から向きあう。


    　気のおけない女の子たちがガールズトークをするのにも似ていた。


    　けれどその周囲では世界が粉々に砕けていて、情雨ちゃんの肩には世界の命運なんてものがのっていて、何だかちぐはぐだった。


    　情雨ちゃんはいまだ自分の命を俎まな板いたにのせるみたいに、危険なシヴァの足を握りしめたままだったけれど。


    　不意に手をはなすと、今度はシヴァの指先を摑つかみ──己おのれの胸元に導いた。


    　そっと、チョコレート色の手のひらが、情雨ちゃんの胸元に柔らかく押しつけられる。


    「何の真ま似ねじゃ？」


    　当惑しているシヴァに、情雨ちゃんはせめて気持ちだけでも優位に立とうというように、いつも以上に傲ごう岸がん不ふ遜そんに。


    「自分で考えなさいよ、全知全能なんでしょ？」


    　喧けん嘩か腰ごしである。


    　だが、触れつづけるかぎり情雨ちゃんの霊力は対抗兵器であるシヴァに吸収されつづける。


    　ゆっくりと衰弱しながら、けれど情雨ちゃんの眼光は炯けい々けいとして鋭い。


    「どう？」


    　己の豊かな乳房に挟みこむように、異国の女神の指先を強く胸元に添えさせて。


    　情雨ちゃんは、挑むように。


    「ドキドキしてるでしょ、怖いのよ──あんたが。世界のぜんぶをぶっ壊せるような強大な『神々』に命を握られて、こうして話すのにどれだけ勇気がいるかわかる？」


    　そっと自らも手を伸ばして、シヴァの胸元に添える。


    　その仕草の意味がわからないのか、異国の女神はきょとんとして。


    「すでに『まつろわぬものアラハバキ』を失っているおぬしが、そうやって吾われに触れても捕食はできぬ、何の意味もないぞよ？」


    「わかってるわよ、攻撃じゃないのよ──これは」


    　情雨じようちゃんは不敵に、真っ直すぐにシヴァを見据える。


    「確かめてるだけよ。やっぱりね、ぜんぜんドキドキしてないじゃない。ほんとに心臓ついてるの？　神さまだからそんなものはない？　怖くもないし、真剣でもないってわけ？　でもね、ドキドキしないっていうのは──生きてないってことよ」


    「回りくどい問答は、吾の専売特許と思っておったがの」


    　チョコレート色の女神は、第三の眼だけを見開く独特の表情になって。


    「何が言いたいのじゃ？」


    「こっちの台詞せりふよ」


    　情雨ちゃんはそのまま、問うた。


    「あんたはさ、いったい何がしたいわけ？　何を望んでるの？　願ってるの？　世界中の『神々』を滅ぼすなんてのが、あんたのほんとの願いだなんて思えない。それすらも、自分の性質に縛られて、神さまとしての立場に引きずられてしたことでしょ？」


    　ちいさな子供に話しかけるように、嚙かんで含めるみたいに。


    「さっぱりわかんない──他者の願いを叶かなえつづけた印度インド神話の『最高神』、あんたはいつでも受動的で、流されて動いてるだけ。ひとの言いなりになって、奴隷みたいに酷使されて、誰もあんたの言いたいことを聞いてくれなかったのね」


    　自らの胸元に導いた女神の手のひらを、より強く己おのれのほうに招いて。


    　真っ向から。


    「あたしは、聞いてあげるわよ」


    　堂々と宣言する情雨ちゃんに、シヴァは不快そうに眉まゆをひそめた。


    　けれど、それはいつでも他ひ人と事ごとみたいだった彼女が初めて浮かべた、とても利己的ゆえに本音のにじんだ表情だった。


    「何さまのつもりじゃ？」


    「あたしは、蝦え怒ど川がわ情雨さまよ。偉大なる全知全能の『最高神』とかじゃないから、あんたの意に満たないかもしれないけどね。でも、あんたの気持ちを知りたいわ。関わって、助けられて、もうあんたは他人じゃないもの。お友達じゃないけど、話ぐらいは聞きたいわ」


    「なるほどな」


    　シヴァは不可解な情雨じようちゃんの言動を、無理に自分の理解の及ぶ範囲に当てはめようとしているように、無理に納得したみたいに頷うなずいた。


    「おぬしの身体からだのいちぶは吾われの権アバ現ター──そこから辿たどって、吾の記憶を追体験したのじゃな。それで、何かわかったかの？　どういう意図があって、何を目もく論ろんでいるのかは知らぬが、『神々』をも滅ぼす吾を説得し改心させられると思うなら、やってみるがよいぞ？」


    「ええ、あんたを説き伏せて、華麗にすべてを解決してやるわ」


    　挑戦的に、情雨ちゃんは笑った。


    「あんたを身近に感じるわ、同じ人生を──上うわっ面つらだけだけど、なぞったもの。記憶を追体験してね。だから何度でも言うわよ、他人じゃないのよ、あたしたちは」


    　その言葉に、戸惑うように押し黙ったシヴァに。


    　情雨ちゃんは顔を近づけて。


    「黙っちゃったわね、お喋しやべりの仕方がわからないの？　そうでしょうね、あんたは家畜みたいに人間の役に立ってきた──何も考えずに、流されるまま。だから、世間話のひとつもできないのね。何が全知全能よ、呆あきれてものも言えないわよ」


    　どんどん斬きりこむように、情雨ちゃんは語る。


    　圧倒しているようにも見えるが、状況は完全に情雨ちゃんが不利だ──シヴァがすこし機嫌を損ねたら、その対抗兵器として機能で情雨ちゃんは捕食される。


    　ゆえにこそ、いつでも始末できるとわかっているから──シヴァは気を抜いて、酔すい狂きようにも何の意味もないようなお喋りに付きあっている。


    　危険な綱渡りだ。


    　けれど、これが情雨ちゃんにできるすべてだった。


    「他人の願いを叶かなえつづけ、いま、そのすべてを棄却しようとしている印度インド神話の『最高神』にして『破壊神』──シヴァ、あんたは何がしたかったの？　役目がどうとか性質がどうとか言い訳しないで、あんたの本音を聞かせなさいよ。聞いてあげるから、ね？」


    「吾は……」


    　根気強く促されて、シヴァは俯うつむいた。


    　荘厳な見た目とは裏腹に、その表情は引っ込み思案な少女のようだった。


    「信仰を失い、ただ人間たちに寄生する『神々』を不要と断じる。ゆえに、処分する。霊的核爆弾アグネアを落として、霊的存在のすべてを破壊して──それが、役目で……」


    「そうね、人間はあんたたちへの信仰を失い、恩義を忘れて、恥知らずにも生きてるわ。それが世界の流れで、そのために終末がくるというなら、そうなんでしょう。でも、それをあんたが強引に進める必要はないでしょ？」


    　やっぱり役目云々と語ってしまう、言い訳がましい異国の女神を、情雨ちゃんは責めるように睨にらみつける。


    「『神々』と人々の離別、それが避け得ぬ時代の流れならば──何もしなくても放っておけば、自然とそうなるでしょ。霊的核爆弾アグネアなんて落とす必要はない、月つく読よみ日ひ留る女めが起こす争乱ですべてが破滅するよりはまし、なんてのも後づけの理由でしょ？」


    　情雨じようちゃんは、のらりくらりと逃げようとするシヴァを抱きとめるように。


    「ねぇ、そんなお為ごかしはどうでもいいのよ──あんたの本音を聞かせてよ、何度言わせんのよ。いいかげんにしなさいよ」


    　叱しかりつけるような口調だったけど、声は優しかった。


    「あたしはね、あんたの記憶の深い部分まで潜ったのよ。暗い感情、絶望のすべて、体験してきたの。だから、わかるわ。すくなくとも、共感できるわ。あんたは願いを叶かなえつづけ、望まれつづけ、休む間もなく延々と酷使されて──疲れてしまっただけでしょ？」


    　恋人か親子のように、そっと寄り添って。


    「やがて人間たちが満足し驕おごり高ぶり、『神々』を──恩知らずにも捨ててしまうことを、あんたも理解していたはずよ。けれど、あんたはそれでも人々を救いつづけた。現世利益の化身として、世界中にある多神教神話のなかで、唯一──信仰を保ちつづけた、偉大なる印度インドの女神、あんたを尊敬するわ」


    　真心をこめて。


    「あんたには対抗兵器の性能もある、望めば月読日留女のように全世界の『神々』を吸収し取りこんで、この世で唯一の『神々』にもなれたはずよ。それだけの、ちからはあったはずだわ。なのに、あんたはすべてを壊した」


    　周りに渦巻く暗くら闇やみと粉々になった世界を仰いで、情雨ちゃんは嘆息する。


    「その理由はわかるわ、もう嫌いやになったんでしょう──疲れてしまったのでしょう、だから終わらせたいんだわ。それだけの、単純な話よ。それを回りくどく言い訳して複雑にして、それゆえに、誰にも理解されなかったんだわ。そうでしょ、馬鹿みたい」


    「わかったような口を叩たたくのう、百年も生きておらぬ小娘が」


    　むしろ呆あきれたように、シヴァはぼやいた。


    「でも、そうかもしれぬの──たしかに、疲れたのう。だから二度と頼られることのないように、人々から遠ざかり、消えてなくなろうとした。そう考えると、わかりやすいかもしれぬのう。けれど、吾われはそんな弱音を吐くのをゆるされぬのじゃよ、『神々』じゃからな」


    　はにかんで、どこか自じ嘲ちようするように。


    「信仰という対価を受けとり、願いを叶える。それでとんとんじゃ、吾は満足するべきなのじゃ。流れ流され、自動的に、現象として、吾は在あった。吹く風と、流れる水と同じよ。水がもう疲れたと言って、流れるのをやめるなんてあってはならぬのじゃよ？」


    「そうやって願いを叶えつづけるあんたがいなきゃ成立しない世界なんて、甘えてんのよ──あんたは流れる水かもしれない、でもあんたは人格神だわ、その水には心があるの。疲れて当たり前よ、あたしたちはそれを慮おもんぱからなかった」


    　真しん摯しに、情雨じようちゃんは語った。


    「だから、あたしは──あんたの記憶を体験して、どれだけ、あんたががんばってきたか理解したあたしだけは、あんたをこれ以上がんばらせないわ。その本音を、あんたの心が渇かつ望ぼうする願いを、あたしだけは叶かなえてあげるわ」


    　必死に、すべてを拒絶し役割に殉じようとする異国の女神を、引き留めるように。


    「願いが叶ったら、あんたは実感するはずよ。望みが満たされることが、どれだけ素晴らしいことかって──あんたに救われた人々が、どれだけ感謝してるかって。ここでお別れしなくちゃいけないのが、どんなに寂しいことかって」


    「だが、吾われの願いとは──何なのじゃ？」


    　シヴァの大海のように揺るぎない雰囲気が、崩れた。


    　心から、不思議そうに。


    「吾には、もはやわからぬよ。すこし、長く生きすぎた。流れ流され摩ま耗もうして、吾にも自分の心がわからぬのじゃよ──優しい子よ、吾の願いとは何なのじゃ？　吾は、何を望んでおるのじゃろう？　何のために、こんなふうになってまで生きてきたのじゃろう？」


    「それを教えてあげるのは、あたしの役目じゃないわ」


    　そこで己おのれの肩に留まっている小鳥を、情雨ちゃんは手でつまんでそっと差しだした。


    「ぐるぐる回って疲れてしゃがみこんだあんたを、助けられる、幸せの青い鳥は──こいつよ、そうでしょガルーダ？」
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    　満足げに語る情雨ちゃんの正面で、シヴァの表情が弱々しく歪ゆがむ。


    　縋すがるように、情雨ちゃんの手のひらにのったちいさな鳥を眺めて。


    「ガルーダ──」


    　その名を呼び、苦笑した。


    　情雨ちゃんの指先からガルーダを受けとり、己の手のひらに留まらせて。


    　しばし押し黙っていたが。


    　やがて堰せきを切って溢あふれるように、言葉が漏れてくる。


    「ずいぶんと、ちいさくなってしまったの──見てくれだけではない、霊力も何もかも。初めて出会ったときは、おぬしが恐ろしくて吾は小便ちびりそうなぐらいじゃったのにのう？」


    　感情をこめて、懺ざん悔げするように。


    「吾は、おぬしを怨うらむぞ──ガルーダよ。あのとき、おぬしが差しだした甘アム露リタを口にしなければ、吾はこんなふうに疲れきりすべてが嫌いやになるまで、生きてはおらんかった」


    　懐かしそうに。


    「でも、感謝もしておるのじゃ。おぬしがあのとき、自や棄けになっていた吾われを救ってくれたのじゃ。おぬしがいなければ、吾は獄ごくに繫つながれたまま衰弱して消えておった。吾を崇あがめ、信仰し、犠牲祭でいけにえになったものもいた、吾のために死んだものもたくさんいた──それらすべてを見捨て、吾は消えようとしておったのじゃ」


    　小鳥は応えない。


    　じっと、シヴァが漏らした本音を、ただ聞いている。


    「そんな吾を、おぬしが止めてくれた。やがて吾の『神格』はどんどん高まり、世界に必要不可欠な要素となって、吾すらも吾を救えなくなった。『最高神』たる吾を、そのおおきすぎる巨岩のような吾を、おぬしのしてくれた約束が支えてくれていたのじゃ」


    　両手のなかに、小鳥を留まらせて。


    　夢見る少女のように。


    「いつか吾のなかが苦痛と憎悪でいっぱいになったら、おぬしが吾を殺してくれる。いつか、この責め苦のような願いを叶かなえつづける日々は終わる、終点があるから走りつづけられた──吾を救ってくれていたのは、おぬしじゃった。おぬしだけが、吾の心をすこしだけ軽くしてくれていた」


    　おぬしがいたから、がんばれたのじゃ──チョコレート色の女神は、そう囁ささやいた。


    「吾は必死になって、役目を果たしつづけた。長い、長い時間が流れた……。ようやく人々は、『神々』に頼らなくなってきた。信仰はゆっくりと目減りし、誰もが『神々』を忘れ、終末がやってきた。人々と『神々』の別離が。だから、よいか？」


    　泣いているような声で、全知全能の『神々』は、幼児のようにぐずった。


    「もう、やめてもよいか？　誰にも求められていないなら、もう終わらせてもよいか？　いまこそ、おぬしが──吾を、助けて殺してくれるかの？」
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    　遠いむかしに、ひとつの出会いがあった。


    　シヴァ＝ヴィシュヌの記憶を追体験した情雨じようちゃんは、それを知っている。


    　かつて獄に繫がれていた太陽、ヴィシュヌと──甘アム露リタの番人、翼もつ神ガンダルヴアのガルーダ。


    　ふたりは出会い、ある約束をした。


    　ヴィシュヌがいつか憎悪と苦痛でいっぱいになったら。


    　彼女がかつて仕えた『暴風』インドラのように、役目を失い、世界にとって不要になって──それでも、見苦しく居座りつづけていたら。


    　ガルーダが、彼女を殺す。


    　けれどヴィシュヌはあまりにも有能だった、その信仰は尽き果てず──人々はいつまでも彼女に甘え、その約束が風化するほど長い長い時間がたった。


    　ガルーダとて、その約束を覚えてもいないかもしれない。


    　彼は甘アム露リタの番人という役目に忠実に、何も考えずに発言しただけかもしれない。


    　だが、その言葉を心の支えとして、チョコレート色の女神は今日まで生きてきた。


    　そうか。


    　たぶん、わたしにとってのお兄ちゃんが──ヴィシュヌ＝シヴァにとっての、ガルーダだったんだ。


    　たったひとつの、心の支え。


    　お兄ちゃんはわたしを優しく受けいれ、甘やかして、わたしが自分からがんばり始めるのをじっと待ってくれた。


    　ガルーダはたいせつな約束をして、がんばりつづけて疲れきったら、そのときに殺してやる──終わらせてやると、告げた。


    　わたしも、がんばって、がんばって、がんばって──それを、延々とつづけたら、いつか終わりだけを望むようになるかもしれない。


    　人々の願いを叶かなえつづけた、このチョコレート色の女神のように。


    　だから、彼女は未来のわたしなんだ。


    　疲れきって、心底くたびれた、わたしなんだ。


    　だから、ヴィシュヌはわたしに共感もしてくれたのだろう──何度も手助けをしてくれた、同じ轍てつを辿たどらないように。


    　がんばることの苦痛を、誰よりも知っている女神だから。


    　でも、それもお終しまい。


    　終末が訪れ、女神はたわむれに過去の自分とよく似た人間──わたしを救うのをやめて、己おのれの願いを叶えようとしている。


    　他人に手を差しのべ救うことにうんざりして、『破壊神』と化した彼女が望むことは──たぶん、たったひとつだけ。


    



    「もう、吾われは──がんばらなくてもよいか？」


    



    　無力な人間が願う有様そのものに、そっと呼びかけたが。


    　小鳥は応えない。


    　沈黙し、項うな垂だれている。


    　それを見て、シヴァは泣き笑いのような表情になった。


    「そうよな、長い時間が流れすぎた──吾にとっては大事な約束、心の支えだったけれど。おぬしはただ、職務に忠実に、その場で最も相応ふさわしいことを口にしただけ。おぬしも、変わってしまった。すでに吾われと出会ったころの、ガルーダではないものな……」


    「そうね」


    　情雨じようちゃんはシヴァ＝ヴィシュヌの記憶を追体験している、ゆえに知っているのだ。


    「あんたはこれまでも、何度も限界にきていた──疲れ果て、殺してくれるようガルーダに懇こん願がんした。でも、ガルーダはあんたのそんな望みを叶かなえなかった。まだ、信仰があったから。人々が、あんたを求めてたから。公平なガルーダは、あんたを甘やかさずに、務めを果たすように厳しく告げるだけだった」


    「けっきょく、おぬしもつまらぬ『神々』じゃ。務めを果たし、役目を忠実に実行するだけの、真面目ま　じ　めだけれどそれだけの『神々』じゃ」


    　シヴァは駄々をこねるように、身をよじって。


    「おぬしは、ずっとそばにいてくれた。友として、仲間として、主と部下として、敵だったこともある、恋人だったことも、あったかの──そして、おぬしはずうっと、吾が苦しんでいるのに見ているだけで、何もしてくれなかった」


    　責めるように、吐き捨てる。


    「不本意にも絶大な信仰を集める吾とちがって、おぬしは強大だが信仰を多く集める『神々』ではなかった。擦すりきれ、ゆっくりと衰退し、そのたびに他の神話に取りこまれ──『改変』され、立場を変えていった。もはや、原形を留とどめてもおるまい」


    　そう、ガルーダは何度も異なる神話に吸収され、そのたびに立場を変えてきた。


    『改変』されすぎて摩ま耗もうしきって、新たな上書きができなくなるぐらいに。


    「おぬしをいちばん変えたのは憎たらしい仏教じゃ──そこではおぬしはカルラテンと呼ばれておったのう。それでも吾はおぬしに縋すがった、何度も会いにいった。おぬしは仏教の基本である諸しよ行ぎよう無む常じようの理屈を、訥とつ々とつと説くだけであったな」


    　諸行無常。


    　すべては変転し、流れていく。


    　遠いむかしにした約束を忘れず、大事にしている──シヴァ＝ヴィシュヌを揶や揄ゆするような、その思想。


    　自分はもう過去の自分とはちがう、だから関係ない、と突き放すようなガルーダの態度に──彼との約束のみを心の支えにしていたシヴァ＝ヴィシュヌは、落胆したのだ。


    「うんざりじゃ、吾はそれですべてが嫌いやになった。たくさんじゃ、流れ流れていつまでも──吾のみが変わらぬ、疲れた。もう嫌じゃ！　噓うそつき、約束したくせに！　吾を殺してくれると、終わらせてくれると言ったくせに！　すっかり忘れたような顔をして！」


    　赤ん坊みたいに泣き叫ぶシヴァを、情雨ちゃんは静かに見据えて。


    　ばか、とつぶやいた。


    　それを耳みみ聡ざとく聞きつけて、シヴァはきつく彼女を睨にらみつける。


    「ば、馬鹿とは何じゃ！　言うに事欠いて！　吾われは全知全能じゃぞ！」


    「何よ偉そうに、ちっぽけな水の神さまだったくせに。そんなか弱い存在が、無理して強がって、滑こつ稽けいよ？」


    　焦じれったそうに、情雨じようちゃんは告げる。


    「格好つけないでよ、簡単に諦あきらめないでよ──そんなにいっぱい願ってるんじゃない、望んでるんじゃない、じゃあそれを何度でも伝えなさいよ。みんなそうしてるわ、それは決して恥ずかしいことじゃないわよ。疲れたら、誰かに寄りかかってもいい。独りぼっちで生きてるんじゃないんだもの、印度インド神話は多神教なんでしょ？」


    　初めてわたしと出会ったころの情雨ちゃんなら、決して口にしなかった言葉。


    　独りで生きていたのは情雨ちゃんも同じだった。


    　それでも苦しくないって意地張って強がっていた、棘とげだらけのきれいな花みたいだった彼女は──わたしたちとの交流のなかで、すこし変わっていた。


    　それを、過去の自分のような異国の女神に、伝えたいというように。


    　情雨ちゃんは必死に語った。


    「ガルーダがあんたの願いを聞かないのは、あんたを殺さないのは──他の神話に取りこまれ『改変』されて、変わってしまったせいじゃないわ。そんな、つまんない理由じゃない。こいつは馬鹿がつくほど真面目ま　じ　めなやつよ、約束を忘れたりなんてするわけないじゃない」


    　我慢できない、というように──情雨ちゃんは真っ赤になって主張した。


    「こいつがあんたを殺さないのは、あんたに死んでほしくないからに決まってるじゃない」


    　涙目にすらなって。


    「あたしはあんたの記憶を追体験したわ。だから知ってる、ガルーダはずっとそばにいたわ──友として、敵として、主と部下として、恋人としてね。世界でいちばん近くにいた。好きじゃなきゃあ、愛してなきゃあとっくに見放してどっか行ってるわよ」


    　情雨ちゃんらしく、むきになって。


    「そうよ、ガルーダはあんたと比べたら取るに足らない『神々』よ──それでも消えたくなかったから、あんたとの約束をいつか果たすその日まで生きていたかったから、他の神話に吸収され『改変』される屈くつ辱じよくを味わいながらも、この世界にしがみついてたんじゃない」


    　涙を零こぼして、『アラハバキ』のお姫さまは、仲間の──ガルーダの気持ちを代弁する。


    「ガルーダは、あんたが好きだったのよ。だから殺したくない、でもいつかその日はくる。その日を遠ざけたくて、あんたが何度頼んでも拒絶していたのよ。こうして追いつめられた今になっても、あんたの願いは叶かなえられない。手がだせない、殺したくない、あんたを愛してるからよ」


    　うまく言えないのか、頭をかきむしるようにして。


    「もうっ、何であたしがこんなこと親切に説明してあげなきゃいけないのよ、ちょっとガルーダ──自分で言いなさいよっ。男の子でしょ、世界最大の多神教神話の『最高神』が心の支えにした唯一の存在でしょ、自信もちなさいよ！　その信仰に応えなさいよ」


    　そのあたりで、限界がきたのか、情雨じようちゃんはぐったりと前のめりに倒れた。


    　ゆるやかにでもシヴァの対抗兵器としての性能が、情雨ちゃんの霊力を吸いあげている。


    　命いのち懸がけの訴えは、けれどたしかに波紋を及ぼしていた。


    　ガルーダがシヴァの手のひらのなかで、羽毛を震ふるわせる。


    　そして、ずうっと寄り添ってきた異国の女神を、真っ直すぐに見つめる。


    「今さら、何なのじゃ。好きだとか、言われても──どうしろというのじゃ」


    　その視線に耐えかねたように、シヴァはがなった。


    「何もしてくれなかったくせに！　吾われの言うこと、ひとつも聞いてくれなかったくせに！　吾の願いを知っていて、叶かなえてくれなかったくせに！　疲れ果てた吾を、ずうっと見ていただけのくせに！」


    　第三の眼を閉じて、双そう眸ぼうからはとめどなく熱い涙を零こぼして。


    「馬鹿め、待ちくたびれて──吾は、こんなになってしまった。見ないでおくれ、愚かな吾を。せめて、期待させないでおくれ……」


    「貴女あなたは」


    　ガルーダが、不意に声をあげた。


    　無口な彼だからこそ、その言葉には重みがあった。


    　数えきれない時節をこえて、ようやく紡つむがれた本音そのものだった。


    　出会ったころは乱暴だったその口調も、すでに変わり果てている。


    　けれど、揺るがぬ心が、決意がある。


    「強大になりすぎて、私の『神格』では太刀打ちできぬ。殺せと言うが、私には無理だ。貴女は強くなりすぎた。その願いは叶えられない、けれど──私は貴女を助けたい」


    　ふと情雨ちゃんを眺めて、思いだしたように。


    「信仰と、そう言ったか──『おじょうさま』」


    「あら、初めてそう呼んだわね。いつも遅いのよ、あんた」


    　息も絶え絶えな情雨ちゃんが、目を丸くする。


    　そんな彼女にお辞儀をしてから、ガルーダは真しん摯しに語った。


    「ならば、シヴァと化した貴女から受けとった信仰を甘アム露リタに変えて──私は、その対価として貴女の願いを叶えよう」


    　シヴァをそっと見あげて、どこまでも愚直に。


    「『おじょうさま』が言ったとおりに──私は、貴女が愛いとしい。苦しくてつらくて何度も涙を呑のみ、それでも困ったひとを見捨てられなかった貴女が。そんな貴女を、私はずうっと見守っていたかった」


    　きちんと背筋を伸ばして、小鳥というより忠実な軍人のように。


    「ひたすら役目を果たし公平に任務を達成するだけの、つまらない私を──貴女あなただけが求めてくれた。貴女がいたから、がんばれた」


    「吾われの、吾の台詞せりふじゃよ」


    　シヴァは麗うるわしい顔をぐしゃぐしゃにして、涙を溢あふれさせる。


    「おぬしがいたから、吾はがんばれたのじゃ──愛いとしい、ガルーダよ」


    「ずいぶんと、待たせてしまった」


    「うむ、うむ──」


    「私が、約束どおりに、貴女の願いを叶かなえよう」


    「うむ──」


    　その言葉に感極まったように、身を震ふるわせてから、シヴァはすべてを明け渡すように身体からだを脱力させた。


    　すべての目を閉じて、満足しきったみたいに、微笑して。


    「早う、終わらせておくれ──待ちくたびれたよ、吾は」


    　そんな彼女の頭部に、ガルーダがふわりと羽を広げて飛びのると。


    　ぽんぽん、と跳ねた。


    　頭を撫なでるみたいに。


    　シヴァは怪け訝げんそうに、片目を開いて眉まゆをひそめた。


    「何の真ま似ねじゃ」


    「褒ほめてほしかったのだろう」


    　ガルーダは、いけしゃあしゃあと言いきった。


    「途切れなく終わりなく他者の願いを叶えつづける、それに疲れ果てて──せめて、休みたかったのだろう。満足して、よくがんばったと納得して。できれば、誰かに褒められて。それが貴女の願いではないのか、友よ」


    　シヴァの頭のうえで、羽を動かし、優しくその頰ほおを撫でて。


    「貴女は、古来よりこの世界の太陽だった──誰もが貴女を愛し、崇すう拝はいし、その恵みを享受した。けれど、太陽とてずっと輝きつづければ疲れてしまう。そうしたら、地平線の向こうに沈み、夜の間はぐっすりと休むのだ」


    　優しく語った。


    「そしてたっぷり休眠したら、また地平線から顔を覗のぞかせて、この世界を巡る。輪りん廻ね転てん生しよう、すべては繰りかえす──それが印度インド神話だろう」


    「殺しては、くれぬのか？」


    　シヴァは何だか納得がいかないような顔をしたが。


    　ガルーダはそんな彼女に、そっと囁ささやく。


    「無理だ。何度でも言うが、貴女あなたは強すぎる。それに、私は貴女を殺したくない。求めているものがいるかぎり、貴女は終わることをゆるされない。そういう約束だっただろう、そして私が──あなたを求めている、いつまでも」


    「あたしも、ママもよ」


    　その場でごろりと横になって、情雨じようちゃんが楽しげに言った。


    「ここであんたをぶち殺して、それでハッピーエンドなんて後味悪いわよ。疲れたなら、休めばいいのよ。誰も文句なんて言わないわ。あんたがこれまで働いてきた時間のぶんだけ──有給をとればいいのよ、そういうものよ」


    　片目を瞑つむって。


    「ちゃんと数えたのよ、あんたの記憶を追体験しながらね。たっぷり休めるわよ──あんた。これまで働いたぶんと同じだけ、おおよそ四十億二千万年ぶんね。そんだけ休んで起きたら、あんたはまた働きたくなるはずよ。あんたは困ってるひとを放っておけない、世界でいちばんお節介な『神々』だからね」


    「…………」


    　シヴァは何だか呆あきれたように口を開いて、呆ぼう然ぜんとしていたが。


    　その表情が、すこしずつ穏やかになってくる。


    「そうか、死にたい、終わらせたいというのも──吾われの、ほんとうの望みではなかったか。吾はただ、よくがんばったねと褒ほめてもらって、満足して休みたかっただけなのか。何じゃ、そんな些さ細さいな願いも口にできずに、意地を張っていたのか」


    　可お笑かしくなってきたのか、声をあげて笑って。


    「そうかのう、では──ありがたく休ませてもらおう、ほんとうにほんとうに、吾はくたびれてしまったよ。うんざりじゃ、馬鹿馬鹿しい」


    　頭に留まったガルーダを手のひらに移動させて、そっと、その嘴くちばしにくちづけると。


    「だが、仕事に復帰したときに誰もおらんでは寂しいのう──待っていてくれるかや？　いつも、おぬしがそうしてくれたように。四十億と二千万年、吾を待っていてくれるかや？」


    「必ず」


    　ガルーダがそう約束すると、チョコレート色の女神は気が抜けたのか。


    　おおきく欠伸あくびをして、頰ほおにそのせいだけでなく流れた涙を伝わらせて。


    「そうか──そうじゃったの、おぬしはいつも……そうじゃったのう」


    　るる～ん♪　と上機嫌につぶやくと。


    「ありがとう、友よ。吾の、幸せの青い鳥よ」


    　この世界の太陽は、安らかな眠りについた。


    　長い長い眠りに。
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    第七話／あなたの世界


    



    
      時系列【二年前（月つく読よみ鎖さ々さ美みは高校一年生）──月読鎖々美の自宅】

    


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　落ちつかない天気がつづき、空はずうっと分厚い雲に覆おおわれている。


    　ほのかに窓を濡ぬらし始めた雨を、十六歳だったわたしが眺めている。


    　天あめ沼のぬ矛ぼこ町の、わたしの自宅だ。


    　薄着で、麦わら帽子をかぶりっぱなしのわたしは項うな垂だれて、傍かたわらに置かれたスーツケースに体重を預けている。


    　すぐそばには段ボール箱がいくつも山積みになっていて、わたしがお尻しりをつけたフローリングの床は汚れもなくぴかぴか。


    　新築なのだ。


    　そう──これはわたしがお兄ちゃんと手に手をとって、実家である『月読神社』から出しゆつ奔ぽんした直後だった。


    　夜行列車にゆらゆら揺られて、長い旅路の果て、辿たどりついた天沼矛町……。


    　山深い九州の奥地にあった神社とは空気の質までちがっていて、わたしは物珍しく思いながらごく平凡な町並みとか、建ち並ぶ電柱とかをそっと窓から眺めていた。


    　もしかしたら、あるいは何も見ていないのかもしれない。


    　その瞳にはぼんやり景色が浮かび、けれど心まで滲しん透とうしていかずに、消えていく。


    　わたしの表情はぼんやりしていて、足を投げだし脱力したその姿はお人形のようだ。


    「だいじょうぶですか、鎖々美さん──元気がないようですけど」


    　床を雑巾がけしていたお兄ちゃんが、ふと顔をあげて気遣わしげに呼びかけてくる。


    　お兄ちゃんは『月読神社』では常につけていた黒衣の覆面を外していて（『怪しすぎるからやめて』とわたしが言ったのだ。『月読神社』のことを思いだしちゃうし）、段ボール箱から後に常用することになる革張りの鞄かばんを取りだすと、それを顔に添えて満足げにしていた。


    「…………」


    　無反応のわたしに、お兄ちゃんは甲斐甲斐しく。


    「何か食べますか？　長旅で疲れてるんでしょう、きっと──それともお風ふ呂ろにします？　眠るなら、寝台を組みたててしまいますけど」


    　お兄ちゃんはてきぱきと、掃除したり段ボールの中身を収納したりと、忙せわしく働いている。


    　家具一式や生活に必要なもろもろは、いつの間にか手配していた。


    　お兄ちゃんも、ずっとわたしと同じで『月つく読よみ神社』になかば監禁されていたはずなのだが──異様に手際がいいのは、彼が長いときを生きる『神々』だからか。


    　あるいはこのとき『最高神のちから』をもっていたわたしを、周囲の『神々』が甘やかしてくれていたのか。


    「べつに、どうでもいいから──お兄ちゃんの、好きにしてよ」


    　わたしは死んだような声をあげると、素っ気なくそうつぶやいた。


    　正直、途方に暮れていた。


    　落ちこんでもいた。


    　わたしはこのとき──実家を、何よりもわたしにすべてを託してくれたお母さんを裏切って逃げだしたことを、ひどく気に病んでいた。


    　お母さんに、この世界を頼む、と言われたのに。


    　約束したのに。


    　がんばらずに、楽なほうへと流れたのだ。


    　無責任に。


    　そんな自分が嫌いやで、それを気にしていつまでもうじうじしているのがもっと嫌で、わたしは膝ひざを抱え何も考えたくなくって──俯うつむいてしまった。


    　何もする気にならず、ただただ自分のなかに埋没して……。


    　この時点では、まだわたしは『最高神のちから』を自分がもっていると理解していた。


    　後にお兄ちゃんにそれが移動したと誤解して、すこし安心してしまうのだけど。


    　重たいものを抱えて、それに押しつぶされて、もう一歩も動けなかった。


    　ひたすら苦痛を遠ざけて、それで何かしたいことがあるわけでもなく、世界のすべてが自分を不要としているような──後ろ向きな思考に溺おぼれていた。


    「ねぇ、お兄ちゃん……」


    　そばにいるお兄ちゃんのあったかさに、縋すがりつきたくて。


    「わたし、どうすればいいのかな……」


    　情けなくも。


    「わたしに生きてる価値なんてないよね──みんなが期待してくれたのに、それを台無しにして。がんばらずに、嫌だからって見ないふりしてばかりで」


    　蝕むしばむような無力感のなか、言ってしまった。


    「ねぇ、死にたいって言ったら──お兄ちゃんは、いっしょに死んでくれる？」


    　ひとりで死ぬのも嫌だった、そんな救いようのないわたしの甘えた弱音に。


    　がんばらない、何もできない、可愛かわいくもない──主人公じゃない、どうしようもないわたしを、いつだってみんなが助けてくれた。


    　手を差しのべて、励まして、叱しかりつけて、背中を押してくれて。


    　すこしずつ、すこしずつ──。


    　このときは、お兄ちゃんだった。


    「死ぬよりももっと、楽しいことをしましょう」


    　お兄ちゃんはそっとわたしの横に座りこむと、もふもふと頭を撫なでてくれた。


    「鎖さ々さ美みさんは、自由になったんです。何だってできます。まずはご飯を食べましょう。お兄ちゃんの愛情たっぷりの手料理を満腹になるまで食べたら、鎖々美さんも元気になります」


    「お兄ちゃんは、何でわたしについてきてくれたの？」


    　けれど、そんなお兄ちゃんの優しさすら拒絶するように、わたしは冷笑を浮かべて。


    「それが役目だから？　わたしを手助けすることが仕事だから？　そういうふうに育てられたから？　わたしなんか──ほんとは、どうでもいいくせに。ううん、たとえ心からわたしを愛してくれてるとしても、それも申し訳ないよ。わたしにつきあわせて、お兄ちゃんの人生を台無しにしちゃうのは嫌いやだよ……」


    　この、わたしの申し訳なさが。


    　後に、お兄ちゃんに『最高神のちから』が移動したのだと誤解させるぐらいに、お兄ちゃんを優遇する世界観をつくってしまうのだけど。


    　お兄ちゃんは愚痴ばかりのわたしを、そっと抱きよせてくれた。


    「役目もありますよ。世界を漂うだけだった僕に、与えられた唯一の役目──でも、あなたのそばにいると、それ以上のものが僕に満たされていく。摩ま耗もうし、疲れきった僕の心に、かつてなかった幸せが溢あふれてくる。誰からもいらないと言われた僕を、あなただけが求めてくれた、それが僕にはとても嬉うれしいんです」


    　このときには、よくわからなかった──『忌いみ神ヒルコ』の、その言葉。


    「泣かないでください、鎖々美さん」


    　いつの間にか流れていた涙を、お兄ちゃんがそっと拭ぬぐってくれる。


    「誰もあなたを責めません、『月つく読よみ神社』は異常でした──そのなかで、あなたは血を吐くようにがんばって、がんばって、がんばって……何の意味もなくて、疲れてしまったのでしょう。その呪のろいのような立場を振りきって、あなたは外の世界へと向かった。自由になったんです、それは喜ぶべきことでしょう」


    　そうして、お兄ちゃんは当たり前のように。


    　わたしがことあるごとに思いだす言葉を、告げてくれたのだった。


    「だいじょうぶです、鎖々美さん」


    　安心する、包みこむような声音で。


    「怖がらないでください。泣かないでください。あなたは自由になったんですから。それを誇りに思って、楽しく幸せに生きてください。あなたにはその権利がある、あの神社は間違っていました──あなたの人生を奪う権利は誰にもない」


    　心をこめて。


    　それは、『神々』が起こすどんな奇跡よりも、わたしにとってきらきらと輝いている──宝物だった。


    　わたしの物語の、始まりを告げる福音だった。


    「苦痛も後悔も罪悪感も、嫌いやなものは何もかも、僕にください。受けとめてみせます。それが僕の役目です。僕の生きる意味なんです」


    　そんなお兄ちゃんの言葉に、何だか安心してしまって。


    　わたしは、うとうとして──その腕のなかで、目を閉じる。


    　まだ、頰ほおに涙は伝っている。


    　お兄ちゃんはそんなわたしの顔を自分の胸元に招いて、背中をさすってくれた。


    　いつの間にか、わたしは穏やかな微睡まどろみのなかにいる。


    「たっぷり泣いたら、歩き始めましょう」


    　お兄ちゃんらしく、気楽に。


    「がんばるのは、明日からでいいじゃないですか」


    　本来ならば──ほんとの歴史どおりなら、わたしはこのまま熟睡してしまう。


    　朝までずっと、お兄ちゃんの腕のなかで。


    　でも、このとき意地悪な誰かの干渉があった。


    「う、ううっ……」


    　わたしは喘あえいで、身を震ふるわせる。


    　まだ泣いているのだと思ったのか、お兄ちゃんが「よし、よし」と頭を撫なでてくれたが。


    　わたしは、じたばた藻も搔がく。


    　お兄ちゃんは、さすがにぎょっとして。


    「ど、どうしました鎖さ々さ美みさん？　強く抱きしめすぎましたか？」


    「うう、ちがくて──その、うっ、うげっ」


    　そのまま、わたしはお兄ちゃんの腕のなかでゲロった。


    「うげぇええええ!?」


    「おぎゃああああ!?」


    　さすがのお兄ちゃんも仰天して、てろてろと自分の身体からだを汚していくわたしの吐と瀉しや物ぶつに両手を振って動揺した。


    「鎖々美さん!?　だいじょうぶですか!?　ちょっとこのご褒ほう美びは今の僕にはレベルが高すぎるというか──いいやお兄ちゃんはたとえ鎖々美さんのゲロでも愛してみせるッ！」


    「そ、そんなもんにまで興奮するな変態……ううっぷ」


    　いろいろ台無しなわたしは、口元を押さえて青ざめている。


    　あきらかに体調が悪そうだ。


    　後に知ることになるのだが、『最高神のちから』をもつわたしを利用しようとしてたくさんの『悪神』がわたしに干渉し、『神霊』を乱されて──それが吐き気となってわたしを襲っているのだった。


    　後に、わたしが引きこもりになる原因である。


    　わたしはこの『悪神』からの干渉を防ぐため、徹底的に霊的な防御を固めた自室から動かなくなることになる。


    　その間にお兄ちゃんは食い扶ぶ持ちを稼ぐために教師の仕事を始めて、邪や神がみ三姉妹との出会いなんかもあって──わたしの物語は、始まっていく。


    　情けなくて、みっともなくて、がんばらない──でも、大切なわたしの物語が。


    　そして優しいひとたちが手を引き、助けてくれたおかげで、今日までその物語をつづけてこられた、歩いてこられたのだ。


    　わたしは、それを慶よろこぶ。


    「まずはお風呂ですかね」


    　悲惨なことになった自分の服を見下ろして、お兄ちゃんが肩をすくめる。


    　そして、わたしが窓の外を見ているのに気づいて、「どうしました？」と小首を傾かしげる。


    「いや──」


    　わたしは目をぱちくりとさせる。


    「そこに、誰か……」


    　窓の向こうを、何だか複雑な表情を浮かべて通過する、長い白髪の女の子がいる。


    　彼女はわたしに気づくと、くるりと踵きびすをかえしてどこかへ去っていく。


    「うん」


    　そんな彼女から何かを受けとったように、わたしは自然に表情を綻ほころばせて。


    「がんばるよ」


    　消えいりそうな声で、けれど心をこめて──わたしはそう言った。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「……ふん。ま、こんなとこね」


    　わたしとお兄ちゃんを窓越しに一いち瞥べつし、そのまま背を向けて遠ざかりながら、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんが満足げにぼやいた。


    　カラフルな傘かさをふり♪ふり♪して、上機嫌に。


    「シヴァに歪ゆがめられた歴史の修復は終了ね──これで、すべて元どおりだわ。しかし呆あきれたわね、こんな時代にまで干渉してたなんて」


    「ええ」


    　その傍かたわらに、子供っぽいレインコートをまとった玉たま藻もの前まえさんが歩いている。


    　水みず溜たまりをちょこまかと避けながら、通行する車があげる水飛沫しぶきを『改変』して遠ざけ、愛まな娘むすめが濡ぬれないようにしてあげながら。


    「これ以前の時代は、鎖さ々さ美みさんは強固な結界をもつ『月つく読よみ神社』に守護されてましたしね──干渉するのも面倒だったのでしょう」


    　シヴァはこの時代にも干渉していて、おそらくわたしの周りから、わたしを引きこもりにする原因となった『悪神』たちを排除していた。


    　それがなければ、わたしは外にでて自由闊かつ達たつに動き回り、主人公ぽくなって──シヴァの目もく論ろみどおりに、動いてしまっただろうし。


    　でもそれを阻止し、情雨じようちゃんがわたしの周りに『悪神』を配置して、歴史を元どおりの流れにしたのだ。


    　さすがに疲れたのか、玉藻前さんは目をしぱしぱさせて眠そうだ。


    「お疲れさまでしたの、『おじょうさま』──」


    「こっちの台詞せりふよ、ママこそが功労者よ」


    　言うと、情雨ちゃんが母親を支えたかったのか、そっと手のひらを握りしめた。


    　玉藻前さんは驚いたようだけど、嬉うれしそうに、それを受けいれる。


    　ふたり手を取りあって、世界を救った母娘が歩いていく。


    　何か物足りない、という表情をして、ふと情雨ちゃんが己おのれの肩を眺める。


    　そこに今回の騒動ではずっと留まっていた、『翼よく将しようガルーダ』の姿はない。


    　彼は四十億二千万年眠りつづける主を、ずうっとそばで見守っているのだろう。


    　それが、彼の幸せだ──ならば、情雨ちゃんはそれを尊重する。


    　仲間として。


    「あ～あ、くたびれたわ」


    　欠伸あくびをして、情雨ちゃんは憎らしげにわたしの自宅を肩越しに睨にらみつける。


    「まったく、あたしたちがこんなに苦労したの、鎖々美さんは知りもしないだなんて──考えたら腹が立つわね。嫌いやがらせしちゃおっかな……」


    「あらあら、まあまあ」


    　玉藻前さんは苛いら々いらしている娘を慈いつくしむように眺めて、苦笑い。


    「鎖々美さんならきっと、わかってくれますわよ♪」


    「何でママはあいつの評価がそんなに高いのよ、あいつは駄目なやつよ？」


    「そうですわね。けれど、そんな彼女がやっぱり世界の中心でした──今回の騒動で、それがよくわかりましたわ。すごい子なのだと、あたくしは思いますの」


    「買いかぶりよ、ぜったい。もうママっ、他の子ばっかり褒ほめないでよっ」


    　言ってから、恥ずかしくなったのか──かぁっと真っ赤になって。


    　情雨じようちゃんは、気を取り直すように。


    「まぁいいわ、さっさと帰って休みましょ。そんで、呑のん気きにしてるあいつに『どうだ！』と胸を張ってやるのよ。それだけで、とりあえず満足だわ」


    「けれど、鎖さ々さ美みさんはシヴァ＝ヴィシュヌの権アバ現ターなのでしょう、彼女が休眠したことで影響があるかもしれませんわ。風か邪ぜでもひいてるかもしれません、心配ですの」


    「帰りに薬局にでも寄っていきましょうか、って──あたし、何してんだかね。あたしは、あいつの宿命のライバルのはずなのに。敵に塩、送りっぱなしよ」


    　それでも何だか満足したように微ほほ笑えむと、母の手をひいて、慈じ雨うのなかを歩いていく。


    　いちどだけ、振り向いて。


    　何も知らずにいる過去のわたしに、宿敵らしからぬ、優しい声で告げてくれるのだ。


    「……がんばってね」


    　そして、もう振り向かずに──彼女の居場所へと帰っていく。


    



    
      了

    


    


  


  
    



    あとがき


    



    　こんにちは。日あ日き日らです。


    『非』日常系タイムトラベル（？）『ささみさん＠がんばらない』第九巻をお届けいたします。あとがきのページ数がすくないので矢継ぎ早に説明しますと『三年生編（あるいは『月つく読よみ日ひ留る女め編』）』の後半戦に突入し、言うなれば『終末編（あるいは『破壊神編』）』の前哨戦となっております。短編集を装よそおった、大長編。


    　今回は『三重らせん視点』で、語り部は『現代の鎖さ々さ美みさん』だけど主に行動するのは『情雨じようや玉たま藻もの前まえ』で、そのうえ事態の中心となってるのは『過去の鎖々美さん』というややこしい感じになっております。


    　あと印度インド神話はとにかく膨大で歴史も深く、謎も多いので解釈をするのがものすごく刺激的でした。ヴィシュヌの水の神としての側面を彼女の感情になぞらえ……ああもうページがない！　謝辞！　今回も迅速かつ誠実な対応で本作を編集してくれた担当の星野さん、アニメのキャラデザ監修など仕事も増えたのに美麗なイラストで本作を彩いろどってくれた絵師の左ひだりさん、そして怒ど濤とうのごとく増えていくメディアミックスも含めた関係者のみなさまに感謝を！


    



    
      次回もまた、『がんばって』まいりましょう。　日日日
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    シヴァの第三の眼は後ろから「だ～れだっ？」って両目を塞がれたときに開いたらしいです。自由すぎる。


    公式ＨＰ「あたしら憂鬱中学生」


    〈http://id37.fm-p.jp/213/atashira/〉
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